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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　小こ雨さめのそぼ降る日の夜のことだ。

　東西南北に分かれた鬼おに一族の一つ「南なん条じよう」が住む城の一室で、二人の男が何やら難しい顔を突つき合わせていた。

　男達は手て酌じやくで飲んでいたようだが酒のすすみは悪く、会話も弾はずんでいない。

「西が動き出したという話は本当なのか」

　そんな重い空気の中で訊きいたのは、上座に腰こしを落ち着けている中年の男だ。金色の髪かみをした色白の彼の身なりは整っており、深い海を連想させる瞳ひとみは行燈の灯ひのように揺ゆれていた。物もの憂うさを思わせる表情が、彼の気の弱さを伝えてくる。

「間ま違ちがいありません。里境にある村の一つを滅ほろぼし、東と交戦したと報告を受けました」

　正面に座した男が静かな声こわ色いろで答えた。上座の男と同じ髪の色をした、青年と言って良い年頃の者だ。

「東もこのまま黙だまっているわけではあるまい。むろん、我ら一族も──」

　上座の男が呟つぶやくと、青年は憂うれい顔を渋しぶいものへ変えたまま口を噤つぐんだ。

　鬼一族の中で、彼ら南鬼は非常に好戦的な性格をした者が多く、血気盛さかんなことで広く知られている一族だった。

　剣けん術じゆつや体術に優すぐれており、鬼道術等の奇き怪かいな術に頼たよらず力で全すべてを制すべきだという考えが根付いている。

　約三百年前の大戦でも、西と東の鬼達の決着がついた後に満まん身しん創そう痍いとなった者達を一気に叩たたき潰つぶす予定を立てていたと南条の記録に残っている。

　鬼の一族を統すべるのは南であるべきだと戦いくさが停戦へ持ち込まれた後も、子々孫々へその考えを伝え聞かせてきた。

　しかし、苦にが虫むしを嚙かみ潰したような顔をしている二人の考えは少し違っているようだ。

「家臣の反応は」

「大きく分けると意見は二つです。西か東の一方に付いて片方を落とした後に仕し掛かけるか、西と東が相あい討うちになるのを待つか、です」

「……停戦を続けるという意見は出ぬのか」

「我らは、南鬼ですので」

　そんな平和な考えに至る者などいない。言葉を途と中ちゆうで切ったが、青年が何を言いたいのか上座の男には分かっていた。

　大戦の時も家臣達が挙げた策を講じる機会を窺うかがっていたのだ。今度こそ祖先の願望を叶かなえようと、西と東が戦を始めるのを今か今かと待ち望んでいる。

「……何とかせねばならぬな」

　ほう、と溜ため息いきを吐つきながら盃さかずきに手を伸のばした男の瞳は揺れていた。

　それが酔よいによるものか、迷いによるものかは分からない。けれど青年は、そのどちらでもあると感じていた。

　青年も目を閉じて自問してみるが、妙みよう案あんは浮うかんでこない。

　いっときすると、そこへ床ゆかを踏ふむ足音がし、障子の向こうから二人に声が掛かけられた。

「父上、兄上。失礼しても宜よろしいでしょうか」

　顔を覗のぞかせたのは、今年で十五になり成人したばかりの二番目の息子むすこだった。父や兄と同じ色の髪や瞳を持っているが、どことなく強気な印象を受けるのは母親の気質のせいだろう。

　側室の子であっても気高く気き丈じように振ふる舞まえという育て方をされたせいか、物もの怖おじということを知らないまま成長した、ある意味では真っ直すぐ育った息子だった。

　そんな次男が、何故なぜここへ足を運んだのか。

　父である男は疲つかれ切っていたが、息子を蔑ないがしろにするわけにはいかず頷うなずいて入室を許可した。

「酒を飲まれるのでしたら、声を掛けて欲しかったです」

　そう言うと、次男は兄を尻しり目めにして父の側そばへ寄って脇わきに座った。その場所が上座だと気にしない行動に、憂い顔だった父と兄の眉み間けんに小さな皺しわができる。

　それに気付いていないのか、それとも気付かないフリをしているのか。次男は銚ちよう子しを手にとって未いまだ酒の残っている父の盃へ注つぎ足した。

「何だ、中身はあまり減ってませんね。父上、僕も少しいただいても？」

　甘えるような声を出した次男に、男はさっきまで覆おおっていた憂ゆう慮りよを霧む散さんさせて首を横に振った。

「この酒は強いから止やめておきなさい。それにお前が聞くような話はしていない」

「ちぇ、また仲間はずれですか。父上は兄上を頼りになさるのに、僕には何も手伝わせてくれませんね」

「お前はまだ子供だろう。兄とは十近く歳が離はなれているのだから、扱あつかいが違うのは当然だ」

「もう成人したので子供ではありません。兄上と同じ、大人になったのです」

　口先を尖とがらせてむくれる様を見て、誰だれが大人だと思うのか。

　男はそう言い放ちたいのを我が慢まんして長い溜息を吐いたあと、再び思い悩なやんでいるような表情を浮かべて虚こ空くうに視線を止めた。

「お前に相応ふさわしい仕事があれば任せるさ」

「やった！　二言はありませんよね？　言げん質ちを取りましたから、取り消しはできませんよっ」

　次男は拗すねた表情を一転させて、陽気な声を上げて喜びで手を叩いた。機き嫌げんはうなぎ登りのようだ。

「分かったから少し静かにしなさい。まったく、頭が痛くなってくる」

「ごめんなさい、父上」

　謝罪を口にしながらも、未だにくつくつと含ふくみ笑いを漏もらす次男に、兄である青年も頭を抱かかえたくなった。

　この無む邪じや気きさは次男の美徳だが、時に良からぬ感情を抱いだかせると二人は震ふるえる拳こぶしを隠かくしたのだった。

　それっきり、二人はそれ以上の言葉を交かわすことなく、銚子を空にすべく飲み続けた。早く場をお開きにしようと考えているようだ。

　だがそんな己おのれ達を見つめている、次男の鋭するどい眼光に気付くことはなかった──。
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　甲かん高だかい気合い、木刀を打ち合う音、床を踏み鳴らす音などが道場内に響ひびいていた。

　汗あせを流しながら稽けい古こに勤いそしむのは東とう条じように仕えている武士達だ。動きやすい稽古着姿の彼らは二人一組となり、型の稽古を行っている。

　一刀流の基本の構えから型の決まった刀法を身につけるため、五組十名が打うち太刀たちと仕太刀に分かれて組み太刀の稽古に取り組んでいた。他ほかの者達は道場の端はしで自分の出番を待っていたり、端たん座ざして稽古を見ていたりする。

　もちろん決まった型だけでは実戦に対応できないので、この木刀での型稽古の後は竹刀しないによる試合形式の稽古をするそうだ。

　そんな様子を、俺──藤ふじ見み恭きようは道場の一角に気配を消して見守っていた。

　西鬼が郷ごう田だの地にある村の一つを焼き討ちにした一件以来、俺は自分の弱さを恥はじて何とか戦う術を身に付けようと考えていた。

　現代育ちの俺は今まで武器で人を傷つけたことなんてない。だが自分が襲おそわれた時や知人が危機に陥おちいった時に、そんな言い訳が通じるわけがないと思い知ったのだ。

　幸か不幸か、俺は魂たましいだけをキョウ様の身体からだに憑ひよう依いさせたという特とく殊しゆな状じよう況きようにある。

　だから身体の持ち主であるキョウ様に染しみ付いた戦いの感覚で今まで窮きゆう地ちを幾いく度どとなく脱だつしてきた。

　その感覚があるため、ゼロからのスタートというわけではない。知識さえあれば身体は動いてくれるという万ばん能のうっぷりだった。

　だからこうして道場での稽古を参考にし、密ひそかに経験を積もうと計画したのだ。

　正面から道場へ入らず、裏木戸から入ったのも目立たないためだ。武士達の着き替がえの間に入る戸口、そこからこっそり中へ侵しん入にゆうできる。

　一いつ緒しよに俺の後を追ってきた従者の篠しの崎ざき陽よう太たがコソコソとする俺の行動の意味を尋たずねてきたが、そこは隠おん密みつ行動の練習だ何だと適当な言い訳をしておいた。

　不思議そうな表情は変わらなかったけれど、それ以上何も質問してこない陽太は空気の読める良い子だ。現在進行形で、俺の背後で口を噤つぐんでくれている。

　そうやって見事に道場見学を成功させた俺だが、今はそっと二畳じようほどの上段の間に座している人物へ目を配っているところだった。

　真しん剣けんな表情で打ち稽古をしている武士達を見ているのは、東条に古くから仕え、長年武士達を教育して率いてきた臣下の蒲がも生うさんだ。

　険しい顔をして立ち合いを見つめている蒲生さんは還かん暦れきに近い老ろう齢れいで、鬢びんには白髪しらがが交じっている。それでも、座した姿には剣けんの達人らしい威い風ふうを漂ただよわせている。

「ハァッ！」

　木刀を振る武士達も真剣勝負さながらに気き魄はくがこもっており、周りの士気が高まっていく。

　その様子を見て、俺はやはり自分の存在を誰かに感付かれるべきではないと強く思った。

　道場へ顔を出すようになって幾いく日にちもの時間が経過したが、俺が考えていた以上に東条の武士達は向上心が強いようで、時折俺と勝負がしたいと言ってくるのだ。

　毎度毎度適当な理由を付けて逃にげ……ゴホン。お断りをして窮地を脱しているのだが、これが蒲生さん相手であれば簡単にはいかないと懸け念ねんしている。

　一いつ般ぱんの武士には、東条唯ゆい一いつの封ふう移い師しで俺の師し匠しようでもある裡り念ねんさんが呼んでいると言えば大だい丈じよう夫ぶなのだが、師匠と同等の地位や扱いを受ける蒲生さんは「後でうまく口くち添ぞえしてやるから」等と言って強ごう引いんに事を運んでしまいそうなのだ。いや、もちろんこれは俺の完全な偏へん見けんだけど。

「よし、打ち方止やめぃ！」

　ドォン！　と道場にいる武士全員に合図が聞こえるように大きな太たい鼓この音が鳴った。

　木刀や竹刀が激しくぶつかっていると人の声は届きにくいので、こうして太鼓を使って稽古の開始や終しゆう了りようの合図を送っているようだ。

　肩かたで息をし、額から流れる汗を拭ぬぐっている武士達と入れ替かわるようにして端に待機していた別の者達が並んだ。

　現代でよくある剣けん道どう着ぎと同じ稽古着の者もいれば、襷たすきで両りよう袖そでを絞しぼって動きやすそうにしている者もいる。気合いを入れるためか、白しろ鉢はち巻まきを額に巻いている者まで交じっていた。

　その勇ましい彼らの姿に、俺は感心するような息を漏らして腕うでを組んで大きく頷うなずいた。だが、どうやらそれが駄だ目めだったようだ。

「次は──ん？　おお、そこに居るのは藤見殿どのではないか」

「（うわああああ、見つかっちゃったー！）」

　最悪なことに、師し範はん座所の蒲生さんとバチッと目が合ってしまったのだ。

　内心で絶ぜつ叫きようする俺の背中には冷や汗が流れている。理由は当然、稽古に参加するのが嫌いやだからだ。

「ちょうど良い所に。暇ひまならば稽古に参加せぬか？」

　ほら案の定、稽古に誘さそわれた！　これが嫌だから陰かげからこっそり見学してたのにっ。

　な、何か早く言い訳を考えて断らなくちゃ。えっと、いや、あの、今日はちょっとお腹なかの具合が良くないので遠えん慮りよを……。

「師範！　我らも常つね日ひ頃ごろから藤見殿と手合わせをして頂きたいと思っておりました！」

「後ろには篠崎殿もいらっしゃるようですし、是ぜ非ひに」

「（ぎゃあああ、どんどん断れない方向へ話が進んじゃってるぅぅ！）」

　目め敏ざとく陽太の存在にも気付いた武士達は、爛らん々らんと目を輝かがやかせて蒲生さんの許可を取ろうとしていた。

　まずは俺と陽太の都合を確かく認にんするのが先だよね？　と反論したいが、この危機的状況に驚おどろいてしまった身体は巧うまく動いてくれない。

　何か断るための知識を貸してくれとばかりに藁わらにも縋すがる思いで涙なみだ目めで陽太を見つめると、陽太は少し思案顔をした。

　これはまさか「藤見と篠崎は一族以外の者と稽古をしてはいけない」とか、俺にとって超ちよう都合の良い風習が出てくるのでは!?　と期待をしてしまう。

「藤見の戦い方は型に従ったものではありませんので、難しいですね」

　陽太は俺の希望した言葉以外を答え、困ったような表情で首を横に振ふった。

　言われてみればキョウ様も陽太も結構ハードな戦い方をしていた記き憶おくがある。刀はもちろんのこと、陽太に至っては矢すら近きん距きよ離り用の武器にして戦っていたし、二人とも規格外な体術を披ひ露ろうしていた。

　武士達の稽古は綺き麗れいすぎるのだ。実戦となれば少しは違ちがってくるのかもしれないが、藤見と篠崎の環かん境きように慣れた陽太が渋しぶるのも頷ける。ぶっちゃけ藤見の戦い方って野や蛮ばんなんです。
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　型に倣ならった通りの打ち合いとは違った戦闘方法スタイルに、俺と陽太は互たがいに顔を見合わせて眉まゆ尻じりを下げた。

「……それは、我らが貴き殿でんらに遠く及およばぬという意味でしょうか」

　だが、そんな俺達の反応を武士達はお気に召めさなかったようだ。渋る俺達の反応を悪い意味で取ったらしい。

　俺はただ、ボクシングで蹴けりが駄目なように、体術も組み合わせて戦うスタイルは認めてもらえないと考えていたのだけど……。

「そうは言っていません。お気に障さわったのでしたら謝罪致いたします。申し訳な──」

「でしたら、我らと一戦交えて下さい。藤見殿が戦えぬ理由があるのでしたら、篠崎殿をっ！」

　ぐっと拳こぶしを握にぎって訴うつたえてくる武士に、俺はますます困ってしまった。

　確かに俺自身に戦う気はないので、武士の希望通り陽太にお願いすることは可能だ。だが刀だけでなく拳や蹴りも出る藤見と篠崎では反則扱あつかいになると思う。

　チラリと陽太の表情を窺うかがえば、真っ直すぐな瞳ひとみが俺を見返していた。判断は俺に任せているようだ。

「恭様、オレは手合わせをしても良いと思います。この方々も我らの戦い方を見てみたいと仰おつしやっているだけですので」

「うーん……。陽太が良いなら頼たのめるか？」

「はい！　では、よろしくお願い致します」

　陽太は近くの武士から木刀を借りて一礼すると、すぐにキッと表情を引き締しめて正面に構えた。

　対する蒲生さん門下の武士は全身に力を入れ、刀身を顔の右側に立てる構えを取った。

　二人が対たい峙じすると武士達は打ち合っていた木刀を引き、道場の隅すみに姿勢を正して座した。どうやら見取り稽げい古ことして二人の打ち合いを見学するようだ。

　篠崎家が藤見家の従者であるということは、鬼おに一族の中では有名な話だ。その忠義の厚さや強さも広まっているので、武士達が陽太に寄せた期待も大きい。陽太の太刀たち捌さばきから篠崎の動きを学ぼうという魂こん胆たんなのだろうか。うん、その姿勢、是非俺も便乗させてもらおう。







　陽太の相手となる武士は、俺達との一戦を強く希望していた大おお柄がらな男だった。頷いた俺達に寄よ越こした笑え顔がおは陰かげ日向ひなたのない性格を表しているのだと思う。

　浅黒い肌はだと厳いかつい体格をしており、丸い大きな顔で髭ひげが濃こく、ギョロリとした目が特とく徴ちよう的だ。その風ふう貌ぼうを一言で表現するなら、熊くまだと思う。

　この武士の見た目通り、動きがやや鈍にぶいとすれば──。

「（陽太の圧勝かな）」

　力勝負であれば圧おし負ける可能性があるが、あの巨きよ漢かんが俊しゆん敏びんに動く姿はあまり想像できないし、たとえ見た目以上の動きができたとしても陽太の身軽さには遠く及ばないだろう。

　そう思いながら、俺は対峙した二人をじっと見つめた。

　ピリピリとした緊きん張ちよう感かんの中、先に動いたのはやはり武士だった。彼は陽太との間を足をするようにして狭せばめ、斬ざん撃げきが届く間合いに入った。

　そのまま喉のど元もとを突ついてくるような威い圧あつを感じさせ、ぶれない剣けん尖せんが打だ突とつの気配を高めている。

「（突きで陽太の様子を見るつもりか？）」

　顔横に構えていた木刀を中段に構え直したが、陽太と比べると切っ先が低く身を沈しずめるような動きがある。

　一方の陽太は、気を鎮しずめて武士の行動の起こりをとらえようとしている。自分から仕し掛かける気は今のところないようだ。

　そして、フッと武士の切っ先が沈んだ、次の瞬しゆん間かん。

「ヤァッ！」

　と裂れつ帛ぱくの気合いと同時に、陽太の喉元へ向かって全身に込められた激しい気勢と共に、鋭するどい突きが放たれた。

　しかし陽太も俺と同じように既すでに武士がどんな攻こう撃げきを仕掛けてくるか読んでいたらしく、僅わずかに身を引いて木刀を避よけた。

　もちろん武士も避けられることは想定の範はん囲い内だったようだ。距きよ離りを取り直そうとする陽太を追い、すぐに木刀を薙なぎ払はらいざま顔面に打ち込んできたのだ。

　だが、陽太は右に身体からだをひらきながら再び武士の一いち撃げきを避け、今度は自分が振り抜ぬいた木刀で反はん撃げきに出た。

　カッ、と木刀同士がぶつかる音が道場内に響ひびいたのは、何とか武士が陽太の攻撃を受け止めたからだ。しかし一手一手を丁てい寧ねいに処理するという概がい念ねんは陽太になく、受け止めた腕に微かすかな痺しびれを武士が感じている間に、陽太はすでに次の行動へ移っていた。

　慌あわてて体勢を立て直そうとした武士は、構えを取り直すために足あし腰こしに力を入れようとする。力の移行が整わない半はん端ぱな体勢では威い力りよくのある攻撃は仕掛けられないし、防ぼう御ぎよもままならないからだ。

　──そのタイミングを、陽太が見み逃のがすはずがない。

　一いつ瞬しゆん、全身の力を抜くかのようにふわっと身を低くした陽太だが、次の間には容よう赦しやのない足払いを武士にかけていた。

　泳いでいた身体は重力のまま傾かたむき、追い打ちをかけた陽太の手によって道場の床ゆかへ強く叩たたき付けられる。

　ズダン！　と木刀の打ち合いには相応ふさわしくない音が響いた頃ころには武士の身体が床に転がり、その喉元には陽太の突きつけた木刀がピタリと添そえられていた。

「それまでだ」

　声を上げたのは蒲生さんだった。誰だれの目にも、勝敗は明らかだったからだ。

　面をかぶって竹刀しないで打ち合う剣けん道どうの試合なら完全に反則な行動だが、これは特に厳しいルールは設けられていない模も擬ぎ戦せん。

　もしこれが本番──生死をかけた戦いの場であれば、礼れい儀ぎ作法やらに構っている場合ではないだろう。

　更さらに言えば、陽太との交戦を望んだ武士達は藤見や篠崎の戦い方を知りたいと言ったのだ。実戦に限りなく近い戦いになることは事前に諭さとしたつもりだ。

　蒲生さんの声を受けた陽太は手にしていた木刀を引き、口元に薄うすい笑いを浮うかべて俺の方へ振ふり返った。

　戦っている時は格好良かったのに、今は飼い主に褒ほめてもらうのを心待ちにする犬にしか思えない。陽太に尻尾しつぽが生え、それが千切れんばかりに振られている……という幻げん覚かくが見える。

　その熱視線を受けた俺は、あとで頭を撫なでてやろうと決めて陽太に頷うなずきを返しておいた。へにゃっと更に笑った陽太の頭の上に犬耳が見えたのも気のせいだろう。

「う、ぐぐぐ……」

　木刀を喉元から外されたことで陽太と戦っていた武士は自由になったが、なかなか起き上がろうとしなかった。

　異変を察知した他ほかの武士達が彼に近寄り、身体を起こすのに手を貸している。

　道場の隅にいた武士達が集まり出したので、俺も陽太の隣となりに並んで痛さに唸うなっている彼が無事かを確かく認にんする。

　いち早く倒たおれた武士に手を貸した者が怪け我がの具合を診しん察さつしている。背中を触さわられるたびに顔を歪ゆがめる武士を見て、蒲生さんが口を開いた。

「随ずい分ぶんと痛がっているようだが、大事ないか」

「身体がデカイ分背中を強く打っていますが、二、三日もすれば回復すると思います。頭のこぶはおまけですね」

　バシッと診察していた武士が怪我人の肩かたを叩くと、両りよう腕うでを床についていた怪我人は引き攣つった声で泣きごとを言い始めた。

「いててて……も、もっと優やさしく診みやがれっ」

「何言ってんだ。巨漢のわりに肝きもっ玉の小せぇ野や郎ろうだぜ。男なら少しは我が慢まんしろってんだ」

「馬ば鹿か、お前らも篠崎殿どのと戦ってみろ！　気が付いた時には全身強打で負けてるんだぞ!?」

「やなこった。俺達じゃ足あし下もとにも及およばないって分かったばかりじゃねぇか」

　そんな彼らの言い争いに、集まっていた武士達も面おも白しろ可笑おかしそうにし出した。

　先さき程ほどまでの緊きん迫ぱくした空気が一転して和なごやかなものへ変わり、俺と陽太もホッと安あん堵どの息を漏もらす。

　怪我は思っていたほど深刻なものではないようだ。背中から倒れた時に、勢いあまって後頭部も軽く打ったということか。

「受け身を取れなかったのはあの者の落ち度ですな。いやはや、人ひと騒さわがせな」

「いえ、無事で何よりです。こちらこそご迷めい惑わくをお掛かけ致いたしました」

「ははは、謝る必要はなかろう。だが、少しは手加減をしてやって欲しかったというのが本音ですな」

　そう言って明るく笑う蒲生さんは、どうやら俺が手を抜くなと陽太に指示を出したと思っているようだ。

　真相は全く違ちがうので否定しようと思ったが、言葉を口にする前にはたと思い止とどまって慎しん重ちように言葉を選び直すことにした。

　ここで俺が「陽太は滅め茶ちや苦く茶ちや手加減していましたが」と口にしてしまえば、武士の皆みなさんの矜きよう持じを傷つけると思ったからだ。

　正直言って陽太の実力はあんなものではないと感じているのだが、真しん剣けんに武士の攻撃や動作を見み極きわめて相手したのは確かだ。適当に相手をしたとは思えなかった。

「ご冗じよう談だんを。真剣勝負に手を抜くなど有り得ません。東条の武士の皆さんを相手にして無事で済むはずがないでしょう。なぁ、陽太」

　陽太だから勝利したのであって、あれが俺だったらボッコボコにされて終わりだもんね！

　そう思いながら同意を求めれば、間を置かずして陽太は肯こう定ていしてくれた。

　しかしそんな俺達の答えが微び妙みようだったのか、武士達はふるふると身体を小さく揺ゆらしていた。だが視線が妙みように熱を含ふくんでいると感じるのは俺の気のせいだろうか。

「ふ、藤見殿と篠崎殿が、我らを……！」

　声を震ふるわせてその言葉を紡つむいだ一人の武士と目が合った。その人はギュッと唇くちびるを引き結んで何かに耐たえるような表情をしているように見えた。

「（やっぱり何か気に障さわることを言っちゃったのかな）」

　一体どうすれば良いのか、何と言葉をかければ良いのか悩なやんでしまう。

「藤見殿はこの後、暇ひまですかな？　久方ぶりに今のような実戦形式の訓練に力を入れてみようと思っておるのだが」

　と、そこへ蒲生さんが助けだかそうでないかの瀬せ戸と際ぎわの話題を提供してくれた。

　質問の意味は、実戦稽けい古こで大暴れしない？　だ。もちろん冗談じゃないとばかりに首を横に振らせてもらう。

「あ、あいにくですが師し匠しようの手伝いと花はな姫ひめ様のもとへ向かう用事が……」

「それは残念ですな。ふむ、それにしても藤見殿は文武両道と聞いておったが真まことらしい」

　何それ一体誰情報なの？　現代日本で生活していた俺は得意分野以外は中なか程ほどの成果しか残せない平へい凡ぼんな男だったはずだけど。あ、俺じゃなくてキョウ様の話か？

　確かにキョウ様のことであれば、そう言われても違い和わ感かんはない。それどころか、今現在俺の隣で得意げな顔をしている陽太が嬉き々きとして主人の自じ慢まんをしていそうだと思ってしまった。

　ここは頷くべきか否定すべきか悩んだが、俺はその話が聞こえなかったとして返事をしないことにした。

　すると、何故なぜか蒲生さんの言葉を真に受けた武士達に更に熱い視線を注がれることになってしまい、結局陽太を連れて逃にげるように道場から離はなれるに至ったのだった。

　だが恐おそろしいことに、俺達の姿が戸口の向こうへ見えなくなるまで、その熱い視線は途と切ぎれることはなかったそうな。
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　道場で（冷や汗あせ的な意味で）汗を流ながした後、俺と陽太は花姫様のもとへ訪ねる午後までの時間つぶしをしていた。

　残念ながら俺は東条──特に長おさの克かつ彦ひこ様にとっては客人という枠わくに当てはまらないので、客室に通してもらったり休きゆう憩けい用の部屋を与あたえられたりはしていない。

　だから時間を無む駄だに過ごさないためには午前のように道場へ顔を出すか、深入りしない範はん囲いで城内を散策するくらいしか方法がなかった。

　そんな中、偶ぐう然ぜんにもフラフラと酔よっ払ぱらいのように廊ろう下かを歩く見慣れた老人の姿を発見した。

「おお、恭と陽太ではないか。ちょうど良いところに現れてくれたのぉ」

　老人は俺の師匠である封ふう移い師しの裡念さんだった。俺達を見ると師匠は安堵したような表情になる。

　近づくと、両手いっぱいに書状の入った文ふ箱ばこや巻物を抱かかえているのに気付いたので、俺達は二人で荷物を分け持つようにした。

　さすがに漫まん画がでよくある、自分の目線まで荷物を積み上げるという状じよう況きようではなかったが、師匠が持てる重さはオーバーしていたのではなかろうか。

　普ふ段だんは背筋を伸のばして衰おとろえを感じさせない師匠だが、力仕事には向かないタイプだ。

「ふう、助かったわい。すまんが書状を克彦様の執しつ務む室へ運ぶのを手伝ってもらえんか」

「了りよう解かいしました。陽太も良いよな？」

「もちろんです」

　どうやら書簡の運び先は東ひがし鬼おにの長、東とう条じよう克彦様のところだったらしい。

　師匠はもともと東条の先代の長に仕えており、少し前までは隠いん居きよして封移師として城下町に身を置いていたそうだ。

　それが最近になって、東鬼と敵対関係にある西鬼の動きが怪あやしいという理由から現げん役えきに復帰したというわけだ。

　と言っても師匠が手伝うのは午前中だけで、午後からは東条の姫である花姫様に術を教えている。俺と陽太も手伝いとして同席させてもらっていた。

　ここで言う術とは、女おんな鬼おににしか使えない「護身の三術」という防衛術を示す。

　その術について説明をされたが、俺の解かい釈しやくは「セクハラ撃げき退たい術」だ。何でも女鬼が嫌けん悪お感かんや恐きよう怖ふ、危機感を抱いだいた時に自然と発動するのだとか。

　花姫様の場合、東条で大切に慈いつくしみ育てられたことで男おとこ鬼おにへの危機感があまりないことが術を使用できない原因の一つらしい。

　頭で術の仕組みを理解していても、実際に使おうとすると巧うまく反応できない。過去に色々と試みたがどれも巧くいかず、今に至るというわけだ。

　護身の三術は自然と身に付くため誰だれかに教えを請こうことは少なく、花姫様のように使用できない人はとても苦労するようだ。

　術であるという点が共通しているので鬼道術の使い手である師匠が教師役を請うけ負っているのだけど、花姫様が今まで生きてきた中で師匠以外に教育係となる人は居なかったのだろうか。

　そういえば勉学は師匠が担当していたという話や、料理等の女の子らしいことを管かん轄かつとしていた人がいたと耳にしたような、しなかったような。

「お前さん達はこの辺に入るのは初めてかのぉ」

「そうですね、いつも限られた場所しか行き来しませんので」

　方向感覚に少し自信のない俺の行動範囲は日ひ頃ごろからわりと制限されている。

　城門やら広間までの道中に確かく認にんできる特とく徴ちよう的な形をした松の木やら、目印となるものがあれば限られた範囲内を動き回れるが、今回のように似たような構造をしている城内を歩き回るのは無理だ。

　ほぼ毎日足を運んでいる花姫様の茶室にすら一人で辿たどり着ける気がしない。むしろ迷子になると胸を張って言えるくらいだ。

　そもそも花姫様の茶室は限られたものしか進入を許されていない、奥おく御ご殿てんという所にあるのだ。偶ぐう然ぜん辿り着けても、警備の忍にん者じやさん達に追い出されるに決まっている。

「では今ので道順は覚えたな。荷物運びを口実にしておけば克彦様も文句を言わんじゃろう」

　ええー……もしかして師匠、今後も俺達を荷物運びとしてこき使うつもりなの？

　師匠の役に立ちたいとは思うけれど、俺一人だと迷子になって何倍もの労力が必要になるので、陽太とセットにするか陽太一人だけに依い頼らいをお願いします。

　生きて城内から脱だつ出しゆつできる気がしないので。冗談ではなく、わりと本気で。

　そんなことを考えながら師匠に続いて足を進めていると、とある部屋の前で足を止めた。

　襖ふすまには特に飾かざり気がないが、師匠と会った場所と比べると入り組んだ場所だ。ここが師匠の言っていた長の執務室なのだろう。

「克彦様、戻もどりましたぞ」

「ああ、裡念か。遅おそかった……な」

　一声掛かけて師匠が開いた襖の先の部屋には、執務机の上に広げられた巻物に何かを書いている途と中ちゆうの長がいた。

　だが長は師匠の後ろにいる俺達──正確には俺を見た瞬しゆん間かん、少し疲ひ労ろう気味だった表情を険しくして眼光を鋭するどくした。相変わらずの嫌きらわれっぷりである。

　しかし本当に俺が長に注目すべき箇か所しよはそこではなかった。それは長の腰こし元もとだった。

　何故か腰そこには縄なわがぐるぐると巻き付いており、縄の先を後ろにいる東条の忍しのび頭がしらで長付きの忍者である吾あ妻づまさんが握にぎっているのだ。

　一体何のプレイだと不敬罪極きわまりないことを口にするのを堪こらえ、じっと二人を観察する。

　視線に気付いた吾妻さんの眉まゆがピクリと動いた気がするが、我が慢まんしてもらおう。

　……どうやら執務が嫌いやになった長がまた逃げ出していたようだ。長の後ろにいる吾妻さんの疲つかれた表情が全すべてを物語っていた。

「おい裡念、何で藤見こいつがここに居るんだ。まさか執務の手伝いが出来るとか言い出さねぇよな？」

「追い追いそのように育てようかと思っておりますが、今回は全くの偶然ですな。ですが執務が得意な若者が居た方が克彦様も安心ではございませぬかな？」

「フン、それは役立つ者の場合だ。婿むこ候補の中には藤見より頭の良い奴やつがいるだろ」

　克彦様の言葉で思い浮うかんだのは、プチメタボの戸と館だてさんと口調が特徴的でツッコミどころ満まん載さいの麻ま呂ろ様だ。

　二人は東条の一人娘むすめである花姫様の婿候補として城に滞たい在ざいしている人達で、東鬼の中でもかなり有名な家のご子息らしい。きっと長の言う通り、俺よりも役に立つ知識を持っていたり教育を受けていたりするはずだ。

　戸館さんは東鬼一族の中でも有名な商家の出身で、駆かけ引きや数字関係に強いのだと思う。

　麻呂様の家のことはよく知らないが、話をしていて賢かしこい人なのだと感じることが多い。口調に惑まどわされがちだが、常に物事の先を考えて話題を誘ゆう導どうする術すべを持っている印象だ。

　それに俺が、長や師し匠しようの仕事の手伝いができないことは事実である。特に反論すべき点もないので俺はもはや日常茶さ飯はん事じとなりつつある長の嫌みを話半分で聞き流していた。

「いくら藤見家の者じゃからと言っても、執務の経験は少なかろう？」

　けれど、師匠はそんな俺のフォローに回ってくれるようだ。

　藤見が日頃どのような仕事を請け負っているのかは知らないが、俺がダラダラと藤見の地で過ごしていた時は三人の兄達は働いていたと記き憶おくしている。

「優ゆう秀しゆうな兄が三人もおりますので、私はあまり役に立てませんでした」

　しかも各おの々おのに篠崎家の従者も付いているのだ。未いまだに隆たか哉やさんの従者である要かなめさん以外の篠崎兄弟と会ったことはないが、恐らく全員赤茶色の髪かみをしているのだと予想している。

　キョウ様と陽太も幼少の頃ころから行動を共にしてきたらしいので、他ほかの人達も同じだろう。

　俺と陽太は飼い主と犬という感じの関係だが、隆哉さんと要さんは逆だ。父親の義よし正まさ様だって、あの強面こわもてと威い厳げん溢あふれる体つきなのに従者は少し強い風が吹ふけば飛んでしまいそうなほど線の細い人だった。そう思うと、残りの組み合わせもすごく気になるものだ。

　って、よく考えてみると男ばかりじゃねーか。一人くらい女性がいてもよくない？

「野や郎ろうばかりで悲しいことだな」

　俺の表情から女性率の低さを察したのか、先さき程ほどより強く鼻を鳴らして俺を小こ馬ば鹿かにする長おさだけど、まったくその通りだと思う。

　いや別に陽太に不満があるわけじゃないんだけどね？　超ちよう美人のお姉さまが自分の従者であるパターンを想像して少しテンションが上がっちゃっただけです。

　まぁ、藤見や篠崎の兄弟の中に女性がいるかどうかは分からないままなんだけどね。

　そう考えつつ陽太に目配せをすると、俺の代わりに長や師匠に説明するように口を開いた。

「藤見も篠崎も男ばかりが生まれる家系ですので、姫が生まれたらお祭まつり騒さわぎになるでしょうね。まぁ、ここ何代も姫についての記録が残っておりませんが」

　すごく他人ひと事ごとのような言い方で、陽太は首を振ふりながらそう言った。完全否定ではないのは確率がかなり低いからだと思う。だが同時に、女性従者への希望が絶たれた瞬間だった。

「跡あと継つぎに苦労したことがないとは、本当に恵めぐまれた一族だな。これも東鬼の危機を救った英えい雄ゆうへの恩おん恵けいか？」

「偶ぐう然ぜんが重なっているだけだと思います。自らを英雄だと驕おごる気持ちもありません」

「どうだかな。婿候補でもないのに城に入り浸びたっているのも、東条の弱みを握って長の座から引きずり下ろす気なのではないか？」

「っ……」

　長のとんでもない言い掛がかりに、俺は一いつ瞬しゆん言葉が詰つまってしまった。

　確かに藤見と篠崎は約三百年前の戦いくさで活かつ躍やくし、東ひがし鬼おにの英雄として現在まで伝えられている。でも藤見も篠崎も、長が懸け念ねんする「藤見が長に成り代わるのを狙ねらっている」という考えを一いつ切さい持っていない人ばかりだ。

　これだけ上が嫌みを込めているのだから、藤見は板いた挟ばさみになって苦労した時期もあったのだと思う。それでも現在まで変わらぬ忠誠を誓ちかって東条に仕え続けているというのに……。

　俺だって東条へ足を運んで長と対面してから、針の筵むしろに座る気分を味わい続けている。当時の藤見や篠崎の苦労を思うとやるせない気持ちでいっぱいになった。

　同時に、キョウ様の身体からだを間借りしているだけの俺では、東条と藤見の仲を改善するに至っていないのだと現実を痛感させられる。

　現代に帰りたいがために封ふう移い師しである師匠に弟子でし入りをして方法を探しているのだが、東条の地にいる以上は藤見の誠実さを長に分かってもらえるよう努力すべきだろう。

　けれど、長の言い掛かりに適した返事が思いつかない。どうすれば長に少しでも藤見や篠崎が認めてもらえるのかが分からなくて、握った拳こぶしに力が入った。

「──克彦様、また藤見殿どのに妙みようなことを」

「そうじゃそうじゃ。藤見殿を同席させたのはわしの意志でございますぞ。立場の弱い者を心無い言葉で攻せめて鬱うつ憤ぷんを晴らすのは止やめなされ。それは上に立つ者が犯おかしてはならぬことでございます」

　そこへ制止に入ったのは、低い声で長の名を呼んだ吾妻さんと、俺と陽太をここまで連れてきた師匠だった。

　長の言いぐさに眉を寄せた二人は、じっと長を見つめて苦言を漏もらす。

「……フン、冗じよう談だんだ。ここ数日は休きゆう憩けいも儘ままならぬ状態で働き詰づめなんだ。鬱憤も溜たまるというものだろ」

　そっぽを向いて口を尖とがらせた長は、イライラとした空気を醸かもし出しながら棘とげのある言葉で皮肉った。

「笑えぬ冗談はお控ひかえ下さい」

「吾妻の言う通りですな。じゃがこの様子では藤見殿が執しつ務むを手伝うのは無理そうじゃのぉ」

　確かに、執務用の机どころか畳たたみの上に積み重なっている文ふ箱ばこを見ると気持ちも分からなくはない。だからといって矛ほこ先さきが俺へ向くのは勘かん弁べんして欲しいものだが。

「他の婿候補の方々に協力を要よう請せいしては如何いかがでしょうか。克彦様、役立ちそうな者をお選び下さいましたら私が呼びに行って参ります」

　そんな長の気持ちを理解した吾妻さんが、少しでも負担を軽くしようと打開策を口にした。

　縄で逃とう亡ぼうを阻そ止ししている張本人なので罪悪感があるのだろう。あと、ちょっぴり吾妻さんのデレが入っている気がする。

　そんな二人の傍かたわらで、師匠は溜ため息いきを吐つきながら顎あご鬚ひげを触さわっている。

「おいおい吾妻、馬ば鹿かを言うなよ。藤見と同じで育っていない内は足あし手で纏まといに変わりない。それに正式な婿ならまだしも、たかが候補でしかない奴らを使うつもりはないからな」

「しかし克彦様、吾妻の提案も悪くはありませぬぞ？　婿云うん々ぬんはさて置き、若者を育てず燻くすぶらせておる方が問題じゃと思いますがのぉ。今は猫ねこの手も借りたいと思うほどですし、各地からの報告書一つ読むにも時間を割さきますからな」

「藤見を使い走りにして裡念が城に常じよう駐ちゆうすれば良いだろ」

「やれやれ、結局は藤見殿を使うことに変わりないではありませぬか」

　師匠は先程より長い溜息を吐いた後、気の毒そうな表情で俺と陽太を見てきた。

　長や師匠の話によると、やはり師匠が運んでいた文箱の中身は各地からの報告書のようだ。

　西鬼が郷田の地を襲おそって村を一つ焼き落としたという事実がある今、多くの領主達と連れん絡らくを取り合うのは大切なことだ。

　以前藤見に西鬼の忍にん者じやが現れた時も頭領の義正様が報告書を書いていた。そういったものに加え、ここ数日は東条から警けい戒かいを促うながしたり警備を強化したりと色々な指示を記した書状が配られている。

　婿候補を辞退した郷田さんも同じで、西鬼の里境に面した領地を持っているから大おお忙いそがしだと少し前に貰もらった文ふみに書かれていた。

　怠たい慢まん極きわまりない一族を正すために奮ふん闘とうしており、分家の末席だと蔑ないがしろにされてきたが少しずつだけど周りの評価も変わってきたのだとか。

　本家の方から多少のやっかみはあるようだが、文面からは逆境に立ち向かう意気込みが記されていて安心した。

　あ、郷田さんとは西鬼の一件から文通友達です。陽太と麻呂様以外の友人がいなかった俺にとっては貴重な存在だ。

　本当はプチメタボさんこと戸館さんとも仲良くしたいんだけど、何故なぜか滅め茶ちや苦く茶ちや嫌きらわれているのでそれは難しい。長い目で見ようと考えているところだ。

　とにかく、郷田さんと仲良くなれて嬉うれしい。刀かたな鍛か冶じの吾ご助すけのことや復興中の村のことも教えてくれるので有り難がたい存在だ。

　でも手紙の文末に「藤見殿と再会した時は手合わせを願いたい」とか書かれてて超ちよう怖こわいんですけど。この友情、俺の一方通行じゃないよね？　返事を書く時は軽く流したけど、藤見恭フルボッコ計画なんて立てられてないよね？

「聞いての通り今日は──いや、暫しばらくの間は花姫様のもとへ参るのは無理そうじゃ。お主らに鬼道術を教えるのも難しいじゃろう」

　と言う師し匠しように、俺は首を縦に振った。

　帰ったら郷田さんに手合わせをお断りする手紙を書かなくてはならないと思っていたので、空いた時間はそちらに割わり振り直せば良い。鬼道術の授業がない分は復習することにしよう。

「了りよう解かいしました。お帰りも遅おそくなったり外がい泊はくとなったりするということですね」

「うむ。では授業のことは花姫様にも伝えてもらえるかのぉ」

「暫く護身の三術の授業はお休み、という内容で宜よろしいですか？」

「わしが師として訪問できぬと伝えるだけで良いぞ。お主らだけでも術の練習や話し相手になるので続けても良いと考えておるのでなぁ。……克彦様の許可が下りればの話じゃが」

「駄だ目めだ」

　ですよねー。間を入れず即そく拒きよ否ひですよねー。俺の従者の陽太や花姫様の護衛の千ち代よさんもいると思うけど、大嫌いな俺と大事な娘むすめを会わせるわけないよねー。

　ギロッと俺と師匠を睨にらみ付けた長おさの予想通りの反応に、師匠は肩かたを竦すくめて三度目になる溜息を吐いた。釣つられたように、俺も続いて息を一つ。

　溜息を吐くと幸せが逃にげるというが、俺達の幸せは空っぽになっているかもしれない。

「克彦様が許可せぬことぐらい、分かっておりますわい」

「当たり前だ。藤見と花が会うなら、この縄なわを引き千切ってでも執務を放ほうり出して俺が間に入るからな！」

　腰こしに巻き付いている縄に手をやって憤ふん慨がいする長を、吾妻さんが後ろから冷たい眼めで睨んでいるが気にしていないらしい。

　だが俺は気付いた。俺が執務室に入ってから長が執務の手を止めてしまっているため、いつこの吾妻さんの冷たい眼が俺に向けられても可笑おかしくないことに。

　これは早々に退室して長を執務に集中させないとマズイのではなかろうか。邪じや魔ま者ものは退室するべきである。

「師匠、花姫様のお相手は俺では務まりませんので長のご意志に従います」

「仕方ないのぉ。術の授業は見送りじゃとだけ伝えておくれ」

「くははっ、残念だが花は今外出している。それも藤見ではなく、婿候補の一人とな！」

　しかしまたもや俺と師匠の会話に割り入ったのは何故かドヤ顔をしている長だった。もしかすると会話を長引かせているのは執務に戻もどりたくないからなのか。

　いよいよ吾妻さんの眉み間けんの皺しわが深くなり、「これは小言が増えるぞ」と思いながら俺は長の言葉をオウム返しした。

「花姫様が外出ですか？」

　それは非常に珍めずらしいことだと思った。

　確か花姫様はあまり自由に城の外へ出してもらえない身の上のはずだ。護衛のくの一、千代さんの協力により抜ぬけ出すことがあったとは思うが、こんな風に長に許可を得てから外へ出るとは驚おどろきだ。

　そう考えながら首を傾かしげる俺を見て、長はニヤリと悪役っぽい笑えみを浮うかべた。

「相手は松まつ倉くらだ。花も喜んで外出の誘さそいを受けたと聞いている」

「はぁ、松倉殿どのですか」

　長の口から出た花姫様の同行者の名前は、婿候補の中では俺にそれなりに友好的な態度を取ってくれる麻呂様こと、松倉信のぶ孝たか殿だった。

　線が細くひょろ長い身体からだをしており、短めの眉まゆや垂れた目、さらさらとした長い髪かみを持つ、独特の話し方をする人である。

　俺の記き憶おくによると麻呂様はそこまで見合いに積極的ではなかったように思うのだけど、何だか意外だ。

「松倉は花の喜ぶことを理解しているようだな。毎日顔を合わせている誰だれかより、よほど心を摑つかんでいると見える」

　誰かって、誰のことだろう？　麻呂様じゃないならプチメタボさんこと、戸館さんだろうか。

　婿候補と花姫様は許可さえ下りれば気軽に会うことができると聞いた。いや、実際には多くても隔かく日じつでの許可しか下りない、と耳にしたから違ちがうかも？

　郷田さんが婿候補を辞退した分を、誰か他ほかの人物を再度候補者として招き入れたのかと思って、松倉さんを絶賛し続ける長を見やった。

　そんな俺の視線を受けて、更さらに得意顔になった長が楽しげに言葉を続けた。

「気になるか？　気になるだろう？　はははっ、よし吾妻！　花と松倉が二人で出で掛かけることの許可を取りにきた時の会話を藤見に伝えろ！」

「は？　何をご命令なのか分かりかねます」

「馬鹿、アレだよアレ。ガキの頃ころによくやってただろ。今もできるよな？」

　怪け訝げんな顔をした吾妻さんの肩を、上じよう機き嫌げんになった長がバシバシと叩たたいている。

　然さ程ほど痛みは生じていなそうだが、吾妻さんは強面こわもての顔に険しさを増している。きっと長がウザイのだと思う。

　俺には長の言っている「アレ」が何なのかは分からないが、昔から長の友人関係にある吾妻さんには簡単に通じたようだ。

　ちなみに花姫様の護衛として側そばに仕えているくの一の千代さんは吾妻さんの娘だ。親子二代での友人関係なんて微笑ほほえましい。

　でも他の人の目で見ると、俺や陽太も同じように映っているのかもしれないと思うとむず痒がゆい気持ちになった。

「いいだろ、吾妻。別に出し渋しぶるものでもないじゃねーか」

「はぁ……一度きりですよ」

　結局長のお願いに根気負けした吾妻さんは、ゴホンと一度咳せき払ばらいをして口を開いた。一体何が始まるのだろうかと、俺は少しワクワクしながら吾妻さんを見つめる。

　──すると。

『本日は姫ひめ君ぎみと共に町へ出たいと思っておりますが、許可を頂きたいと思って参ったのでおじゃりまする』

『あの、お父様。松倉様と御ご一いつ緒しよしても宜しいでしょうか？　以前から購こう入にゆうしたい物があったのですが、松倉様がお詳くわしいようなのです』

『嬉しいことに姫君と同じ趣しゆ味みを持っておりましてのぉ。先日もその話で盛り上がってしまいましたぞ。いやはやお恥はずかしい』

『朝の数刻で構いませんので、お許し頂けますか？』

　吾妻さんの口から、この場にいないはずの二人の声が交こう互ごに出てくるではないか……！

　辺りに気を配っても麻呂様や花姫様はいない。だが俺の耳に届くのは最近すっかり聞き慣れてしまった二人の声だ。

　に、忍にん者じやすげぇぇぇ！　無表情で麻呂様の特とく徴ちよう的な口調や花姫様の可愛かわいらしい声を出しているのがシュールだけど、完かん璧ぺきに声を真ま似ねているっ。

　てっきり吾妻さんの視点で麻呂様と花姫様が出掛けるきっかけを話してくれるのかと考えていたのだけど、こちらの方が遥はるかに凄すごい。

　これを全部吾妻さんが一人で口にしているのだから、驚かずにはいられない。

　吾妻さんは本当に何でも出来る格好良い凄すご腕うで忍者だ。──どうしよう、吾妻さんへの胸の高鳴りが半はん端ぱないんだけど。ねぇ、これってもしかして恋こい？

「くくっ、どんな気持ちだ？　今まで自分が独どく占せんしていた立場を他者に搔かっ攫さらわれるのは」

　ぶっちゃけ感動で胸が震ふるえて正気が保てなくなりそうです。……なんちゃって。

　まぁ冗じよう談だんはさて置き、長の質問に返事をしなくてはな。

　ここで長が尋たずねているのは、麻呂様達が二人きりで出掛けていることへの感想だろう。

　しかし何だかんだ言って長も花姫様のことが心配のようだ。第三者である俺に意見を求めるとは。これだけ嬉うれしそうな様子なのだから、この外出に賛同して良いはずだ。

　よし、ここは長の望む答えを返して藤見への好感度を上げておこう。俺自身も麻呂様のことは好感度が高いし。

　それに長の話や吾妻さんの声真似が本当なら、お見合いが順調なのは朗報だ。花姫様の話し相手を務めていた身としてはちょっぴり寂さみしい気もするが、成長を喜ばなくてはな。

　思えば、若くて綺き麗れいで可愛い女の子とお話しできたし、俺にとってメリットばかりだったよね！

「大変喜ばしいことだと思います。相手が花姫様がお気に召めした方でしたら、殊こと更さらに」

「はぁ？　それだけかよ。もっと他に何かあるだろ」

「他に……？　特に私から申し上げることは何もありませんが」

「チッ、案外腑ふ抜ぬけでつまらねぇ野や郎ろうなんだな。もういい、用が済んだならさっさと帰れ」

　えええー、婿むこ候補と花姫様の縁えん談だんがまとまりそうで良かったねって言ったつもりなのに、長に怒おこられた！　ちょ、どういうことなの？

　麻呂様なら博識で頼たより甲斐がいがある人だと思ったんだけど、ここはプチメタボさんを推おすべきだったのか？　長おさのお気に入りはプチメタボさんなの？

　何ということだ。プチメタボさんは直接花姫様を口説くのではなく、長に気に入られて外そと堀ぼりから埋うめていく戦略を取ったというわけか。これは麻呂様も油断していられないな。

　今回は俺の完全なリサーチ不足だった。嫌きらわれているからと言って消極的になっていては駄だ目めだ。今後はもう少しプチメタボさんと仲良くなる努力をしてみよう。

「（その内、一いつ緒しよにお酒でも飲み交かわしてみようかな）」

　一緒に食事や酒を飲めば、それなりに警けい戒かい心しんも解けて親しくなるきっかけが摑めるはずだ。

　東条の城に寝ね泊とまりしている彼らと予定が合うか少し難しいが、出会う確率がゼロなわけではない。その時に誘えば良い話だ。

「では失礼します。陽太、行くぞ」

「はい！」

　退室の許可も得たので俺は陽太を連れて長の執しつ務む室を後にした。

　次に向かったのはもちろん、プチメタボさんがいると思われる彼に宛あてがわれた部屋だ。

　目的はプチメタボさんを食事に誘って「第一回プチメタボさんと友達になろう計画」を実行するためだ。ちなみに隊長は俺で、隊員は陽太である。

　対象であるプチメタボさんと陽太の仲が悪いという心配点もあるが、そこは陽太が俺の顔を立てて大人しくしていると信じて、俺は長い廊ろう下かを足早に進んだ。

「（善は急げとばかりに行動する俺、格好良い！）」

　──が、そんな風に己うぬ惚ぼれたのが悪かったのか、意い気き揚よう々ようと足を進めていた俺の目に映ったのは城の表門だった。

　こうして、「第一回プチメタボさんと友達になろう計画」は俺の方向音おん痴ちのせいで失敗に終わったのだった。なんでやねん。
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　結局プチメタボさんのところへ向かうのを諦あきらめ、東条の城から出て城下町へ向かい出したのは、太陽が真上に昇のぼる頃だった。

　城下町へ向かう道は一本だが、城下町は大きく分けて三つの通りから成されている。

　一つは武家や民家が建ち並ぶ居住の通り、また一つは鍛か冶じ職人や大工などの工こう房ぼうがある通り。そして最後に町の中央にある商あきないの店が所ところ狭せましと並んで賑にぎわっている大通りだ。

　基本的に俺が足を運ぶのは買い物を目的とした時に利用する大通りと、師し匠しようの家がある居住の通りの二つである。

　刀鍛冶の吾助が住んでいれば職人通りにも行くと思うが、あいにく今は郷田の地にある職人村で修しゆ行ぎよう中だ。だから特別な理由がない限り、そちらの通りには向かわなかった。

「（さて、今日は何をして過ごそうか）」

　顎あごに手をあて、急に空いてしまった予定をどう埋めるか考える。

　まだ陽ひも高いので、まずは今朝方届いた郷田さんからの文ふみに返事を書いて、残りの時間は鬼道術の符を書く練習をしようかな、と頭の中にいくつか候補を挙げていく。

　鬼道術の練習や復習は、元の世界へ帰ることへ繫つながるので手を抜ぬこうとは微み塵じんも思わない。

　俺の魂たましいをこの世界に呼び、自分の身体からだに憑ひよう依いさせた張本人のキョウ様がくれた数少ないヒント。それが俺の師匠の職業、封ふう移い師しだった。

　基き礎そからみっちりと教え込んでいくという師匠の教育方針は無知な俺にとって非常に有り難がたいが、封移師の術を教えてもらえるまでは先が長そうだと感じる日々だ。

　でも少しずつ、確実に一歩ずつだが成長を実感できている。最初は崩くずれて読み解きが困難だったこの世界の文字も難なく読めるようになったし、今では書くこともできる。

　日常生活についても周りの目を誤ご魔ま化かしながら、何とか「藤見恭」として振ふる舞まえていると思う。だから、このまま成長し続けていけば必ず現代へ帰る方法が見つかるはずだ。

　その願いと希望を胸に、何ごとも前向きに取り組んでいこうと決意を改めた。

「恭様、この後は何か予定がおありでしょうか」

　そんな俺に、隣となりを歩いていた陽太から質問が投げられた。内容はちょうど俺が考えていたことなので、すぐに答えを口にした。

「郷田殿どのへ文の返事を書こうと思っていたくらいだけど、何かあるのか？」

「実は今朝方届いた要兄上からの文に、隆哉様が東条の地酒を気に入ったので定期的に届けてほしいと書いてあったのです。お許しを頂けるのでしたら酒屋へ行ってこようかと」

　確かに郷田さんからの手紙が来てからすぐに陽太宛あての手紙も届いていた。

　この世界には現代と違ちがってポスト等は存在しないが、手紙を届ける方法は幾いくつかある。

　手紙を届けたい人が住む町や地域へ向かう商人や旅人に託たくしたり、馬ば借しやくという現代で言うところの宅配便屋を使ったりするのだ。

　しかし俺達へ届いた二通の手紙はどちらの方法でもなく、家に仕えている人を使っての配送だった。俺に手紙を持ってくるのは郷田家の使用人で、陽太に手紙を運んだのは藤見家に仕えている者だ。ちなみに忍者の密書運びも、この枠わくに当てはまる。

　他ほかにも、キョウ様の兄である直なお哉やさんの影かげ獣もののように「影かげ飛とび」という移動短縮の術が使える獣けものを利用する方法や、鳥系の影獣に手紙を運ばせる方法があるらしい。

　おっと、話が逸それた。とにかく、陽太は今から自分の用事を済ませるために大通りの方へ向かうようだ。

　それにしても偏へん食しよくの激しそうな隆哉さんが気に入る酒とは、少し興味が湧わいてくる。おねだりの意味も込め、陽太をチラチラと見ながら酒についての話を掘ほり下げることにした。

「そんなに美味うまいなら俺も飲んでみたいな」

「では恭様の分も買い付けて参りますね。すぐにご帰宅なさいますか？」

「そうだなぁ……特に決めていないが」

　そこで一度言葉を切って、今日は師匠が夕ゆう餉げの支度したくを隣の長屋に住むお菊きくさんにお願いしていたのを思い出した。

　俺達が師匠の家に居い候そうろうするようになってから、陽太と協力して食事を用意していた。だが慣れ親しんだ味を恋こいしがる師匠の希望もあって、時々以前と同じようにお菊さんに料理をお願いすることがあるのだ。

　お礼に、城下町にある甘味処どころのお菓か子しを渡わたしていた。確か今回の約束は、最近城下町にオープンしたばかりの甘味処の大福だ。

　夕餉の支度を自分達でやれば済む話なのだが、恐おそらくお菊さんのお腹なかは大福を心待ちにしているだろう。

　それが突とつ然ぜんこちらの都合で駄目になったと告げる勇気は俺にはない。普ふ段だんは大らかで気さくな人だが、食い物──特に甘味が絡からむとご機き嫌げんを損そこねてしまうのだ。

　だからこの場合の最善策は、予定通り大福を買ってお菊さんが支度を始める前に、師匠の分は必要ないと伝えることだ。

　よし、そうと決まれば大福を買うことを最優先しなくては。あ、もちろん新しい甘味処の場所なんて知らないので完全に陽太頼りです。異論は認めない！

「一度城下町を見て回りたいとは思ってる。陽太は酒屋の他にも用事があるのか？　都合が良ければ案内を頼……」

「はいっ、お供させて頂きます！」

　返事早いな。俺まだ喋しやべってる途と中ちゆうだったんですけど。

　まぁ陽太なら首を縦に振ってくれると思っていたので、酒の件も大福の件もクリアだ。

　新しい甘味処の場所やメニューを下調べしておいて、いつか俺が花姫様のデート練習に利用しても良いだろう。もしくは、麻呂様に情報を流して花姫様を連れて行ってもらうとか。

　うん、そうしよう。一応迷子にならない程度には通りを歩けるようになったが、数日かけて調べた方が俺も自信を持って花姫様をエスコートできる。

　甘味処や女の子に人気の店をリサーチしておけば、他の婿むこ候補と外出した時に花姫様が行き先をおねだりすることにも繫がるしね。

　だから大福を調達するついでに人気のデート先の調査や、男女が共通の話題にできそうな知識を増やすことにしよう。これも師匠の仕事を手伝っていることに繫がる、よね？

「色々と知りたいこともあるから、少し時間をかけるぞ」

「もちろんです！　あ、そういえば恭様は時々お一人で城下町を調べていらっしゃいますね。師匠が施ほどこしている結界術の確かく認にんをなさっていたのですか？」

　……それ単に迷子になってただけぇぇぇ！

　しかもその口くち振ぶりからすると、何度もさ迷い歩く俺のこと見てたの？　おま、当時の俺がどれだけ師匠の家に戻もどるのに苦労したと思ってるんだ。声掛かけてくれよ！

　いや、いい歳して迷子になる俺も俺だけどさ。でも俺だって、ちょっと散歩するつもりが城下町で生死をかけた迷子騒そう動どうになるなんて思ってなかったんだよ……。

　しかし、そんな格好悪いことを自分から話す気などない。

　ニコニコと上じよう機き嫌げんに笑う陽太に適当な相あい槌づちを打ちながら、俺は眼め先さきに見えてきた城下町へ向かって歩む速度を少し上げた。

　下調べをしていることや、外出するだけなのにウキウキしている自分を知られたくないのだ。

　できるだけスマートなエスコートができるようになった状態で、花姫様にドヤ顔で情報提供をしたい。俺の理想は何でもそつなくこなす、できる男なのだ。

　だから、そんな俺の胸の内がばれるような言動は止とどめておかなくてはならない。たぶん、長おさや師匠には一発でばれる気がするし。

「陽太、余計なことは言わないように」

「ふふっ、大だい丈じよう夫ぶです。女おんな忍しの殿びどのが絡んでこない限り、オレも意地悪はしませんので」

　え、何の話？　女忍ってたぶん千代さんのことだよね？

　俺が心配するような流れにはなっていないけど、また新たな問題が生じているような……。しかもそれって、千代さんが陽太に絡んできたら意地悪するって意味だよね？　むしろ絡んでくるの前提で俺にそう断ってるよね。

　俺も陽太も千代さんに滅め茶ちや苦く茶ちや嫌きらわれてるから、花姫様と──というか東条と藤見の円満なお付き合いのためにも、千代さんとは友好な関係を築きたいんですけど。

　ほら、いざという時のためにも千代さんとは今のままじゃ駄だ目めだと思うんだ。だから陽太にも千代さんと仲良く……とまでは言わないけど、もう少し良い関係を──って、めっちゃ離はなれとるやないかーい!!

「恭様ー、考えごとをなさるのは結構ですが歩みは止めないで下さーい」

　どうやらいつの間にか立ち止まっていたらしく、俺のいる位置からかなり離れた場所で陽太が手を振っていた。

　千代さんとの関係の改善を考えただけであって、直接口に出して要求していないのだが、先に千代さんと仲良くすることを拒きよ否ひされたような気がしてヒクヒクと頰ほおが引き攣つってしまった。

　陽太のことだから、俺や藤見の不利益になる行動は取らないと思う。それは千代さんも同じで、花姫様や東条にマイナスとなる行動は控ひかえて陽太とケンカをしない……と思いたい。







　程ほどなくして到とう着ちやくした大通りは、相変わらず活気に溢あふれていた。

　今俺達が歩いている中央の大通りは商あきないが盛んで、人通りも多い。食べ物や日用品まで様々な店が並んでいるので、生活には欠かせない場所なのだろう。

　右の通りは、他と比べると賑にぎやかさに欠けるが落ち着いた雰ふん囲い気きを醸かもし出す居住区だ。時折、そちらの通りへ続くと思われる脇わき道みちから子供の笑い声が聞こえてくる。

　全部見て回りたいが、通りは長く店の数も多いので時間がかかりそうだ。

　テレビで見た時代劇の町並みと似たそこは、眺ながめているだけで俺の心を弾はずませてくれる。

　八百屋や魚屋の前を通れば、買い物途中の女性達を呼び込むために声を上げる店主、小物屋の前には恋こい人びと同士で店の中に入っていく者達や、そわそわと落ち着きなく店の前で立ち往生している男もいる。

　その視線の先を追えば、楽しそうに中を覗のぞこうとしている年とし頃ごろの女の子達。きっと、あの中に好きな子がいるのだろう。

　その姿が自分と少し重なって、自然と口元が綻ほころんだ。

　手を繫つないで店の暖簾のれんをくぐる恋人同士が未来の俺と花姫様の姿になればいいな、とも思って笑えみを深める──って、あれ？　何で俺、花姫様の相手を自分に置き換かえて想像してるんだ？

　違ちがう違う、俺の目的は大福と花姫様が好みそうなデート先の調査なのだから。俺自身はそこに関係ない。だって、俺はどうあっても花姫様と恋人にはなれないのだから。

「恭様、小物屋は紹しよう介かいしてもらえるはずですので、後でゆっくりご覧になりますか？」

「紹介？」

「はい。実は先日、呉ご服ふく屋で反たん物ものの取り置きを注文したのです。その店経由で頼たのめば、良い品を見ることができると思います」

「なるほどな。確かに品物や品しな揃ぞろえに期待できそうだ」

　花姫様とのデートについて考え、少しぼんやりとしてしまったのを指し摘てきされると思ったが、従者の鑑かがみの陽太は理由を聞かないでくれた。

　しかも、俺の腑ふ抜ぬけた思考を正すきっかけになる話題までも振ふる徹てつ底ていぶりだ。

　呉服屋なら御ご用よう達たしの小物屋があってもおかしくないし、そこで女の子が好む品や流行はやり物の情報を手に入れることができる。

　いくら俺が良かれと思ったとしても、それが身に着けられないほど流行遅おくれな物だとしたら花姫様にも迷めい惑わくがかかるというものだ。

「では呉服屋が営業しているか確認してきます。定休ですと無む駄だ足あしになりますし、恭様はどこかでご休きゆう憩けい下さい」

「じゃあ、俺は自分の用事を済ませてくるよ」

「分かりました。ですが、恭様の御用とは一体何なのですか？」

「今日はお菊さんに夕ゆう餉げを頼んでいただろう？　そのお礼に大福を買いに行くんだ」

「あ～……先生が約束してから後こう悔かいされていた件ですね。新装開店したばかりですと客も多いので行列に並ばなくてはなりません」

　えっ、そうなの!?　師し匠しようの名前を出せばポンッと売ってくれると思い込んでいたのに。

　でも当たり前と言えばそうなのかもしれない。列に並んでいるお客さんを無視して店に入るなんてマナー違い反はんだし、お店側もお客さんを公平に扱あつかうはずだ。

　つまり、俺は未いまだ見ぬ長ちよう蛇だの列れつ（予定）に挑いどまねばならぬ、と……。

「オレが代わりに大福を買ってきましょうか？」

「いや、お菊さんが楽しみにしてくれてるんだ。俺でも大福くらいなら買えるから、陽太は自分の用を済ませてきていいぞ」

「了りよう解かいです。では呉服屋の方は後日伺うかがう予定にするのはどうでしょう。今日は定休がいつか確認して参ります」

「そうしてくれ。あと残念だが今日は別行動にしよう。大福を買ってすぐにお菊さんのところへ向かおうと思う」

「はい。では行って参ります！」

　元気よくそう言った陽太が人ひと混ごみの中に消えて行くのを見送って、俺も通りの左右を見み渡わたしながら歩き始めた。

　陽太と別行動にした理由は、簡単に言えば道案内をしてもらう必要がなくなったからだ。

　客が行列を作るくらい繁はん盛じようしている店なら、こうして行き交かう人の波に身を任せていても自然と目に付くだろう。

　その最さい後こう尾びに並んでおけば、目的の大福が手に入るというものだ。

「（……というのは建前で）」

　実は、甘味処どころに陽太を同行させなかったのには理由が二つある。

　一つは、当初の目的である花姫様のデートコースを開かい拓たくするのを見られたくないのだ。甘い物が好きだという情報は既すでに手に入れているので、後はそれを活いかせる場所を探すだけ。

　一日で全メニューを制せい覇はするのは無理だが、幾いくつかの商品に目星を付けて気に入った甘味に出会えれば儲もうけものだと思っていたのだ。

　そして二つ目の理由は──甘味処の行列と言えば、客の殆ほとんどが若い女の子だと思ったことだ！

　現代でも新しいケーキ屋やカフェができると、必ずと言って良いほど列を成しているのは年とし頃ごろの娘むすめさん達だった。

　その法則に則のつとれば、俺が列に並んだ時は周りが若い女の子ばかりになるというわけだ。

　男が一人だけその列に並んでいるのは目立つかもしれないが、俺はそんな逆境もチャンスに変えてしまう星の下もとに生まれた男だ。

『まぁ、こんなところに男性が一人で？』

『実は私の尊敬する師の使いで参ったのです、可か憐れんなお嬢じようさん。ですが恥はずかしくなどありません。何故なぜなら……』

『何故なら？』

『貴女あなたという甘味の女め神がみに出会えたのですから（キリッ）』

『やだ、そんなことを言って。恥ずかしいですわ！』

　っしゃああああー！　どうだこの完かん璧ぺきな作戦は!!

　藤見の城下町では隆哉さんや要さんに女の子を独どく占せんされ、陽太と共におばちゃん達に可愛かわいがられるという微び妙みような結果に終わってしまったが、今回の俺は違う！

　あわよくば娘さんと仲良くなって相席できるかもしれないのだ。ああ、今から胸のトキメキが止まらない。ふははは！

　さぁ、いざ行かん女の子で賑わう人気の甘味処。これで俺も夢のモテモテ生活が始まるぞ！













　──という夢を見ていた俺は、現実の残ざん酷こくさに打ちのめされそうになっています。

　あの後、胸を高鳴らせながら通りを歩いていた俺は人気の甘味処をすぐに見つけた。

　確かに陽太が教えてくれたように、多くの客が列を成して店に入ろうとしていたのだ。だが問題は列の「質」にあった。

　そう、この列に並んでいる人達は……。

「へぇ、兄ちゃんはお師匠さんのお使いか。偉えらいねぇ～、かかあの尻しりに敷しかれてる俺らとは一味違うってもんよ！」

「娘っこだった昔はまだ可愛いもんだったが、今じゃ亭てい主しゆを顎あごで使いやがる。く～っ、時の流れは悲しいなぁ」

「はは、ははは……」

　列に並んでいる人達は、万年奥さんの尻に敷かれている無力な旦だん那なさん達だった。

　おじさん達は仕事が休みなのに、貴重な休日の時間を割さいて甘味処でお茶をしたい奥さんの代わりに列に並んでいるそうだ。

　もちろん列の中には女性も居るのだが、やはり年ねん齢れいは若くなくご近所の奥様方とお茶をしに来た方ばかりのようだ。

　ちくしょう、もう本当に元の世界の知識って全然役に立たない。何がモテモテ生活だ。何が甘味の女神だ。誰だれだ行列には若い娘さんばかりが並ぶとか言ったヤツは。あ、俺か。

　そりゃあ俺も可愛い彼女に「代わりに並んで欲しいな」と上目遣づかいでお願いされたら従うけどさ！　もう本当に男って馬ば鹿かだよね！

　あと何なの？　列に並んでいるおじさんに順番が回ってくる頃ころにタイミング良く現れる奥さん達は。おじさん達も文句一つ言わずに笑顔で帰って行くし。

　くっ……尻に敷かれていても円満夫ふう婦ふということか。別に羨うらやましくないけど、何だか悔くやしい。

「（それに、客引きの店員さんまで若くないとか予想外すぎる）」

　せめて店員さんだけでも若い女の子が採用されていると期待しただけに、この衝しよう撃げきも俺には大ダメージだった。

　甘味処の前には、店の名前が書かれた前垂れを身に着けたおばさんが人混みに向かって声を上げていた。呼び込み兼けん、席への案内人だろう。

「はいはい、次のお客さんは店内でお召めし上がりですかい？　それとも持ち帰りかい？」

　どうやら並んでいる客がイートインなのか、テイクアウトなのか事前に確かく認にんしているようだ。

「持ち帰りで、大福を十個お願いします」

「はいよ。今ちょうど切らしてるんだけど、すぐに新しいのが出来上がるからそっちの長なが椅い子すで待ってておくれ」

「分かりました」

　本当は店内に入って俺も甘味を食べてみたかったのだけど、チラッと窺うかがった店内には女性客しか座っていなかったので、今回は諦あきらめることにした。

　まぁ、大福も出来立てを包んでもらえるようなので幸運だったと思う。わりと長い時間を列に並ぶことに費ついやしたので、これから師匠の家に戻もどれば良い時間帯になる。

　店員のおばさんに案内されたのは、列とは逆方向に設置されている二脚きやくの長椅子だ。椅い子すの横には野の点だて傘がさが立てられており、日ひ除よけの役割を果たしているようだ。

　だが今は特に日差しは強くないので、影かげのことは考えず勧すすめられるままに席についた。

　さすがにピーク時は過ぎたらしく、俺が並んでいた時より列の長さは短かった。脳内に客足が落ち着く時間を記き憶おくしつつ、不自然にならない程度に店の周りを観察した。

　腰こし掛かけている長椅子を見たところ、ここでも甘味を食べられるようお品書きが置かれている。

　見る限りでは他ほかの甘味処と似たようなラインナップだが、長椅子の位置から見える客の表情は、どれも至福そのものだった。きっと味が良いのだろう。

　店の外からうまく日の光を取り入れる造りをしているのか、店内も過ごしやすそうな印象を受ける。装そう飾しよくも店の外観通り古風だが、気取ってない感じが逆に好印象。何より、小こ綺ぎ麗れいで衛生面にも気を遣つかっているのだと感じた。

　ここはアタリかもしれないな、と上じよう機き嫌げんで観察をするのを止やめる。

　大福は多めに買ったので持ち帰って味見をしてみよう。美味おいしければ花姫様にもお勧めしようと考えながら、俺は上機嫌で大福が用意されるのを待った。しかし──。

「ねぇ、貴方あなたのお隣となり……宜よろしくて？」

　日除けをしていなかった俺の身体からだに影が重なり、誰かが太陽を背にして俺の前に立った。

　口調からして女性だろうか。少し低めだが落ち着いた声こわ音ねに、甘味の女神様の祝福が与あたえられたのかと期待に胸を膨ふくらませる。

　できれば若い人でありますように、と願いながら俺は顔を上げて目の前の人物に目をやった。

　突とつ然ぜん掛かけられた声の方向。そこには濃のう紺こんの柔やわらかそうな長い髪かみを肩かた口ぐちで結んだ、右目め尻じりのホクロがチャームポイントの端たん麗れいな容姿をした──男がいた。

「うふ、こんにちは」

　……って男かーい！　ちょ、確かに願った通り若いけど、性別が違ちがうんですけどぉぉぉ!?

　なんて紛まぎらわしいんだっ。そもそも何で女性口調なの？　それだけ整った顔をしていれば引く手あまただろうに、何故そちらに進んでしまったのかしら？　って俺にまでオネェ口調がうつっちまったじゃねーか！

　他にも空いている長椅子があるのに、わざわざ俺の隣を望んだ目の前の人物に俺のツッコミは心の中でフル稼か働どうだ。

　けれど、柔らかな笑えみを浮うかべている長ちよう髪はつの美形に何故か巧うまく返事をすることができず、俺は彼の顔をじっと見つめたままになってしまった。

　そんな微妙な表情が警けい戒かいを意味していると思ったのか、この美形のお姉さん？　お兄さん？　は両手をヒラヒラとさせて、自分に害がないことをアピールしてきた。

「警戒しなくても大だい丈じよう夫ぶよ。鈴すず風かぜの一員だから身元はご心配なく」

　その一言を告げれば疑われないという顔をしながら、お兄さんはパチンとウインクしてくれたけど──あの、すずかぜって何でしょう？

　えーっと、漢字にしてみるなら「鈴風」かな。……何か可愛いな。いや、間違ってるかもしれないけどさ。

　その言葉が何を指すのかすごく気になるが、実はこの辺りで超ちよう有名な店の名前だったり、一いつ般ぱん常識の言葉だったりするかもしれない。

　よ、よし、知ったかぶりの方向で進めようじゃないか。下手に質問なんてすれば恥はじをかく可能性もあるから聞き返すのは止めておこう。

　言葉の響ひびきから、可愛らしい物が連想できるので女の子向けの品物を扱あつかう店かな。このお兄さん、女の子受け良さそうな顔しているし。

　甘味処どころのおばさんみたいに、店の呼び込み役なのかもしれない。うん、きっとそうだ。

「なるほど、確かに鈴風がよく合う方ですので納なつ得とくしました」

「あら、そんなこと初めて言われたわ。鈴風の者なら最高の褒ほめ言葉ね」

　良かった、俺の考えは間違ってなかったみたいだ！

　美形が呼び込みしてれば店も繁はん盛じようしているはず。鈴風さんの従業員達は仕事を誇ほこりに思っているようだし、我ながら良い切り抜ぬけ方だった。

　相手から良い反応があったことに調子づいた俺の口からは、褒めまくってこの場を乗り切ろうと賛辞が続けて飛び出す。

「一目見れば分かりますよ。ご自分のお仕事に誇りを持っていらっしゃるのだとも」

「──ふふ、私のお仕事……ね。確かに嫌きらいじゃないわ。ずっと続けてきたことだもの」

　ふむふむ、鈴風で働き始めて長いのかな。もしくは、鈴風で生まれ育ったとか。

　そんな風に俺が頷うなずいていると、お兄さんは待ち時間を潰つぶすための誘さそい文句を口にした。

「今は休きゆう憩けい中なの。ご迷めい惑わくじゃなければ少し話し相手になって下さらない？」

「そうですね、注文した商品が用意されるまでの間で宜しければ」

　貴重な休憩時間を俺なんかと過ごして苦痛じゃないなら、特に断る理由もない。

　それに、鈴風が本当に女の子向けの商品を扱う店なら、当初の目的通り流行はやり物について聞き出したいとも思う。

　残念ながら、陽太が足を運んでいる呉ご服ふく屋から小物屋を紹しよう介かいしてもらえると思うので、直接鈴風のお店を覗のぞくことはないかもしれないけれど。

　とにかく、今はお兄さんとの会話で自然な流れを意識し、話題をそちらの方向へもっていかなければならない。

　正直に「流行りを教えてくれ」と頼たのむのもアリだが、そう簡単に答えを知っても嬉うれしくないというか何というか。

　俺の了りよう承しようを得たお兄さんは、休憩と言ってもここで食べていくわけではないようで、おばさんに「いつものを持ち帰りで」と注文している。
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　俺に声をかけてきたのは、持ち帰りの商品が用意できるまでの時間潰つぶしなのだろう。

　そう判断した俺は、微笑ほほえんでいるお兄さんに労ねぎらいの言葉をかけた。もちろん、流行り物を聞き出すことに繫つながる言葉も添そえて。

「お仕事お疲つかれ様です。鈴風はいつもお忙いそがしそうだと聞いていますよ」

「人数が多いからそう見えるだけじゃないかしら？　少なくとも、私にとっては暇ひまだわ」

「そうなのですか？」

「ええ。だから、そろそろ辞やめ時だと思っているのよねぇ」

　え、まさかの独立宣言？　早さつ速そく俺の作戦が不発に終わりそうなんだけど。

　お兄さんは相当不満が溜たまっているのか、給料が安いだの人使いが荒あらいだのと文句を言っている。

　一通り愚ぐ痴ちが終わったと思えば、次に就つきたい職の理想条件を語り始めた。

　当然、俺はその就職相談（？）に適当な相あい槌づちを打つことしかできない。だって俺、職業紹介所の職員とかじゃないからね。

　ただ気になることもある。俺で力になれるなら話ぐらい聞くのだが、このお兄さんは……。

「次の勤め先の予定はあるのですか？」

「興味のある所ならいくつか。でも、どうすれば良いのか分からないの。教えて下さらないかしら？」

　さっきから他人ひと任まかせなのだ。良い勤め先を紹介して欲しいやら、お勧めは何処どこか意見が聞きたいやら。どうも自分から行動を起こすより、機会が巡めぐってくるのをのんびり待つ気でいるようだ。

　そんな気持ちじゃ旨うまくいくものもダメになってしまうと思った俺は、お兄さんに首を横に振ふって互たがいの考え方が違うのだと伝える。

「まずは色々と調べた方が宜しいのでは？　雇こ用よう契けい約やくを結ぶには手順が必要だと思います」

　会社……お店かもしれないけど、働きたい所のことを調べるのは最低ラインだと思う。

　何も知らない状態で面接なんて展開になった時、志望動機をどう説明するつもりなのか。履り歴れき書しよにも志望動機を書く欄らんがあるくらいだし、少しは就職希望先について会話が広がるよう準備しておいた方が良い。

　この時代の就職率がどんなものなのかは分からないけど、俺が雇やとい主なら会社やお店に関心を持つ人を採用するに決まっている。

　そんな俺の視線による真しん剣けんな訴うつたえが通じたのか、お兄さんは更さらに笑みを深めた。

「調べても良いということね？　うふふ、得意分野だから楽勝よ」

「前向きなのは良いことですが油断は禁物ですよ」

「ご忠告どうも。そうね、他ほかならぬ貴方あなたの言葉ですもの。肝きもに銘めいじておくわ」

　笑みは絶やさないが、妙みように深刻そうな声こわ色いろで頷かれてしまうと何とも言えない気持ちになる。

　転職云うん々ぬんの話になっていたが、実は愚痴を言いたいだけで本当は冗じよう談だんだったというオチも否定できないのに、真面目まじめに返した俺のせいで空気を悪くしてしまったようだ。

　これは責任を持って場の空気を変えなくては！　と意気込んで、何かを思案しているようなお兄さんに声を掛かけようとする。

　しかしそこで、まだ互いに自己紹介をしていないことに気付いた。

　たとえ転職の話が本当だったとしても、すぐに就職先が決まるわけではないので暫しばらくはこの城下町で顔を合わせるかもしれない。

　鈴風を辞めたからといって、流行りの情報に疎うとくなることもないだろう。仲良くなっておいて損はないと思った。

　仲良くなるには、フレンドリーな自己紹介から！　それを強く意識して、口を開くタイミングを見計らいつつお兄さんをじっと見つめた。

　──のだけど。

「あらやだ、時間切れみたい。急いで戻もどらなくちゃ」

　そう言ってお兄さんは、俺の隣となりの席から立ち上がった。一人座ったままなのも失礼なので、俺も同じように腰こしを浮かせた。

　休憩時間は俺が思っていたよりも短かったようで、頻しきりに店の周りを気にしている。

　ちょうど俺とお兄さんの持ち帰りの品も出来上がったらしく、おばさんが持ちやすいよう包装したそれを俺達に渡わたすために近づいてきた。

「はいお待たせ！　当店自じ慢まんの大福だよ」

「ありがとうございます」

「どうも、頂いていくわ」

　俺達は各自でおばさんに礼を伝え、大福をお金と交こう換かんした。

　しかしお兄さんは余よ程ほど急いでいるのか、少し早口で俺に別れを告げる。

「ごめんなさいね、私から声を掛けたのに慌あわただしくて……」

「いえ、此方こちらこそあまりお相手できず申し訳ありません」

「やだ、そんなこと気にしないで下さいな。だって、またすぐにお会いできますもの」

「はい？」

「では、本日はこれで失礼いたします……藤見様」

「──!?」

　明るかった声色を、最後の部分だけ低くしたお兄さんに目を見開く。

　俺は自分でお兄さんに自分の名を教えていない。実は最初から「藤見恭」の知り合いだったという可能性も否定し切れないが、声を掛けられた時互いに初対面の空気が漂ただよっていたはずだ。

　藤見家は東ひがし鬼おに一族でそれなりに有名な家系だから、気付く人がゼロだとも断言できない。

　いくら考えても答えは出てこないが、ただ一つ言えるのは──お兄さんが単なる一いつ般ぱん人ではないということだ。

　出会った時と全く同じ笑え顔がおで手を振って、甘味処どころの店前から姿を消していたことに気付いたのは、次の持ち帰り客が長なが椅い子すに座ってからだった。

　東条の城下町には、転職思案中のオネェ言葉の美形がいる。それがデートコース探たん索さく中に俺が認にん識しきしたことだった──。
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　甘味処で買った大福を抱かかえ、あの妙なお兄さんの正体を考えながら歩いていると、いつの間にか師し匠しようの家に到とう着ちやくしていた。無意識のうちに普ふ段だん通りの道を歩いていたらしい。

　チラリと隣の長屋の方を見てすぐにお菊さんを訪ねようかとも思ったが、先に俺達や陽太の分の大福を取り分けようと思って玄げん関かんの引き戸に手を掛けた。

　引き戸を開けると、誰だれも居ない家の中にガラリという俺が生み出した音が広がった。

　普段なら帰宅すると陽太が出で迎むかえてくれるのだが、今日は俺が帰宅一番乗りだ。誰もいないのは当然であり、森しん閑かんとしている。

　賑にぎやかというわけではないが、俺の日常に溶とけ込んでいる陽太や師匠が家に居ないことに物もの淋さびしさを感じる。

「慣れちゃったなぁ」

　もし元の世界へ帰る方法が見つかった時、きっと俺は彼らと離はなれるのが悲しくなると思う。

　弟のようで親友でもある陽太に、祖父のようで教師でもある師匠。他にも藤見に住んでいるキョウ様の家族や、東条に来てから言葉を交かわし親交を深めた人達。その誰もがこの世界で暮らしている俺の一部と化しているのだ。

〝その時〟がきたら、今以上に悩なやんで悲しむのかもしれないな、とちょっぴりセンチメンタルな気分になりながら、俺は室内へ足を踏ふみ入れた。

　まず向かうのは台所だ。近くに食器を片している棚たながあるので、大福を分けるのに必要な皿を探そうと思い、そちらへ向かうことにしたのだ。

「……ん？」

　しかし不思議なことに、台所へ足を進めていると、そちらから水を使う音が聞こえてきた。

「陽太が先に帰っていたのか？　それともお菊さんかな」

　と首を捻ひねりながら、台所へ続く廊ろう下かをペタペタと間ま抜ぬけな足音をさせながら歩く。

　師匠の家は封ふう移い師しの住居なだけあって、結界札により進入できる人が限られている。他の者が家の中に入るには、進入を許可された者が内へ招き入れる必要があった。

　今のところそれが可能なのが、結界の作製者である師匠、同居している俺と陽太。そして前々から家の掃そう除じや食事の用意をお願いする機会の多かった、隣の長屋に住むお菊さんだ。他にもいるかもしれないが、俺が知っているのはその四人だった。

　この場合、消去法で台所に居るのはお菊さんということになる。

　夕ゆう餉げの支度したくを開始するには少し時間が早い気もするが、長屋を訪ねる手間が省けてラッキーということだ。

　師匠の分の夕餉が不要だと伝えるには十分だろう。下準備の間なら、お菊さんの家に配分する量を調整し直してもらえば済むだけだから。

　そう考えつつ、俺はひょこっと台所へ顔を出した……のだけど。

「えっ」

　俺の目に映った台所にいた人の後ろ姿は、明らかにお菊さんのものではなかった。

　子こ持もち縞じまの小こ袖そでを襷たすきで縛しばった袖口からは白く細い腕うでが覗のぞいている。その人物は女性に間ま違ちがいないが、お菊さんより細身で若い。

　俺が漏もらした声に気付いたのか、女性は作業していた手を止めてくるりと体の向きを変えた。

　それによって明らかになった容姿を目にして、俺は更に驚おどろきに目を開くこととなった。

　そんな俺を、振り返った女性の黒い瞳ひとみがじっと見つめている。色白の頰ほおがうすく朱しゆを帯びている、目の前の可愛かわいらしい女の子は──花姫様だった。

「は……？　何故なぜ、ここに？」

　予想外すぎる人物の登場に、今度は間の抜ぬけた声が漏れた。

　長おさの話によれば、花姫様は麻呂様と一いつ緒しよに城下町へ買い物に出たはずだ。それが何をどうすれば師匠の家で台所に立つということに繫つながるのか。

　まさか麻呂様も家の中に居るのか？　と気配を探さぐるが、それらしき人物は察知できない。

　その代わりと言っては何だが、俺にこの状じよう況きようを説明してくれそうな人物が現れてくれた。

「おや恭さん、帰ってたのかい」

　野菜が入った竹たけ籠かごを手に俺の名前を呼んだのは、お菊さんだった。

　混乱していた俺に彼女の存在はとても有り難がたい。何故ここに花姫様が居るのか尋たずねようと思い、竹籠を床ゆかに置くお菊さんを目で追った。

　だがタイミングを窺うかがっていた俺より先に、お菊さんは俺の腕を摑つかむと台所の隅すみまで引き摺ずってきて小声で話を振ふってくる。

「ちょっと恭さん、アンタこんな綺き麗れいなお嬢じようさんが来るなら教えておいておくれよ。食材の確認をしていたら訪ねてきたんで、驚いちまったじゃないか」

「え、ええ？」

「見たところ良家のお嬢さんって感じだけど、恭さんの恋こい人びとなんだろう？」

　色々とツッコミたいところはあるが、お菊さんは目の前の娘むすめさんが東条のお姫様だと気付いていないようだ。

　それもそうか。あまり外出したことがない花姫様の顔を町の人が知っているわけはない。

　どうやら夕餉の準備のためお菊さんが家にいる時に、花姫様が俺を訪ねてきたようだ。

　今日の花姫様は城にいる時のような打ち掛かけ姿ではなく、町娘風の装いをしている。だが醸かもし出す空気が明らかに違ちがっているので、誰が見ても名家のお嬢様がお忍しのびで町へやって来たという印象を抱いだかせてしまう。

　それがどうして恋人に結びついたのかは分からないが、安易に否定して良いものか悩むのも正直なところだ。

　恋人ではないと言ってしまえば、どんな関係や立場なのか問われて花姫様の正体がばれてしまうだろう。

　そして色々と考えた末、結局俺はお菊さんの言葉を否定も肯こう定ていもしないことにした。勘かん違ちがいをしたのはお菊さんなので、後で噓うそだと知られても言い逃のがれができると踏んだからだ。

　花姫様には申し訳ないが、暫しばらくの間お菊さんの中では誤解しておいてもらおう。

　ところで、どうして花姫様が俺を訪ねてきたのだろうか。しかも客室ではなく台所で遭そう遇ぐうするとは。

「お菊さん、何故あの方が台所にいらっしゃるのでしょう」

　首を傾かしげながらお菊さんに聞けば、苦々しい顔をした彼女にベシッと腕を叩たたかれた。

「湯ゆ吞のみやら急きゆう須すやらが洗ってないままだったから、お嬢さんが片付けてくれたんだよ」

「洗い残しですか？　陽太に限って洗い残しなどないと思──」

　しまった、確か今日は陽太に無理を言って食器洗いを代わってもらっていたのだった。

　朝あさ餉げで使用したものは洗ったが、城へ向かう前に使用した茶器一式をそのままにしていた。

　洗おうと考えていたところに、郷田さんからの手紙が届いたので意識がそちらに向いてしまったのだ。いや、それは言い訳でしかない。つまり犯人は俺だ。

「す、すみません」

　もごもごと口くち籠ごもった俺を見たお菊さんは、俺が反省していると判断してそれ以上咎とがめることはしなかった。

　そんなお菊さんが次に目をやったのは、内ない緒しよ話ばなしをしている俺達を首を傾げながらも待ってくれていた花姫様だった。

　にこりと笑ったお菊さんは、台所の隅から花姫様のところへ移動し始めた。俺もそれに続く。

「お嬢さん、名前は何ていうんだい？　あたしは隣となりの長屋に住む菊ってもんだよ。気軽にお菊さんって呼んでおくれ」

「わたしは花と申します。お菊さん、どうぞよろしくお願い致いたします」

「お花ちゃんか。名は体を表すってことかねぇ？　可愛いお嬢さんにぴったりの名前だよ」

「まぁ、ありがとうございます。ふふ、お菊さんのお名前もお花ですね。お揃そろいで嬉うれしいです」

　たぶん花姫様の言葉に深い意味はないと思うのだが、今の話は間接的に花姫様もお菊さんの名前と、お菊さん自身を可愛らしいと褒ほめたことに繫がっている。

　それにお菊さんも気付いたらしく、急に機き嫌げんを良くしてニコニコと花姫様を見つめているではないか。若じやつ干かん品定めな感じがしなくもないが、花姫様も嬉しそうなので心配はないだろう。

　むしろこの雰ふん囲い気きは、花姫様を気に入ったというものだ。

　ご近所のリーダー的存在のお菊さんのお気に入りともなれば、この辺りでは向かうところ敵なしである。

「それより花ひ──じゃなくて、お嬢様。今日は何か急ぎの御ご用ようでもありましたか？」

　危ない危ない、思わずいつも通り花姫様って呼んでしまうところだった。

　俺が名前を呼ぶのを避さけていると伝わったのかは不明だが、花姫様は特に気にした素そ振ぶりもなく俺の質問に答えてくれる。

「その、暫くお会いできないかもしれないと聞いたので伺うかがったのです。ご迷めい惑わくでしたか？」

「迷惑だなんて、そんなことはありませんが……」

　それよりも護身の三術の練習が長期間休みになる話を、城にも戻もどっていない花姫様は誰だれから聞いたのだろうか。

　師し匠しようとその旨むねを決めたのは、陽太と共に荷物運びを手伝って長の執しつ務む室へ行った時だ。

　今日の午後の授業から休みだと伝えに行こうとした俺に、長は花姫様は麻呂様と外出中だと教えてくれた。だから外出したままでは知り得ない情報なのだけど。

　だから一体どこでその話を……と思ったが、俺の脳のう裏りに麻呂様の悠ゆう長ちような笑いが響ひびいた。

「（麻呂様なら有り得るな）」

　恐おそらく、花姫様に護身の三術の練習が中止になると話したのは麻呂様だ。

　特とく徴ちよう的な口調に騙だまされがちだが、麻呂様は知識が豊富で話をするのも聞くのも上手だ。

　長が西にし鬼おにの件で忙いそがしくしている姿を見て、そろそろ師匠が付きっきりで執務を手伝い始めると予想したのだろう。それを、外出中に花姫様へ伝えたということか。

　なるほど。だからわざわざ花姫様が家に訪ねてきてくれたのか。師匠の助手でしかなかった俺を、そこまで気き遣づかってくれるなんて感動だ。

　何だか花姫様の心遣いが嬉しくて、胸の奥がほっこり温かくなった。

　って、痛たたた。ちょっとお菊さん？　肘ひじで俺を突つついているつもりかもしれないけど、それ完全にエルボーだからっ。わりと本気で痛いからね？

「若いって良いねぇ。ところでお花ちゃん、今日はここに泊とまっていくのかい？」

「いえ、夕ゆう餉げ前には戻るよう言われております」

「そりゃあ残念だ。お菊さん特製の手料理を振る舞まおうと思っていたのに」

「お気遣いありがとうございます。あの、では夕餉の支度したくをお手伝いさせて頂けませんか？」

「えっ!?」

　突とつ然ぜんの花姫様の申し出に、お菊さんより俺が驚おどろいてしまった。

　何故なら、花姫様は女子力が高そうな見た目に反して料理が苦手なのだ。料理初心者である花姫様がお菊さんを手伝えることは少ないだろう。

　元の世界と違って皮むき器などの便利器具は存在しない。たまごを割ってフライパンで焼くだけの料理とは勝手が違う。

　野菜の一つを処理するにしても、全すべて包丁で皮をむいたり切ったりしなくてはならないのだ。

「おやお花ちゃん、料理ができるのかい？」

「えっと、あの、実はあまり得意ではありません」

「あははは、何となくそうだと思ったよ。でも料理なんて慣れれば簡単さ。あたしもお花ちゃんくらいの歳では何も作れなかったもんだ」

　明るく笑うお菊さんの話を聞いて、恥はずかしそうにしていた花姫様の表情も明るくなった。

　俺もお菊さんが昔は料理ができなかったと聞いて、「へぇ」と声を漏もらした。

　師匠が懇こん願がんするだけあって、お菊さんの料理は家庭的でとても美味おいしいのだ。そんな料理を作れる人が昔は……と聞けば、花姫様の未来も明るいのではないだろうか。

「難しいことや分からないことはあたしに任せな！　何か得意な料理はあるのかい？」

　ちょ、止やめてお菊さんっ、そこは質問しないであげて！　得意料理が目玉焼きな花姫様が可か哀わい想そうな子になっちゃうから！

　さすがに目玉焼きが得意だと答えるのは躊躇ためらったらしく、花姫様は首を横に振ふって苦く笑しようしていた。

　そりゃあ、少し前に長おさから「目玉焼きは料理じゃない」って完全否定されてたもんな。胸を張って得意だと主張するには、少しばかり恥ずかしいだろう。

「じゃあ下した拵ごしらえを一いつ緒しよにやろうか。まずは竹たけ籠かごの中にある野菜を洗っておくれ」

「はい」

　そして結局、花姫様は簡単な作業をお菊さんの監かん視しのもと行うことになったようだ。

　東鬼のお姫様が、夕餉の下拵えをしてくれるなんて長に知られたらタコ殴なぐりにされそうだ。

　俺から見ても花姫様の包丁の扱あつかい方は危なっかしく、いつ指を切らないかハラハラしてしまう。白魚のような美しい手に傷がついた瞬しゆん間かん、俺は二度と陽ひの光を見ることができなくなるだろう。

「な、何かお手伝いすることはありませんか？」

　可能であれば、花姫様の代わりを務めたい。そう心の中で付け加え、俺はお菊さんに尋たずねた。

「何を言ってるんだい、台所は女の仕事場だよ。まぁ、どうしてもって言うなら恭さんには食器を用意してもらおうかね。棚たなから出すくらいなら簡単だろう？」

「分かりました」

　向かうのは、台所近くに設置されている膳ぜんやら食器やらが入っている戸と棚だなだ。その中に食事に必要なもの一式が揃えられている。

　用よう途とに応じて使用する食器の種類が変わるのだが、無難なものを選んでおけば良いかと相変わらず大おお雑ざつ把ぱな結論を出して戸棚に手を伸のばした。

「（必要なかったら片付ければ良いだけだしな）」

　どうせ暇ひまなので、無む駄だになろうがなるまいが痛手にはならない。

　そんなことを思いながら特に考えもなしに食器を積み重ねたのでバランスが悪いが、然さ程ほど距きよ離りもないので楽勝だろう。

「あら」

「（ん？）」

　そんな中、お菊さんの指示に従って料理の下準備を行う花姫様の声が、俺の耳に届いた。

　何か不明なことがあって声が漏れ出たのかと視線をそちらへ向けると、いつの間にか俺の影かげから姿を現した影かげ獣もののユキちゃんが花姫様に近寄ろうとしている。どうやら原因は彼女だったらしい。

　一応俺の護衛なのだが、ユキちゃんに至っては俺が完全にペット扱いをしているせいもあって最近はかなり自由に外に出て遊ぶようになっていた。

　今も台所に立つ花姫様の前にお行ぎよう儀ぎ良よく座り、ねだるように可愛かわいらしい声で鳴いている。

　花姫様もユキちゃんと面識があるので俺の影獣だと分かったらしく、目線を少しでも近づけるべく作業の手を止めて床ゆかに膝ひざをついた。ユキちゃんを撫なでるつもりのようだ。

　しかし、ふいに伸ばした手をピタリと止めて何かを考えるような表情になった。

　料理中なので動物に触ふれてはいけないと思い止とどまったらしく、少し手を彷徨さまよわせてから撫でるのは諦あきらめたらしい。

　見るからに残念そうに耳を垂らしたユキちゃんだが、その姿を見た花姫様は撫でる代わりに一度自分の顔を両手で覆おおって隠かくした。

　優やさしく微笑ほほえんでいた花姫様の表情が見えなくなったことを不思議に思ったユキちゃんは、「？」と頭の上に疑ぎ問もん符ふを浮うかべながら次の行動を待っていた。

　すると花姫様は、ぱっと両手を離はなして可愛らしい笑え顔がおを再びユキちゃんへ見せたのだ。つまるところ、「いないいないばぁ」である。

　ガラガラッ……ガシャーン！

「ちょ、ちょっと恭さん、一体どうしたんだい!?」

「つい今し方、心臓を矢で射い貫ぬかれたような衝しよう撃げきが……」

「はぁ？　矢なんて何処どこにも刺ささってないじゃないか。寝ねぼけてるのかい？」

　訝いぶかしげな顔で俺を見るお菊さんの視線が痛いが、気にしている余よ裕ゆうなど俺にはなかった。

　何だあれ、俺を殺す気か？　超ちよう可愛い俺のペットと美少女の満面の笑えみというフルコンボにどう立ち向かえと？　胸がきゅんきゅんして食器を放ほうり投げちまったじゃねーか。

　今も「いないいないばぁ」を気に入ったユキちゃんが台所を移動する花姫様の後ろを追いかけ回し、カルガモ親子のような和なごやかな空気になっている。
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　こうしてお菊さんによる料理教室の間、俺は花姫様とユキちゃんを見て表情筋を全て崩くずしていたのだった──。







　そして、夕餉の支度を始めてから約半刻後。

　俺はお菊さんに花姫様を家（城）まで送ることを伝え、共に東条の城への道を並んで歩いていた。話題は自然と今日の過ごし方になった。

「今日は松倉殿どのとお出かけだったとお聞きしました」

「ええ。わたしの好きな書物の新刊が発売されると教えて下さったのです」

　ふむふむ、そういうことだったのか。花姫様が読書を好むとは知っていたけれど、好きな作品や作家のことは気にしていなかった。

　俺が見落とした部分に目を付けて攻せめるなんて、さすが麻呂様だなあ。

「藤見様も町を見て回っていらっしゃったのですか？」

「ええ、お菊さんへの土産みやげの準備もありましたので。あとは……鈴風が少し気になりましたね」

　そんな風に会話を弾はずませながら、城下町を見て回っていたことを話していた時だ。俺が驚きよう愕がくの新事実を耳にしたのは。

「鈴風でございますか？」

「花姫様もご存じですか」

「ええ、よく存じております。鈴風の頭かしらを務める者が東条で働いておりましたもの」

「なるほど。では花姫様も御ご用よう達たしなのですか？」

「鈴風を？　その者が城にいる時は警護に当たってくれていましたが、今は特に……」

「……警護？　鈴風がですか？」

「はい。城下の治安と東条への危害を防ぐために作られた、志の強い方々が多く集まる組織ですから」

　なん、だと……？　鈴風って女性向けの商品を扱う店じゃなかったのか!?

　どうやら俺はとんでもない勘かん違ちがいをしていたようだ。良かった、それとなく話題に出してみて。一歩間ま違ちがえばデート先に鈴風を選せん択たくして勧すすめるところだったよ！　あぶね～……警護組織を見学に行くとか、どんなデートだ。

　花姫様には申し訳ないが、デートコースはまた調査をし直さなくてはならないらしい。

　当初考えていたコースで、鈴風以外の所を見て回ることもできるが、女の子向けの品物を扱う店で長時間滞たい在ざいする予定だった俺の計画は丸まる潰つぶれだ。

　だから今度こそ、呉ご服ふく屋にしっかり贔ひい屓きの小物屋について聞いて下準備をしておこうと心に決めた。ちくしょう、俺のおバカさん……！
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　東条の城を出て程ほどなくすると城下町が風ふう貌ぼうを現し、恭様と並んで歩いた大通りへ自然と足が進んだ。

　行き交かう人の声や軒のき先さきで客寄せを行う言葉を耳にしながら、藤ふじの花が咲さく故郷を思い出して少しだけ口こう端たんが上がる。

　この町の造りは城を真正面に据すえる大通りを中心に、左右一本ずつ縦に通りが存在している。

　幾いく分ぶんか時間を掛かけて三本の通りを余す事無く歩き、元の位置に戻もどって息を吐はく。

　平和で安心できる場所だが、やや緊きん張ちよう感かんに欠ける……というのがこの地への印象だ。

　だがそんな土地でも、気になった点は幾いくつかある。

　まず、店てん舗ぽや民家にかかわらず軒先に吊つるされていた『音の鳴らない風ふう鈴りん』。一軒けん目で季節が合っていない事で疑問を感じたが、二軒目、三軒目からは疑ぎ惑わくになった。

　一見、何の変へん哲てつもない風鈴だが風に吹ふかれても音は鳴らなかった。だが単なる飾かざりならば城下の建物の全すべてに吊るされているのは不自然だ。

　防犯の意味があるのか、神教的な物なのか、流行はやりの飾りなのか。特に鬼道術の気配がしなかったので余計に気になる。

　実は単に平和な日々に慣れているだけではないのかもしれない。

　東ひがし鬼おにの長おさの膝ひざ元もとで、薄うす雲ぐもに覆われぼんやりとしか見えない事情を確かめるのは諜ちよう報ほうの一いつ環かんでもあり、楽しみだと感じた。

　次に気になったのは、大通りの中央に設けられた二階建ての建物だ。

　腕うでの立ちそうな男達が二人一組で出入りしており、三つの通りを徘はい徊かいしていた。

　確かく認にんしただけでも二人一組の組み合わせは三組あったので、建物の規模から考えて彼らの人数もそれなりなのだと予想する。

　すれ違ちがう民たみの目に恐おそれや嫌けん悪おの感情は無いので、彼らが東条の民にとって害のない存在だと分かった。恐らく有志による警備組織のようなものだろう。

　現に、奴やつらには城下を見回っている内に尾び行こうされ始めた。だが後ろめたいことは何もないため、無理に撒まくことはしなかった。

　残りの予定は必要な物を買い付けるだけなので、家に戻るまで撒かなくても良いと思っている。

　別に身分を隠すつもりもなければ、隠す必要性もない。胸を張って藤見の地から来たと公言しても良いくらいだ。

　まぁ、面めん倒どう事は避さけた方が楽なので、それは己おのれを警けい戒かいした奴やつらに声を掛けられた時に取る手段としておこう。

「──ん？」

　そう考えていると、微び量りようだが己に向けられた殺気を感じ取った。

　出元は尾行している二人組の方角からだが、過か剰じような反応をしないよう気を配る。恐らく、通りに入らず一ヶ所でじっとしている自分に警けい戒かい心しんを強めたのだろう。

　そんな探さぐるような仕打ちに内心で派手な舌打ちをする。警戒しているだけで姿を現さないのは単に探っているだけか、人ひと気けのない場所へ移動するのを待っているのか。

　どちらにせよ、このままトンボ返りするのは怪あやしさを増すので、仕方なく当初の目的を果たす為ために用のある店に入ることにした。

　大通りを一定の速度で進み、酒屋の軒先に並ぶ数々の陶とう器きに目をやりながら暖簾のれんをくぐる。

　ここは前に隆哉様のご要望で仕入れた酒屋とは別の店だ。同じ店へ足を運ばなかったのは、単に気が乗らなかったという理由なだけだ。

　入り口から真正面に厚木の長い仕切り台があり、そこが帳場であることが分かった。

　左の壁かべ沿いの棚たなには多種な酒さか瓶びんと形や色の違った杯さかずきが並べられ、右には酒の入った大おお甕がめが置かれている。

　活気ある路上とは違って仄ほのかに静せい寂じやくを纏まとった空間は、見目だけではなく肌はだ身みで感じる温度が違っていた。

　質素だが落ちついた雰ふん囲い気きで販はん売ばい品への気き遣づかいが行き届いており、この店は当たりだ、と少し気を良くしながら店内へ足を進めるとすぐに店主らしき老人が店奥から顔を出した。

　随ずい分ぶんな高こう齢れいだが、しっかりした声が現げん役えきであることを物語っている。

「いらっしゃいませ、本日は何をお求めでしょうか」

「そうだな、では音おと沁し水みずを」

「畏かしこまりました」

「……店主。この店は杯も多く扱あつかっているようだが、何か意味でもあるのだろうか」

　均等に酒瓶や杯が並んだ棚を見ながら尋たずねると、店主は瞬まばたきを何度か繰くり返した後に皺しわだらけの目元を一層深くして微笑ほほえむ。

　帳場から出て、目にしていた棚に近づく店主の足取りはどこか楽しそうだ。

「音沁水は初めてでございますか、お客様」

「いや、以前他の地へ土産として送ったことがある。と言っても、名を知るだけで詳くわしくは知らないのだが」

「それは勿もつ体たい無のぅございます。是ぜ非ひとも音沁水の楽しみ方を知って下さい」

「楽しみ方？」

　その言葉に疑問を抱いだいていると、店主は慣れた手つきで棚から濁にごった灰色の酒瓶と杯を幾つか持って帳場に戻った。

　店主は赤、黒、白の杯を順に台の上に並べ、次いで酒瓶片手に帳場にあった筆を執とる。

「音沁水は同じ読み方をする別名がありまして、多くの意味を持つ面おも白しろい酒なのですよ」

　サラサラと何か文字を書かれ杯と同じように台に置かれた酒瓶は、未いまだ己の方に文字の面を晒さらしていない。

　やや間を置いて、店主の手により半回転させられた酒瓶には言葉通り横並びする『音沁水』『落とし水』の文字。言葉遊びに似た酒の名と、今から語られる意味に興味がそそられた。

「この『落とし水』は飲み交かわす者の仲を取り持つ酒として古くから親しまれております。基本的に同性同士で飲む場合に親交を深めるため、相手を『落とす』まで飲み比べます」

「飲み比べに使われるなら……強い酒か、酔よいが回りやすい酒なのか」

「ええ、お察しの通りでございます。音沁水は双そう方ほうの特とく徴ちようを持ち合わせており、『落とす』には最適でございます」

「確かに親交を深めるには酒が一番手っ取り早いが……。──では異性の場合は？」

「異性と申しますより、男性が女性に勧すすめる形になります。男性が赤もしくは黒の杯に音沁水を注ぎ、女性の承しよう諾だくを得るのが異性間で飲む場合の楽しみ方です。この時に使用する杯により、男性が女性に何の承諾を請こうているのかが明確になります」

　三つ並んだ杯の内、赤の杯を列より前に出して店主は音沁水を注いだ。

　無色透とう明めいな液体がトクトクと良い音を立て、辺りに甘い香かおりが広がる。

「赤の杯で音沁水を勧める男の意は『貴女あなたと親密になりたい』。これは、言葉通り現状より一歩進んだ関係を望んだ男性の想おもいを意図します」

　他人から知人へ、知人から友人へ、友人から恋こい人びとへ。

　親密になると言っても明確な基準は無いと濁す言葉を付け加え、店主も曖あい昧まいに笑った。

　臨機応変に使い分ける事が女を口説く男の手しゆ腕わんだということだろう。

「次に、黒の杯で音沁水を勧める男の意は、『貴女を愛したい』。恋人または似た関係が成立済みの場合に寝しん所じよを訪ねたい、という想いを意図します。ここで面白いのは、一方的な思い込みによる関係であれば杯が割れてしまうということです」

　赤の杯と同じように前に出した黒の杯に、寸すん分ぶん違たがわぬ量の音沁水が店主によって注がれた。

　薄うすれ始めていた甘い香りが再び辺りに広がり、決して酒に弱いわけではないのに、その匂においだけで酔いそうになる。

　店主の言葉通り、強い酒なのだと実感した。

　説明が聞きたいのであって、『落とす』感覚を知りたいわけではない。

「急せく男に全すべての女が従うとは思えないが、杯が割れなければ了りよう承しようしたことになってしまうのか？」

　ふと浮うかんだ疑問を口にすれば、店主は平然として答えを口にした。

「もちろん、断る方法もございます。女性が音沁水を飲むだけでは承諾とは言えません。杯に注がれた音沁水を飲み干し、その杯を男性に返さず膳ぜんの上に置けば拒きよ否ひとなります」

「女の一連の動作が男への返事になるのだな」

「はい、左様でございます。と申しましても、異性間でも深い意味などなく飲み交わしたい時もあるでしょう。そのような場合には『他意はない』という意味を込めて、己の手て酌じやくで飲むことになります」

　店主が言葉を切った後、腕を組んで未だ香り立つ赤と黒の杯に入った音沁水を見つめる。

　同性同士の交友に相手を『落とす』まで飲み交わすとは確かに名の通り『落とし水』だ。

　そして、異性を恋れん情じようの意味で『落とす』方策の一つである『落とし水』も同等。

　確かに面白い酒だな、と再び店主を見ると酒瓶に栓せんをしながら変わらぬ笑えみを浮かべていた。

　それは接客用の笑みだが、無理を感じさせないだけの経験を持ち合わせ好感さえ抱ける。

「最後に白の杯は婚こん礼れい用です。求きゆう婚こんする時も必要ですが、杯はそのまま式でも使用致いたします」

　店主は白の杯を先に出した二つの杯と同じ列並びに添そわすが、音沁水を注がなかった。

　既すでに酒瓶には店主の手によって栓がされており、これ以上触ふれる様子は一いつ切さいない。

　たったそれだけの行こう為いなのに、白の杯が持つ重要性を十分に語っていた。

　これだから年配者は喰くえないのだ、と己の何倍もの時間を生きて来た店主の計らいに、苦く笑しようしながら肩かたを竦すくめるしかなかった。

　それ以上店主からの説明は無いようなので、恭様に必要な分を注文すべく店内を見回す。

　音沁水以外の酒の種類も豊富なので、気き紛まぐれに酒の味を変えたがる恭様の要望にも応こたえることができるだろう。

　普ふ段だんの買い付けでは質や値を比べるために複数の店てん舗ぽに足を運ぶが、今回は珍めずらしく即そつ決けつで良さそうだ。やはり分野の違ちがう業種は、専門の腕うでが試ためされるのだと感心した。

　従者という立場では、分け隔へだてなく他人に柔じゆう軟なんな態度で接することはそれほど必要ではない。己の第一は主人に変わりないのだから。

「……良く分かった。では、杯は赤と黒を貰もらおう」

「お買い上げありがとうございます」

「それと音沁水は瓶ではなく、そこの甕かめで頼たのむ」

「か、甕でございますか？」

「よく飲まれる方だから、私も頻ひん繁ぱんに顔を出すだろう。店主の対応が気に入ったので、暫しばらくは贔ひい屓きにさせてもらう。同じものを他ほかの地へ送ろうと思うので、そちらの用意も頼む」

「それはそれは嬉うれしい限りでございます！　しかし……はて、お客様がお飲みになるのではないのですか？」

「私は使いだ。酒好きの主人に仕えているので他に良い酒があれば薦すすめてくれ」

「では店の酒を全て薦めることになりますので、長いお付き合いになりましょう」

　初めて表面上だけではなく声を上げて笑った店主に、こちらの気も良くなった。

　その後、他の用があるので帰り際ぎわに立ちよると告げ、音沁水の甕を先生の家に運ぶための人手を借りることにして店を後にした。

　だがこの時のオレは、後のちに恭様が音沁水を〝あのように〟使うなんて想像すらせず、未だに人の行き来が激しい通りに身を投じた。

　酒屋に入る時に己おのれを尾び行こうしていた者達は既に消えたようで、それから特に視線を感じることはなかった。

　音沁水の他に買い付ける予定の物を思い出しながら、民たみの流れに身を任せ品定めを楽しむ。

　抱いた疑問や不可思議な組織の存在を目まの当たりにして、東条の地もなかなか有意義だと感じたのだった。

　朱しゆ色いろに藍あい色いろが交じった空には巣へ帰るカラスが群れを成しており、鳴き声が遠方で響ひびく。

　それから必要な日用品を適当に買い付け日が沈しずまぬ内に酒屋に足を向けた……のだが。

　ちょうど、仕入れから帰って来た呉ご服ふく屋が店に品物を運んでいる所へ遭そう遇ぐうしてしまった。

　仕入れ直後は良い生き地じを目にする好機だ。日を改めて訪ねるのが筋だとは理解しているが、この機を逃のがすのは惜おしい。

　良い物ほど早く買い手が付き、手に入れたいと思っても、時既すでに遅おそしという状態になっていることが多い。

　しかし忙せわしなく店の者に指示を出している店主に声を掛かけるのも忍しのびない。

　と色々考察していたはずが、指示を出し終わって一人になった呉服屋の店主を見た途と端たん、声を掛けている己が居た。

　営業時以外に声を掛けたのを陳ちん謝しやし買い手が付く前に品物を見せて欲しいと頼むと、男は快く笑って店内へ案内してくれた。

　それからは、最近跡あとを継ついだばかりだという意外に若い店主の商売魂だましいと、恭様に良い物を着て頂きたいという己の従者魂に火がついて、かなりの時間を呉服屋で過ごしてしまった。

「……何をしているんだ、オレは」

　呉服屋を出て冷静になった頭で己を罵ののしる。

　選んだ生地を売ってしまわぬよう店主に金を渡わたし、次に恭様と共に城下へ来た時に採寸を済ます気でいる子供のような思考にも嫌いや気けが差した。

　恭様が一いつ緒しよに城下へ足を運んで下さると思い込んでいる事もそうだが、完全に依い存ぞんして甘えている。

　きっと恭様は嫌な顔ひとつせず、むしろ意い気き揚よう々ようと城下へ共に来て下さるだろう。

　そして己も酒屋や呉服屋へ恭様を案内して幸せを感じるのだ。

　まったく、どれだけ恭様を慕したっているんだと己が恥はずかしくなってくる。初はつ恋こいに思いを馳はせる妙みよう齢れいの娘むすめでもあるまいに。

　呟つぶやいた言葉は誰だれにも拾われず空気に溶とけた──、と思った瞬しゆん間かん。

「あら、男でもお買い物を楽しむくらい良いんじゃないかしら？」

「っ!?」

　急に掛けられた声に反応して勢いよくそちらの方を向けば、結んだ濃のう紺こんの長ちよう髪はつを肩かた口ぐちから垂らした線の細い男が一人。

　たった今まで、通行人の気配しかなかった。だがこの男は己の様子をずっと見ていたかのような発言をしたのだ。

　通行人の中に溶け込んでいたのか、わざと気を引くように現れて注意を向けさせたのかは分からない。ただ一つ確実に言えるのは、男がただの一いつ般ぱん人ではないということ。

　人の行き交かう道中で、背筋を伸のばして己に人好きのする笑みを浮かべているこの男は──。

　細身で軟なん弱じやくな印象を受けたが、すぐにそれが間ま違ちがいだと気づく。着き瘦やせするのか、外見からは分かりにくいがその身体からだには無む駄だな作りが一切なかった。

　小こ綺ぎ麗れいな顔に騙だまされがちだが、袖そでから伸びた手には武器を握にぎった時にできる肉刺まめや傷が多数ある。

「──どこの忍しのびだ」

「やだ怖こわい。そんなお顔で冗じよう談だんを言わないで下さいな」

「其方そちらこそ冗談は止やめろ。監かん視しして付け回していたくせに、白々しい」

「あら、やっぱり気付いていたのね。見慣れない坊ぼうやだから警けい戒かいしちゃったの。ごめんなさい？」

「質問に答えてもらおうか。どこの忍で、監視していた目的が何なのか」

「おあいにく様、そのお願いは聞いてあげられないわ。まだ名乗るには早すぎるもの」

「……忍ということは否定しないのだな」

「やぁね、見れば分かるでしょ。でも何処どこにも属していないから、そんなに警戒しなくても大だい丈じよう夫ぶよ。アナタに近づいたのは興味本位かしら」

　肩から流れた髪かみをくるくると指先で弄もてあそぶ男の言葉に、不信感が募つのる。

　警戒を解くように告げてくるが、その言葉に従うつもりなどない。その意志と少しの殺気を込めて、男を睨にらみ付けた。

「うふ、可愛かわいい威い嚇かくだこと。でもまだまだお子様ね。三年後が楽しみ！」

　だが男には通用しなかったようだ。楽しくて仕方がないといった様子で笑えみを浮かべているが、紡つむがれる言葉には嫌けん悪お感かんしか抱いだけない。

　チッと舌打ちをすれば、ますます笑みを深める気持ち悪い男。

　はじめは東条の忍かとも思ったが、どうやら毛色が違うようだ。組織として訓練された東条の忍と比べると、野性的な印象が強い。これはこれで面めん倒どうだと思った。

　厄やつ介かいな者に目を付けられたものだ、と苛いらつきながら打開策を考える。

　しかし意外にも、男との強制的な交流は長続きしなかった。

　突つき刺ささるような視線を感じ、男とほぼ同時に目を向ければ三人の男。その中でも、眉み間けんに皺しわを寄せて忍の男を睨んでいる男の空気は、お世辞にも穏おだやかとは言えなかった。

　忍の男もそれを理解しているのか、肩を竦めながら息を吐はいた。

「見つかっちゃった。残念だけど、今日はこれでお暇いとまするわ。今度会った時お茶でも飲みましょう？」

「断る」

　そう短く答えることも予想していたのか、それ以上何も言わず忍の男は視線を送ってくる男達の方へ足を進めた。

　一度だけ振ふり返って片目を瞑つむってきたが、反応するのも面倒なので無視を決め込む。

　そして結局、忍の男は男達に合流すると見せかけて脇わき道みちに逸それてしまった。

　男達が慌あわてて後を追い、今度こそ本当に一人になれた。

　精神的な疲ひ労ろうを感じながら、すっかり人数の減った通りを酒屋へ向かって歩く。

　軒のき先さきにある陶とう器きを片付けていた酒場の店主に約束通り声を掛けると、運び手の男を紹しよう介かいされた。

　甕を載のせた荷車を引く男と歩く帰路は微かすかに肌はだ寒ざむく、簞たん笥すの中にあるはずの肩かた袖そで羽織を確かく認にんしておこうと長く伸びる己の影かげを見ながら思った。

　忍の男？　あれとの出会いは叶かなうことなら無かったことにしてしまいたい。妙みような者と交流があれば、恭様にご迷めい惑わくをお掛けすることにだって繫つながるのだ。
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　師し匠しようが長おさの執しつ務むに掛かりきりになってから一週間ほど過ぎた、とある日の午後のことだった。

　最近の俺は午前中を城の道場で過ごし、午後を師匠の手伝いに費ついやすことが多くなっていた。手伝いと言っても、西にし鬼おにの侵しん略りやくに備えて師匠が新しく作った結界符を城内や城下町の指定された場所に貼はるという地味な作業ばかりだ。

　でも多た忙ぼうで城から離はなれられなくなった師匠には感謝されているので、俺はこのお使いがお気に入りだった。

　今日も今日とて陽太と予定を確認し合っていると、丸々とした婿むこ候補の一人、プチメタボさんこと、戸館兼かね成なりさんと遭そう遇ぐうしてしまったのだ。

　今日は麻呂様が花姫ひめ様と会っていると聞いていたので、プチメタボさんは暇ひまなのだろう。

「ハハハ、また城下で遊び回るつもりか。藤見殿どのは随ずい分ぶんと暇なようだ！」

「……戸館殿」

　俺と同じように従者を後ろに控ひかえさせるプチメタボさんは、自分のことを棚たなに上げて俺を馬ば鹿かにするように笑った。

　どうも彼は俺が城下町で遊んでいると勘かん違ちがいしているようだ。わざわざ訂てい正せいする必要はないと思っているので否定しないが、蔑さげすみのネタにされるのは気分が良くない。

　陽太が一いつ瞬しゆんで笑顔を消し、虫ケラでも見るような表情になったのは見なかったことにしよう。うん、俺は何も知らない。

　幸い、プチメタボさんも陽太の変化に特に気付かなかったようで、懐ふところから取り出した金ピカの扇おうぎを広げたり閉じたりを繰くり返しながら、胸を張って俺に話しかけ続ける。

「どうだ？　私の話でも聞いて一日を無駄なく過ごしてみては。暇ではないのだが、少しであれば時間を作ってやっても構わんが」

　な、なん……だと？　これはまさか俺が以前実行しようとしていた「第一回プチメタボさんと友達になろう計画」の一歩目になる大チャンスじゃないか。

　まさかプチメタボさんの方から歩み寄ってくれるなんて。ククク、飛んで火にいる夏の豚ぶたとはこのことだ！　あ、間違った。夏の虫だったわ。

　だがこの計画に気付かれるわけにはいかない。何故なぜならプチメタボさんは気分屋さんなので、俺が真正面から「友達になりましょう」と言えば照れて逃にげ出してしまう可能性があるからだ。故ゆえに、ここから先の俺の行動は慎しん重ちように行う必要がある。

　そう考えながら、俺はニヤニヤと顔が崩くずれるのを耐たえるため顔の筋肉を動かさないよう全神経を集中した。

　笑っているとバレてしまえば、相手の気分を害してしまう。嫌きらわれていることは知っているけれど、いつまでも険悪なままなのも個人的には改善したいと思っているのだ。

　だから、何とか角の立たない方法でプチメタボさんのご機き嫌げんを損そこねず旨うまくことを運びたいと考えていた。

　すると、少し後ろに控えていた陽太が動いたような気配を感じたと同時に、俺の影から真っ白な仔こ猫ねこ──影かげ獣もののユキちゃんが飛び出してきた。

　影獣は契けい約やくを交かわした主あるじの危機や害を及およぼす者が近づくと姿を現す、護衛の獣けものだ。

　俺とプチメタボさんの間に立ち塞ふさがるユキちゃんは、プチメタボさんの顔を一瞬だけ確認してからすぐに俺の体に飛びかかる。

　その行動の意味はよく分からないけれど、膝ひざ辺りに一度ベタッと貼りついてからよじ登ってくる姿が可愛いので許す！

　いつもの定位置である肩かた口ぐちに後ろから覗のぞくようにスタンバイすると、完かん了りようだとばかりに一度「にゃー」と鳴いた。ふわふわの毛が頰ほおや首筋に当たってくすぐったい。

「何だその猫ねこは。前にも見かけたが、一体どこから……」

「私の影からですよ。普ふ段だんは影の中にいるので姿は見せません」

「影？　……まさか影獣か」

　プチメタボさんはユキちゃんを見たいのか、一歩距きよ離りを詰つめて身を乗り出すようにしてきた。

　見つめるというか、ガン見レベルでユキちゃんを凝ぎよう視ししている。その様子から、影獣を見たことがないのだろうかと思って、俺は首を傾かしげた。

　ユキちゃんのように可愛い仔猫が護衛の獣となっていることに驚おどろいているのかもしれない。

　まぁ、その部分には俺も最初は同じ心境だった。護衛というより、完全に癒いやし要員としてユキちゃんを可愛がっているので、危険には晒さらしたくないと考えていたからだ。

　もしかしてプチメタボさんも猫が好きなのかな？　と思った俺は、少しくらいなら見られていても良いか、という軽い気持ちでそのまま動かずにいた。

　しかし、ユキちゃんはプチメタボさんの視線がお気に召めさなかったようだ。

　プチメタボさんには見えないが、俺の背中を尻尾しつぽでペシペシと叩たたいて拒きよ絶ぜつを伝えてくる。

　控えていた陽太が、仲が悪いにもかかわらずユキちゃんの盾たてになろうと前に出るくらいだ。俺としてはそこまで害悪は感じなかったのだけど、プチメタボさんの視線はそんなにも危なかったのだろうか。

　今も背中を叩いてくるユキちゃんを落ち着かせるため、ユキちゃんの頭に手を伸のばした。

　もふもふっとした柔やわらかな毛を優やさしく撫なでると落ち着いたのか、背中への攻こう撃げきが止やんだ。

　それとほぼ同じタイミングで、俺達の近くに突とつ然ぜん人ひと影かげが出現した。

　黒い装しよう束ぞく姿に背中に刀を背負った男性。その人には見覚えがあった。そう、確か──東条の忍にん者じやさん達の親玉である、吾妻さんだ。

　シュタッ、とその場に現れた吾妻さんはあまり表情を変えないクールな人だ。無口さも相あい俟まって、謎なぞめいた空気を醸かもし出している。今日も相変わらず、格好良い……！

　そんな第三者の介かい入にゆうに驚いたのか、ユキちゃんはピンと耳を立てて吾妻さんを警けい戒かいしている。

　尻尾の動きは止まっているが、ぷにぷにとした肉球の奥に隠かくしていた爪つめが出て俺の着物に食い込んだ。

　もちろん、そんなユキちゃんの警戒を吾妻さんが気にするはずもなかった。

　ちなみにプチメタボさんは吾妻さんの登場に驚きすぎてその場に座り込んでいる。従者に支えられていなければ、後ろにひっくり返っていただろう。

　吾妻さんは俺達を一通り見た後、最終的に俺に視線を止めて口を開く。どうやら俺に用があって来たらしい。

「藤見殿、城門の所に面会者がいらっしゃっています」

　はて、誰だれだろう。城に滞たい在ざいしている人以外の知り合いなんて、お菊さん達くらいしか思いつかない。だがわざわざ城にまで顔を見せに来てくれるとは考えにくかった。

　そもそも東条での俺の立場は客ですらないので、我が物顔で面会者を招き入れるという失礼な行いはできない。

　お菊さん達もその辺の内情は説明しなくても分かってくれているから、吾妻さんに「面会者が来ている」と言われてもピンとこなかったのだ。

「（ここで悩なやんでいても仕方がないか）」

　とりあえず城門の所へ向かうことにしよう。俺を呼びに来てくれた吾妻さんや、俺に面会を申し込んだという人物にも長時間待たせてしまうのは申し訳ない。

　そう結論付けた俺は、突とつ然ぜんの吾妻さんの登場に驚いて半分腰こしを抜ぬかしているプチメタボさんに断りを入れた。

「戸館殿、急用ができましたので私はこれで失礼します」

「う、うぬぬ……そのようだな」

　金ピカの扇でパタパタと自分をあおぎながら、プチメタボさんは小さく返事をした。

　まだこの場から動けないようなので、俺は頭を下げて城門へ向かうべく早足で廊ろう下かを進む。

　吾妻さんは伝言という目的を果たした後、姿を消してしまったので既すでにこの場に居ない。

　ぶっちゃけ城内で迷子になりそうな気もしているのだけど、間ま違ちがっていれば陽太が空気を読んで案内してくれるだろうと他人ひと任まかせなことを考える。

　そして、まだ見ぬ「面会者」との出会いに少しの期待と不安を抱いだくのだった──。







　奇き跡せき的に城門まで迷子にならずに済んだようだ。

　陽太とユキちゃんを連れてその場に向かうと、そこには二十代後半くらいの狐きつね顔がおの青年が待っていた。

　青年の顔には見覚えがある。キョウ様の兄で双ふた子ごの隆哉さんか直哉さんのどちらかだ。

　先日も師し匠しようの家で同じような訪ね方をされたので、言葉を発さないこの人物は影獣だと思ってじっと見つめていると、青年は少しつまらなそうな顔をして懐から手紙を取り出した。

「直哉様の影獣ですね。城にまで来るなんて、急ぎの用件でしょうか？」

　陽太の説明によると、やはりこの青年は直哉さんに化けた影獣だったらしい。

　以前は正体がばれたタイミングで狐の姿に戻もどって手紙を渡わたしてくれたのだが、今回は門番さんの目がある手前、変化の術を解かなかったようだ。

　受け取った手紙は俺宛あてだったので、手早く広げて中身を確かく認にんしようとする。そしていざ手紙を開いてみると、中に長宛ての小さな書状も入っていた。

「（二重構造なんて変な手紙を送ってくるんだなぁ）」

　と俺へ宛てられた内容に目を通していくと、冷や汗あせが一筋背中に流れた。

「恭様？」

　急に俺の雰ふん囲い気きが変わったことに気付いた陽太が、脇わきから手紙の内容を確認する。そして、俺と同じように息を吞のんだ。

「これは……」

「ああ、こちらが本題だった。急いで長おさのところへ行くぞ」

「今の時間でしたら、いつも通り執しつ務む室にいらっしゃると思います」

　手早く手紙を元に戻した俺は陽太と直哉さんの影獣を連れて城内へ戻った。

　門番に俺達以外が入ることを拒こばまれるかと思ったが、藤見からの使いだと分かっているようで特に何も言われなかった。

　いつになく重苦しく鳴る心臓の音が緊きん張ちようからくるものだと思いながら、俺は長のもとへ早足で向かう。

　俺が手にしている直哉さんからの手紙。そこにはこう記されていたのだ。

　藤見の地に──南みなみ鬼おに一族の南条から使者が参る、と。







「失礼します。長に取り急ぎお伝えすることがあり、参りました」

「……入れ。そんなに慌あわてて、何かあったのか」

　事前に吾妻さんから俺へ来訪者があったことを聞いていたらしく、長は執務室に現れた俺を見ても嫌いやな顔をしなかった。

　前に師匠や陽太と共に執務室を訪ねた時と変わらない量の書簡に埋うもれながら作業をしていた長は、書き物をしていた手を止めている。

　入室の許可を得た俺は返事をするより先に長の前へ進み、直哉さんの手紙に同どう封ふうされていた藤見からの小さな書状を手て渡わたした。

　それを怪け訝げんな顔で受け取った長は、細かく折り畳たたまれた書状を慣れた手つきで広げ、内容に目を通しはじめた。

　そして目が文字を追って上から下へと書状全体を巡めぐったあと、師匠や吾妻さんへ内容を要約して言葉にした。

「南条から同盟の使者が来る。今は藤見に滞在しているようだが、東条への来訪を希望しているようだ」

「南条が同盟でございますか？　それはまた、随ずい分ぶんと思い切ったことを」

　顎あご髭ひげに指を絡からめた師匠は、本当に意外そうな顔で長の手元にある書状へ視線を注いでいる。

　長の傍かたわらに控ひかえている吾妻さんも同意見なのか、眉み間けんに深めの皺しわが一つ刻まれていた。

「して、如何いかがなさいますかな？　同盟とは、南条側も相当な覚かく悟ごで臨のぞんでおるはずですぞ」

「とりあえず、東条へ案内するよう藤見に指示を出すしかないだろ。相手は南条だ。簡単に追い返すわけにもいかない」

　苦々しい表情で吐はき捨てた長は、筆を執とって手早く藤見への返事を書いた。そして吾妻さんを介かいして俺に渡された手紙を、今度は俺が直哉さんの姿をしている影かげ獣ものに渡す。

「急いで兄上のところへ戻ってくれ」

　そう伝えるや否いなや、直哉さんの影獣はその場で頭を下げてから俺の影へ飛び込んで場を去った。「影飛び」という、影獣が使用できる移動手段の技わざだ。

　辺りを見回せば、難しい表情をした長や吾妻さん。師匠は自じ慢まんの髭ひげを触さわりながら無言で何かを考えている。

　そんな彼らの神しん妙みような様子に、俺はこれが嵐あらしの前まえ触ぶれでないことを祈いのるばかりだった──。
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　空には憎にくらしいほどの青が広がっている。

　あれから何度か直哉さんの影獣が俺のもとを訪おとずれ、南条からの使者が毎日どのくらい東条へ近づいたかを報告していた。

　そして南鬼一族から客人が来ると伝えられてから数日が経過し、ついに南条家の使者を東条へ迎むかえる日がやってきた。

　使者の訪問が決まってから、更さらに多た忙ぼうとなった師匠の手伝いをするため俺や陽太も長時間城に滞在することが多くなった。

　今朝も師匠と共に東条の城下町に施ほどこされている結界を直しに行ったばかりだ。

　もともと城下町の結界は東鬼以外の進入を許さない仕組みになっている。故ゆえに現状は、南鬼の訪問時に客人を招き入れることができないのだ。

　それを師匠が「藤見の直系と同行している場合のみ、他族の鬼も進入可能」という絶ぜつ妙みような条件へ結界符を一時的に書き換かえた。

　東鬼と同行ではなく藤見の直系を条件にしたのは、条件を狭せばめなければ使者以外の侵入を許してしまうからだ。

　条件を絞しぼり込んでいない場合、例えば近くの村に住む東鬼を西鬼が捕つかまえて脅おどしたとする。城下町へ入りたい西鬼がその東鬼を連れて行けば、結界を通過できる仕組みとなってしまうのだ。

　その点、藤見の直系という条件であれば該がい当とうするのは頭領の義正様とキョウ様の兄弟だけ。藤見の鬼は東鬼の中でも特に優すぐれているので易やす々やすと他人の手に落ちることはない。

　そんな理由から、城下町と城の結界の条件を一時的に書き換えることを長が許可したのだ。

　その時に師匠に聞いた話だが、南鬼一族の長の代理として東条を訪ねてくるのは、成人したばかりの二番目の息子むすこだそうだ。

　成人と聞いて現代感覚の俺は二は十た歳ちを想像したのだが、どうやらこの世界では十五をもって成人とするらしい。つまり十五歳になり立てホヤホヤの少年が使者なのだ。

「（俺が十五の頃ころなんて毎日遊び回ってたぞ）」

　と、自分と違ちがっている少年の責任の重さを考えながら、俺は使者の到とう着ちやくを待ったのだった。







　城下町で仰ぎよう々ぎようしく使者を迎えると民たみが混乱する可能性があるので、出で迎むかえは城の前で最小限に止とどめ、広間での謁えつ見けん時に重臣を揃そろえておくようだ。

　かと言って迎える使用人も下っ端ぱではない。門の前に並んでいるのは身なりも良く使用人の中では一定以上の地位を得ている者ばかり。

　使者の世話役の侍じ女じよに抜ばつ擢てきされた使用人も、長や家臣達の信しん頼らいが厚い人物だと聞いた。

　そんな出迎えの使用人一行に加わるよう長から指示を受けた俺だが、東条の城前で呆ほうけたように口を開いていた。

　理由は、直哉さんと数名の藤見に仕えている武士達に護衛されて到着した少年だ。

　驚おどろくことにこの少年、色素の薄うすい髪かみに青い眼めをした美少年だったのだ。肌はだも色白で、まるでお伽とぎ噺ばなしの中から出てきた西洋の王子様のような出いで立ちをしている。

　この世界には日本人のような容姿をした人しか暮らしていないと思い込んでいたので、少年を見た瞬しゆん間かんその認にん識しきが間ま違ちがっていたことを知った。

「ここが東条の城か……案外小さいんだな。それに装そう飾しよくの趣しゆ味みも悪そうだ」

　ただ、性格はあまり良くないみたいだ。

　南条の王子様は東条の城を見上げて小こ馬ば鹿かにしたように鼻を鳴らし、綺き麗れいな顔を歪ゆがめた。

　それを目まの当たりにした使用人達は一いつ瞬しゆんで彼の人格を理解したらしく、仕事人魂だましいで何とか笑え顔がおを貼はり付けている。

　それは、ここまで彼を案内してきた直哉さんにも同じことが言えた。

「南なん条じよう様、この先は城の者が案内致いたしますので私共はこれで失礼致します」

「何だ藤見は案内だけか。滞たい在ざい中、思う存分こき使ってやろうと思っていたから残念だ」

　クククと悪役っぽい笑みを深めて、王子様は挨あい拶さつをしようとした使用人達を無視して断りもなく城門を通過した。

「な、南条様、私共がご案内致しますのでお待ちを……！」

　そう声を上げ、慌てて使用人達が彼を追いかけて城内へ入っていくのを見届けてから、俺はくたびれた様子の直哉さん達にようやく声をかけた。

　影獣が化けた直哉さんに会うのは久しくないが、本物は話が別だ。

「お久しぶりでございます、兄上。長旅お疲つかれ様でした。皆みんなもご苦労様」

「ああ、恭か……。久方ぶりに大事な弟に会えたというのに、抱ほう擁ようを交かわす元気もないよ」

「それは遠えん慮りよします。ですが本当にお疲れのご様子ですね。道中何か問題でも？」

　南条の王子様が言っていた「こき使ってやろうと思っていた」という言葉から大おお凡よそは想像がついていたが、一応尋たずねてみる。

「ここでは誰だれかに聞かれるかもしれないから、場所を移してもらえると有り難がたい」

「それは失礼しました。陽太、俺は兄上を案内するから他ほかの皆を任せても良いか？」

「はい。では後ほどお茶を持って伺うかがいます」

「ああ、頼たのんだよ。では兄上、ご案内致します」

　人に聞かれたくない話になるのかと面めん倒どう事が増えそうな予感を覚えながら、俺も直哉さんや藤見の武士達を連れて城門をくぐった。

　目指すのは師し匠しようが直哉さんが休むために用意してくれた客間だ。藤見の武士達には兵士用の宿舎の一角が用意されている。

　客間へは何度も城門からのルートを往復して覚えたので、迷子になることはない。これが宿舎であったなら心こころ許もとないが、そちらは陽太に任せたので安心だ。







　師匠が用意してくれた客間は広さが十畳じようほどの質素な一室だった。

　長おさが藤見を冷れい遇ぐうしている手前、あまり上質な部屋は選べなかったと申し訳なさそうに告げられた。でも、城への出入りすら苦い顔をされる俺からすれば、十分な待たい遇ぐうだと思った。

　部屋で向かい合うように座った俺達の手には、陽太が淹いれてきてくれたお茶がある。

　湯ゆ吞のみから伝わる温ぬくもりがじんわりと体中に広がり、一口飲むと無意識の内に緊きん張ちようしていた身体からだから力が抜ぬけた。

　同じように、湯吞に口をつけた直哉さんがお茶を啜すする音が耳に入った。

「──恭は、過去の大戦で南みなみ鬼おにがどういった戦い方をしていたか知っているか？」

　暫しばしの間を置いた後、ぽつりと呟つぶやかれた直哉さんの声は普ふ段だんと比べると少し低かった。

　過去の大戦とは、今から約三百年前に東西南北の鬼一族の間で起こった戦いくさのことだろう。だが俺は「西鬼と東鬼が最後まで争い、最終的に藤見と篠崎が停戦を結ぶのに活かつ躍やくした」という結末くらいしか知らない。

　南鬼について知識がないので、下手なことは口にせず直哉さんをじっと見返して続きの言葉を待った。

「そもそも南鬼は剣けん術じゆつや体術に特化した鬼が多い。東鬼に比べて成人した男鬼は体格の良い者が多いから、その面を伸のばしたのだろう」

　へぇ、南条の王子様を見る限りでは年相応の背格好だと思ったけど、大人になると違ってくるようだ。日本人と西洋人の違いって感じかな。

「それが今回、兄上達を無下に扱あつかった理由に繫つながるのですか？」

「まぁ、藤見を嫌きらうのは南鬼にとって戦い難にくい相手だからだな。南鬼は基本的に鬼道術の扱いが苦手だ。武器や肉体による戦せん闘とうなら互ご角かくに渡わたり合えるが鬼道術が加わると戦せん況きようが一気に傾かたむく」

「だから、道中は使者なのを良いことに兄上達へ無む茶ちやな要望を？」

「それもある。彼──南条昴すばる殿どのの場合は、単に俺達の反応を見て楽しんでいるだけだったが」

　どうしよう、俺が思っている以上にあちらこちらで藤見が嫌われ者すぎて辛つらい。

　長は立場上辛しん辣らつな態度になってしまうのは仕方ない気がするけれど、鬼一族の戦いを停戦へ導いた英えい雄ゆうって言われてるんだから、もう少し優やさしく扱ってくれても良くない？

　いや、南鬼からすれば嫌いな相手に優しくして何か得でもあるのって感じだろうけどさ。でも嫌いだからってチクチク痛がらせをするのは酷ひどい。

　もし俺が南条の王子様に会ったとしても、苗みよう字じを名乗るのは止やめておこう。理り不ふ尽じんで野や蛮ばんなことされたら嫌いやだもんね。

「面倒なことに、ギリギリの攻こう防ぼうは心得ているようだ。南鬼は北鬼のように鬼道術だけ使用する者が相手なら力で制しようとするが、藤見は簡単ではないからな。下手をすれば返り討うちに遭あうと理解しているのだろう」

　やばい、藤見も結構野蛮だった。悪戯いたずらが過ぎるとお仕置きしちゃうぞ！　って意味だと思うけど、平和を愛する俺は全然笑えない。

　駄だ目めだこの話題は。俺の知らなかった藤見の秘密が暴あばかれてしまいそうで怖こわい。

　そう思った俺は、早急に話題を変えようと南条の王子様がここへ来た一番の目的を直哉さんに振ふってみた。

「南条殿がいらっしゃったのは同盟の話をするためだと伺いましたが、今の話が関係あるのですか？」

「同盟か……。表向きはそうだが、今いま頃ごろ南条殿が長に何を言っているか不安だ」

「はぁ。何か同盟に支障でもあるのでしょうか？」

「優ゆう劣れつをつけるのは難しいが、総合的に考えると南鬼より西鬼や東鬼の方が勝まさるんだ」

「南鬼は鬼道術への対たい抗こう術をあまり持っていないから、ですよね。西鬼も我ら東鬼も鬼道術を難なく扱えますので」

「そうだな。だが南鬼もずっと劣れつ勢せいのままでいるわけではない」

　その話の何が同盟に関係してくるのだろう、と首を傾かしげたいのを我が慢まんして俺は直哉さんを見やった。

「例えば西と東の力を四とし、南を三とする。現状では誰もが知っている通り西と東が交戦手前の状態だ。そこで、南はどちらかに同盟を持ち掛かけ力を七とし、残りの一族を叩たたくつもりだ」

「……つまり、手を組まなかった方の一族を滅ほろぼすと？」

　自分で尋ねておいて、俺は背筋にぞっと悪お寒かんが走るのを感じた。

　何故なぜなら、それは南鬼からの脅きよう迫はくだからだ。南鬼は、もし東鬼がこの同盟を断れば次に西鬼へ同盟の話を持って行くだろう。

　故ゆえに、南鬼は同盟の話と同時に宣戦布告を行っていることになる。

　今でさえ西鬼の問題で処理が追いついていないのに、同盟という名の脅迫が舞まい込むことにより更さらなる混乱が東条に起こる。

「それに」

「それに？」

「南条からの同盟は、東条の姫ひめである花姫様の輿こし入いれが絶対条件だ」

「──っ」

　思わず息を吞のんだ俺を見て、直哉さんは細めの目を更に鋭するどくした──。
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　恭が兄の直哉から南条の同盟について話を聞いているのと同刻。

　謁えつ見けん用の広間には長である東条克彦と名立たる重臣達が揃そろい、南鬼一族からの使者である南条昴を迎むかえて同盟について話し合いを行っていた。

　否いな、正確には同盟についての南鬼の考えを一方的に聞かされているところだった。

「──ということで、東条の姫には側室として南条へお越こし頂きたい」

　南条昴の話は直哉の話とほぼ同じであった。違ちがっているのは、同盟が組まれなかった場合を口に出して語らなかったことだ。

　しかし言葉にせずとも、東条の長を前に胸を張って堂々としている姿から絶対的な自信が感じ取れた。同時に、東鬼への侮ぶ辱じよくも所々にある。

　東条の事情を知って友好的な同盟を求めているのであれば、最後の言葉は決して条件に加えられないはずだ。

　克彦は花姫の母で自身の妻である正室だけを愛し、側室を迎えなかった。元より妻を複数娶めとるという考え自体が克彦にとって嫌けん悪お以外の何物でもないのだ。

　それなのに、大切に慈いつくしんできた愛まな娘むすめを同盟の駒こま──人ひと質じちとして南条の、しかも側室として寄よ越こせとは。

　これ以上の侮辱はないとばかりに、克彦は無表情を保ったまま腸はらわたが煮にえくり返っていた。

　それが東条の家臣達にも伝わっており、一様に困こん惑わくした面おも持もちで二人の会話を聞いていた。

　そんな家臣達の視線に気付いた克彦は何とか憤いきどおる感情を抑おさえ、手元にある同盟申し込みの書状に再度目を通した。

　この書状は確かに南条昴に渡され、南鬼一族を統治する南条の長おさの印が押されている。本物か偽にせ物ものかとなれば、間ま違ちがいなく本物だろう。

　だが克彦はこの書状と南条昴の話が、どうも腑ふに落ちていなかった。

　克彦の記き憶おくが正しければ、当代の南条の長は南鬼にしては消極的で相手を激情させるような真ま似ねはしない。良く言えば慎しん重ちような男だった。

「話は分かった。だが東鬼の命運を賭かける大事な同盟のため、すぐには答えを出せない」

「それは重々承知の上です。なので、返事をお待ちしている間の過ごし方を自分で考えました」

「過ごし方？」

　子供が何か面おも白しろい物を見つけた時に似た表情に、無表情だった克彦が僅わずかに眉まゆを寄せた。

　長期の滞たい在ざいを当たり前だと考えている言葉も気に障さわったが、それよりも何倍も面めん倒どうで嫌な予感がしたのだ。

「ええ。風の噂うわさによると、東条では姫ひめ君ぎみの婿むこを選んでいる最中だとか？　ちょうど良いではありませんか。僕がそこに参加しても問題ありませんよね？」

　案の定、南条昴が滞在中の楽しみとしているのは克彦にとって頭痛の種となることだった。

　一体どこから婿候補の噂を耳にしたのかは分からないが、目の前の少年は体ていのいい暇ひま潰つぶし感覚としか捉とらえていない。

「婿候補達には強ごう引いんな手で迫せまらぬよう言い聞かせてある。貴き殿でんにはそれが守れるのだろうか」

「逆に東条殿は僕が守れないと思われるのですか？　御心配には及およびません。僕には妹姫がおります。母は違いますが、若い娘むすめの扱いは心得ているつもりですよ」

　南条昴から出た妹姫の話題を聞き、克彦は彼の家族構成を脳のう裏りに浮うかべた。

　確か当代の南条の長には正室が一人と側室が二人いて、それぞれが子を産んでいるはずだ。正室の子が長子で嫡ちやく子しとなっており、目の前の彼は側室の子だったと思い出した。話題に上がった妹姫は、残る側室の子だ。

「こちらに直系の男おとこ鬼おにがいらっしゃれば、妹を正室として召めし上げて頂きたかったのですが」

　残念です、と子供らしい笑え顔がおで残ざん酷こくな言葉を紡つむぐ南条昴へ、隠かくしきれなかった克彦の殺気が一いつ瞬しゆんだけ飛んだ。

　花姫は次男の側室という地位に据すえ置くのに、妹姫は正室になる器うつわだと無む邪じや気きに語る口を縫ぬい付けてしまいたいと思った。

　だが相手は南条の長の名代。傷を付けてしまえば、西鬼の前に南鬼と一戦を交えることになってしまうのだ。

「要は、嫌がることをしなければ良いのでしょう」

　婿候補達には、無む理り矢や理り手て籠ごめにしようとした時は容よう赦しやしないと脅おどしている。だが同じことを言っても、この少年が従うとは思えなかった。そもそも婿候補達とは立場や地位が違うのだ。

「随ずい分ぶんと婿に選ばれる自信があるようだが、何か策でもおありか？」

「策なんてありませんよ。こういった争いの勝者は最初から決まっているものです。意味はお分かりでしょう？」

　南条昴がじっと見つめた先には、南条から東条へ宛あてた同盟の書状がある。つまり、名目上は婿選びに参加してやるので花姫が嫁とつぐ口実と結びつけろと言っているのだ。

「もちろん、僕は東鬼へ婿として参る気は少しもありません。東条の姫との間に生なした子を跡あと継つぎとして渡わたすことは可能ですが」

「「「──っ」」」

　家臣達の中にも、己おのれの膝ひざの上で拳こぶしを強く握にぎりしめて耐たえている者がいる。

　静かに二人の言葉に耳を傾かたむけていた裡念は目を細め、その隣となりに座る蒲生は今にも爆ばく発はつせんとばかりに顔を真っ赤にしていた。

　天てん井じよう裏うらでは警護にあたっていた忍しのび達が懐ふところの暗器に手を伸のばそうとする始末だ。むろん、それは同じく天井裏に潜ひそんでいる忍しのび頭がしらの吾妻に視線で止められていたが。

「では、同盟について東鬼側の意見がまとまるまで滞在させて頂きます。早まった決断をせず、じっくりお考えくださいね」

　と、そんな彼らの感情や視線をものともせず、勝者のように高笑いしながら南条昴は広間から出て行った。

　そしてその後ろ姿が完全に消え足音も遠方へ遠ざかった頃ころに、克彦は先さき程ほどまで動かさなかった表情を憤ふん怒ぬのものへ豹ひよう変へんさせて拳を床ゆかへ叩き付けた。

　ダンッ、とありったけの怒いかりが込められた拳は室内に大きな音を響ひびかせた。克彦の眼めは怒りによって血走っている。

「若造が人の足あし下もとを見やがって……。花を南条へ寄よ越こせだと？　しかも次男の側室に!?」
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　南条昴の話を聞いて、誰だれもが思ったことを感情のまま叫さけんだ。

　克彦はこれほどの侮辱を受けたことは一度もなかった。子が娘しか生まれなかった時も側室を娶らなかった時も周りに責められたが、今この時ほどの悔くやしさを覚えたことはない。

　更さらには南条の血を引いた子を東条に一人分けてやると言ったのだ。それは南鬼の属国になれと命令しているのに等しい。

　これにはさすがの家臣達も怒おこらずにはおれず、口々に南条昴の態度への悪態が出る。だが何故なぜか、同盟を断ろうという意見は出なかった。

　つまり、この侮辱に耐えることと同盟は天てん秤びんにかけると同じ重さなのだ。それを否定できないから克彦もこの場で怒いかりを吐はき出すことしかできない。

　そして最終的に、東鬼の未来と花姫を天秤にかけた時に傾くのは、きっと──。

「克彦様、熱くなられてはいけませぬ。落ち着いて下され」

「っ、裡念？」

　そこへ凜りんと響いたのは、周りと違い普ふ段だん通り落ち着いた声こわ色いろで口を開いた裡念の声だった。

　克彦を見る眼は激情も憂うれいもなく、ただ静かに現実を見定めようとしていた。その視線を受けて、克彦はようやく自分が南条昴の言葉に翻ほん弄ろうされ切っていたことに気付いた。

　その眼に長として堂々としている時の強い光が戻もどり、裡念は満足げに自じ慢まんの髭ひげを撫なでた。隣で鼻息の荒あらくなっている蒲生も、裡念の冷静さを見習って心を落ち着かせようとしている。

「同盟の件はよく吟ぎん味みして結論を導きましょう。それに、克彦様も南条殿どのと話をしていて気になる点があったのでございましょう？」

「そうだな。よし、吾妻はいるか」

「は、ここに」

　待機していた天井裏から傍かたわらに姿を見せた吾妻に、克彦は長らしく堂々と命令を口にした。

「藤見……兄の方を今すぐここへ連れて来い。それと、弟の恭には俺の言葉を伝えろ」

　滅めつ多たに呼ぶことのない弟子でしの名が出て、裡念は「おや」と言葉を漏もらした。

　翻弄されることはなくなったが、南条昴の思い通りにはさせないと別の意味で闘とう志しを燃やす克彦を見て、こっそり溜ため息いきを吐くことになる。

「（こりゃいかん。完全に目が据わっておるわい……）」

　同時に、視線だけで人を殺あやめてしまいそうな克彦の様子に、八つ当たりの対象になるであろう弟子の恭に向かって心の中で合がつ掌しようしたのだった。
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　キョウ様の兄である直哉さんが案内してきた南鬼一族を統すべる「南条家」の次男、南条の王子様──昴くんが東条に来てから城の雰ふん囲い気きが変わった。主に悪い方向へと。

　直哉さんが教えてくれた通り、昴くんは花姫様を自分の側室として迎むかえることを条件に東条へ同盟の申し込みをしたらしい。

　そして肝かん心じんの同盟の話だが、未いまだ家臣達の間で話し合いが行われていて決定には至っていない状態だ。

　南鬼の脅しに憶おくするなという意見もあれば、西鬼の脅きよう威いを退けるためにも南鬼の話を考えるべきだという意見もある。

　南鬼に手を借りずとも西鬼を相手にできるという猛者もさもいるが、何度も物議を醸かもしている内に、大人しく花姫様に輿こし入いれしてもらおうと考えている者が出始めた。

　同盟という面だけ見れば友好的だと考えても良いだろう。

　だが問題はやはり花姫様のことで、長おさはこの部分を何とか別の条件に変えられないかと師し匠しよう達と懸けん命めいに案を出し合っている。

「（政略結けつ婚こんってやつかぁ）」

　日本でも昔はそういった婚こん姻いんの方法はあったので、この世界にも同じ考えが根付いていても違い和わ感かんはない。でも、政治の駒こまのように花姫様が扱あつかわれそうになるのを見て悲しくなったのと同時に、苛いら々いらした。

　俺は花姫様を恋れん愛あい結婚させてあげたくて、婿候補との橋はし渡わたしになるべく男鬼に慣れる訓練を花姫様と共に積んできた。全すべては花姫様を幸せにしてあげたいという感情からだった。

　それが昴くんの登場で一気に水の泡あわになりつつある。

「（花姫様も元気がなかったしなぁ）」

　当事者であるため、花姫様にも南みなみ鬼おにから同盟の申し入れがあることが伝えられていた。もちろん、その条件が花姫様の輿入れだとも。

　何とか元気づけてあげたいが、俺が花姫様の様子を気にしてそわそわしているのに気付かれ、逆に気き遣づかわれてしまう始末だ。

　そんな微び妙みような時間を過ごしつつ、俺は今、奥おく御ご殿てんにある花姫様の部屋の内庭に佇たたずんでいた。

　俺がこの場所にいる理由は、長から「花の護衛として暫しばらく行動を共にしろ」と命を受けたからだ。あれだけ俺を毛け嫌ぎらいして花姫様に近づくのを妨ぼう害がいしようとしていたのに、まさかの掌てのひら返がえしにビックリである。

　その旨むねを伝えにきた吾妻さんに「誰か他ほかの方とお間ま違ちがえではありませんか？」と尋たずねてしまったくらいだ。

　今では師匠と同じように滞たい在ざい用の部屋を与あたえられ、陽太と二人で利用させてもらっている。

　まぁ、花姫様を何から護衛すれば良いのかは理解しているつもりだ。

　俺が何を気にしなくてはならないか。それはここ数日の間に東条での態度が横暴になりつつある客人、南条昴くんだった。

　用意された部屋が気に入らない、使用人の態度が気に入らない、食事が合わない。もはや目に付いたこと全てに気に入らない理由をこじつけている感じだった。

「お待ちください南条様！　こちらは奥御殿となっておりますので、許可のない方は──」

「無礼な、僕は婿むこ候補の一人だぞ。東条の姫に会いに来て何が悪いんだ」

　ほら噂うわさをすれば何とやら。

　今日も今日とて、昴くんは花姫様に会うべく奥御殿の包ほう囲い網もうを突とつ破ぱしようと突つき進んでくる。

　いつもは東条が護衛として昴くんに付けた忍にん者じやや、奥御殿の警備を担当している武士や忍者達に入り口付近で止められている。

　花姫様に会うつもりなら事前に話を通せと何度進言しても、思いついたように突とつ拍ぴよう子しもなく踏ふみ込んでくるのだ。

「（これで通算何度目だろう？）」

　そう思いながら俺は内庭から縁えん側がわへ上がり、もし昴くんがここまで来た時に進路を妨害できるよう、通せんぼする。

　そんな俺の視界に、色素の薄うすい髪かみをした美少年が映り込んだ。──昴くんだ。

　こうして奥御殿の中なか程ほどまでズカズカと進んでくるのは初めてなので、少し驚おどろいてしまった。今までは声が届く範はん囲いに入り込んでこなかったからだ。

　それが何故今回に限って進入を許してしまっているのか。困り果てた昴くん付きの使用人達の顔を見て、また無理を通したのだと理解する。

　少し駄だ々だを捏こねれば何でも自分の思い通りに運ぶと考えている節が透すけて見えて、どうも昴くんのことが好きになれなかった。

　しかし感情をそのまま昴くんにぶつけるわけにはいかない。なので、俺は目前まで迫せまった昴くんの前で進行を遮さえぎり、にっこりと笑え顔がおでの対応を心こころ掛がけた。

「南条様、ここから先は許可のない方のご訪問はお断りしております」

「許可ならあるさ。僕が通って良いと思っているんだから、誰だれも邪じや魔まできないはずだ」

　このわがままぷーめ！　と心の中で言いながら、俺は表面上笑顔を保ち続ける。

　斜ななめ後ろで妨ぼう害がい第だい二に弾だんとして控ひかえている陽太や、花姫様の側そばに付いて妨害第三弾となっている千代さんからイラッとした空気を感じ取った。二人とも沸ふつ点てんが低すぎる。

　当然、俺に進行を邪魔された昴くんも苛々しているようだ。身長差のせいか、かなり低い位置から俺を睨にらみ上げている。でも俺は憶おくするわけにはいかない。

「私の言う許可とは、長である克彦様の許可でございます。南条様の許可ではありません」

「僕に逆らうとは良い度胸だな。名は何だ？」

「……恭と申します」

「ふぅん。家名は？　身なりからして単なる武士ではないだろ」

　昴くんの質問に、ぐっと言葉が詰つまってしまったのは直哉さんから聞いた話のせいだった。

　直哉さんから東条までの道中、藤見だからという理由で嫌いやがらせを受けたと聞いている。

　それが本当なら、今俺が藤見の出身だと名乗れば、俺だけでなく陽太も一いつ緒しよにいびられることになるだろう。

　だが花姫様に会わせるよりマシだ。陽太と二人であれば多少の無理難題にも耐たえられると思うし、矛ほこ先さきが分散されるなら一人当たりの疲ひ労ろうも少ない。

　巻き添ぞえになってしまう陽太には悪いが、今度思いっきり頭を撫なでてやることに決めて俺は自分の家名を名乗るために口を開いた。

「南条様。花姫様がお会いしたいとおっしゃっておりますので、お部屋へご案内致いたします」

　だがそれは、言葉を発する前に後ろから発せられた不ふ機き嫌げんそうな女性の声に遮さえぎられた。

　振ふり返ると声の主である千代さんが、苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔で立っている。普ふ段だんの忍しのび装しよう束ぞくではなく、小こ袖そで姿となっており使用人の一人を演じているらしい。

　俺は千代さんの言葉を受け、視線だけで真意を確かめた。その目配せに気付いた千代さんは小さく頷うなずいて肯こう定ていしたが、花姫様にかなり反対したのか相当不本意な様子だ。

「最初から素す直なおに歓かん迎げいすれば良いものを。まぁいい、案内しろ」

「……畏かしこまりました」

　基本的に気分屋で単純な性格なのか、昴くんは花姫様に会えることになって下降気味だった機嫌を上向きに変えた。

　このように私室へ他者を招き入れるのは特例だ。

　普ふ通つうならば客人は茶室で迎むかえるのが常識だ。私生活を送る場所への訪問はよほど親しい人しか許されておらず、俺も護衛の任務以外で花姫様と会う時は茶室へ招かれていた。

　それが、昴くんのあまりの横暴ぶりに折れた花姫様が騒さわぎを収めるため仕方なく入室を許可したのだ。

　嫌いや々いやであることを昴くんが理解しているのか怪あやしいので、俺と陽太は昴くんが不ふ貞ていを働かないよう、監かん視しの意味も込めて部屋の入り口近くに座した。当然、花姫様の側には千代さんが控えている。

「へぇ～、東鬼一の美び姫きだと聞いてはいたが、噂は本当のようだな」

　入室の挨あい拶さつもなく、花姫様を見て漏もらした昴くんの感想は率そつ直ちよくだった。

　確かに花姫様は巷ちまたでは「東鬼一の美姫」と謳うたわれており、俺も初めて会った時は噂に違たがわぬ美び貌ぼうを持ったお姫様だと感かん嘆たんの息をついたものだ。

　普段は桃もも色いろ等の女の子らしい打ち掛かけを着ているが、今日は薄うす紫むらさき色いろと落ち着いた装よそおいをしている。俯うつむいた表情に哀あい愁しゆうが漂ただよっているせいもあって、更さらに花姫様を儚はかなげに見せていた。

　ふんわりと花が綻ほころぶように可愛かわいらしく笑ういつもの花姫様と違い、静せい寂じやくの中に神聖な一輪の花が佇んでいるような雰ふん囲い気きを醸かもし出している。その違いに、俺の心臓は激しく脈打った。

　──が、そう感じたのは俺だけではなかった。

「そこの護衛の男達と使用人の女、下がれ」

「「「は？」」」

　野の良ら犬を追い払はらうような仕草で俺達の退室を命じた昴くんに、間の抜ぬけた声が三つ重なった。

　部屋の中を無ぶ遠えん慮りよに進み、昴くんは花姫様の正面に腰こしを下ろした。その距きよ離りは対談するには思いの外近く、花姫様も身をよじって少しでも距離を取ろうとしている。

「今のは退室のご命令でしょうか。ならば、従うわけにはまいりません」

「姫様が南条様をお招きになったのは話をするためです。それ以上何をお望みなのでしょう」

「何って、婚こん姻いん前の男女が二人きりになるんだ。察しろよ」

　俺と千代さんが首を振って命令を拒きよ否ひするが、昴くんは人目も気にせず花姫様に触ふれようと手を伸のばした。

　一見すると美男美女でお似合いに見える者同士かもしれないが、真っ青な顔色で震ふるえあがった花姫様から大きな拒きよ絶ぜつの念を感じる。これはマズイ。

　涙なみだ目めになっている花姫様を早く救出せねばと、俺は座していた場所から立ち上がって大おお股またで二人に近づいた。

　だが、昴くんの手は花姫様に向かっていく。その眼めは熱に浮うかされており、口こう端たんは不気味な弧こを描えがいていた。

「お止やめください！　わたしは南条様に嫁とつぐと決めたわけではっ……」

「どうせすぐに決まることだ。その前に僕が自分の側室をどうしようと構わないさ」

「や、やだ、それ以上近づかないでっ」

「おっと、危ない。気弱そうに見せて油断させておいて、僕に危害を加える気とは」

「い、いた……！」

　咄とつ嗟さに振り上げた花姫様の腕うでが、昴くんに難なく摑つかまれて軽く捻ひねられた。

　まさか女性相手にそんな行動に出るとは思っていなかったので、昴くんの行動に愕がく然ぜんとしてしまった。同時に、脳内で何かが焼き切れそうになる音が響ひびいた。

「気の強い女は嫌きらいじゃないが、逆らわれるのは嫌いだ。どちらが上か思い知らせてやろうか」

　だが昴くんは、怒いかりで今にも襲おそい掛かかりそうな千代さんにも、部屋の置き物を投げつけようと動く陽太にも、ブチリと堪かん忍にん袋ぶくろの緒おをブチ切った俺にも気付かず。

　昴くんが嫌な笑顔でそう言って、花姫様へ向かって自分の手を振り上げた、その次の瞬しゆん間かん。

「うわぁっ！」

　気が付けば俺は、昴くん──もう呼び捨てでいいや。南条昴の腕を摑み上げて、部屋から内庭へ放ほうり投げていた。

　花姫様の部屋から見える美しい庭に、これまた容姿の整った少年が加わることとなったが場の空気は最悪だ。

　力加減を一いつ切さい考えずに投げ飛ばした少年の身体からだは地面で強打され、庭の砂利じやりや土で装束が汚よごれた。打ち付けた衝しよう撃げきと体にできた擦すり傷に顔を歪ゆがめている。

「痛っ～……。貴様何をするんだ！」

「それはこちらの台詞せりふだ」

「──っ!?」

　逆上して乱れた呼吸を落ち着かせて口にしたはずの言葉は、俺が予定していた以上に低いものになった。

　先程まで笑顔を心掛けていた俺が表情をなくしたことに戸と惑まどったのか、一いつ瞬しゆんだけ南条昴の身体が大きく震えた。

　だがそんなことを気にも留めず、未いまだ地面に転がったままの南条昴の前に俺も下り立ち、牙きばを剝むく猫ねこのように怒りを露あらわにする彼を見る。

「ぼ、僕にこんなことをして、ただで済むと思っているのか？」

「手打ちは覚かく悟ごの上で投げ飛ばした。しかるべき罰ばつは受けるが、先に俺がお前を罰してやる」

　彼の胸むな倉ぐらを摑んでから無む理り矢や理り立ち上がらせ、身長差を利用して睨み下ろすようにして凄すごみをきかせた。

　彼が南みなみ鬼おに一族でも特に位の高い人物だと分かっているが、見過ごすことなど許されない。

　女性に暴力だと？　それは俺が自分の中で絶対に犯おかしてはならないと定めている罪の頂点に君臨する項こう目もくだ。

　それにこの小こ僧ぞう、一度くらい誰だれかが本気で痛い目に遭あわせなければ同じことを何度も繰くり返すに決まっている。花姫様に暴力？　ふざけるなよ。

「放せ、この無礼者！　僕は東条の客人なんだぞっ」

「客人なら客人らしく振る舞まって欲しいものだな。東条の姫に手を出そうだなんて、いくら客人でも許されることではない。身の程ほどを弁わきまえろ」

「な、拒否されなかったのだから止める必要はなかった！　それにどうせ僕の側室になる女だっ。跡あと継つぎのいない国の姫なんて他国に嫁ぐしか利用価値がないじゃないか！」

　ほら、思った通りだ。花姫様を自分のものだと思っているし、東鬼のことも馬ば鹿かにしている。今の発言を長おさが耳にすれば外交に大きな傷が生じることくらい分かるはずなのに。

　それと、彼の言う拒きよ否ひ云うん々ぬんの件は恐おそらく女鬼が使える護身の三術のことだろう。

　女鬼は危機や嫌けん悪おを感じた時に自分の身を守るべく、男鬼に反応──つまり護身の術で拒否をするのだ。しかし花姫様は、未だその術を使うことができない。

　俺が見ている限りでは、パニックに陥おちいって術を発動するどころではない様子だった。

　……そんな花姫様を冷静に観察していた自分にも反へ吐どが出る。もっと早く花姫様を助けに入るべきだった。そうしていれば、これほどまでに恐ろしい目に遭うことはなかったのに。

　お姫様だからって、こんな風に理り不ふ尽じんな理由で乱暴を受けて良いはずがない。この世界が現代日本なら、花姫様は勉強や遊びや恋こいに忙いそがしい時期の女の子だ。

　仕方がないとは言え、そんな年とし頃ごろの女の子が見合いで結けつ婚こん相手を決めるなんて酷こくな話だと思った。だから俺は見合いという枠わくで婿むこ候補を見るのではなく、恋れん愛あい対象として見方を変えてみれば少しは違うかもしれないと思ったのだ。

　それがすぐに無理ならば、少し会話をする程度で異性に慣れていけば良い。結婚相手だと思うから嫌いやな気持ちに拍はく車しやがかかっているなら、花姫様が幸せになれるよう俺が彼女自身や周りの環かん境きようを変えてやろうと思った。

　俺と出会った時の花姫様は姫ではなく、下げ賤せんな男に言い寄られて困る弱々しい女の子だった。

　師し匠しようの手伝いで花姫様のもとへ伺うかがうようになって、色んな話をした。食べ物は何が好きか。色は何色が好きか。季節は何が好きか。動物は好きか。他ほかにも聞きたいことは山ほどある。

　四季折々の景色を一いつ緒しよに楽しむのも良い。あまり外出を許してもらえないと語っていた彼女を連れて、城下町を二人で歩くのも。

　俺の中で花姫様は最初から東条のお姫様ではなく、慈いつくしむべき可愛い女の子だ。

「姫じゃない」

「は？」

「花姫様は東条の姫である前に、俺が身を挺ていしてでも守るべき大切な女の子だ」

「な、何を言って……」

「お前のような権力を振ふりかざして威い張ばるしか能のない、勘かん違ちがいをした子供が易やす々やすと手を出していい人ではない」

　暴言とも取れる最後の言葉は、胸倉を摑んだままぐっと南条昴の耳元へ唇くちびるを寄せて囁ささやいた。

　彼以外の耳に入らないよう伝えた言葉を反はん芻すうしているのか、耳元から離れて再び互たがいの額が触れ合いそうになるくらいの距離で睨にらみを鋭するどくすると、ゴクリと唾つばを飲んだ音がした。

「お前まさか、家臣の分際で……ぐぅっ！」

　摑んでいる手に力を込めれば、途と端たんに南条昴が苦しそうに顔を歪めた。摑み上げた着物が呼吸器官を塞ふさいで空気を吸い込めないようだ。

　さっきまで俺達を馬鹿にしていた顔が苦く渋じゆうに歪む様がおかしくて、自然と口端が上がった。

　──しかし。

「一体何の騒さわぎですか。ここは奥おく御ご殿てんですよ」

　突とつ然ぜんそこへ、凜りんとした女性の声が響いた。

　声の方向へ目を向けると、息を切らした複数の使用人と俺達を窺うかがい立つ東条の忍にん者じや達。そしてその中から一歩前に出たのは、身分の高そうな初老の女性だった。この人が声の主のようだ。

「（でも、こんな人お城に居たっけ……？）」

　と頭の上に疑ぎ問もん符ふを浮かべたまま、成り行きを見守っていることしかできない俺を余所よそに、よく通る声で彼女は淡たん々たんと言葉を紡つむいだ。

「どなたに手をあげているのか、己おのれで理解しているのですか」

　声が静まり返った場に広がり、止まっていた時間が再び動き出したような感覚を覚えた。だが意志の強そうな瞳ひとみが俺を貫つらぬくように見み据すえていた。

　その視線と言葉に自分が何を摑んでいるのかを思い出した俺は、慌あわてて南条昴の胸倉から手を離した。

　ずるりと力なく地面に膝ひざをつく南条昴が、肺に空気を取り込んで激しく咳せき込む。

「ゴホッ、ゴホッ……！　貴様、ふざけっ……ゴホッ！」

「お前達は南条様を医師のところへお連れしなさい」

　初老の女性の指示に、困こん惑わくした表情の使用人達が慌てて顔を上げて南条昴の身体を支えて奥御殿から去って行った。

　残された俺は、未だ俺から目を逸そらさない初老の女性を同じように見返した。

「あ、貴女あなた様は……」

　呟つぶやいたのは、花姫様の部屋から顔を覗のぞかせた千代さんだった。

　どうやら千代さんはこの女性と顔見知りのようだ。女性を見て目を大きく開いたあと、深々と頭を下げたまま小さく身体を震ふるわせている。

　普ふ段だんの勝ち気な千代さんからは想像もできないほど大人しい態度に、二人の力関係が窺えた。

「（あの千代さんが恐れるなんて……）」

　この人物は一体何者なのだろうか、と俺と陽太は顔を突つき合わせて首を捻ひねった。

　ちょうどその時。ドカドカと大きな足音を立てて、こちらへ向かってくる一行が長い廊ろう下かの先に確かく認にんできた。

　姿を現したのは、後ろに師匠や吾妻さんを引き連れた長だった。ただその形相は般はん若にやの如ごとく怒いかりを伝えて来る。

「一体何の騒ぎだ！　南条が医務室に運ばれるなんて、何があったのか説明しろ!!」

「克彦様、少し声を抑おさえなさいませ。騒いでいるのは克彦様のみでございます」

「馬鹿を言うな小こ萩はぎ！　この大事な時期に客人が害されたんだぞ!?」

「大声を出すだけで物事が解決するのであれば、子供でもできます」

「くっ……。とにかく、何が起こったのか説明しろ」

　口を噤つぐんだ長は、女性を言い負かすことはできないと判断したらしい。

　千代さんと同じように長達も女性と知り合いのようだ。名前は長の言葉から小萩さんらしい。

　長に返事をしつつも、ピンと背筋を伸のばしているので年ねん齢れいを感じさせず凜り々りしくある。

　気き後おくれせず長と会話している様子を見るに、最初の印象通り使用人の中でもかなり偉えらい人のようだ。使用人頭がしらや、教育係なんかがぴったりな職業だと思った。すごく厳しそうだけど。

「理由は当事者に尋たずねるのが一番でしょう」

　ここで初めて、小萩さんが俺へ再度目をよこしながら朗ほがらかに微笑ほほえんだ。しかし眼めだけは、眼の奥だけは非常に冷たいものを含ふくんでいる状態で。

　その視線を受けた俺はその場で膝をつき、地面に額が付くのもかまわず頭を深く下げた。少し遅おくれて同じく内庭の地を踏ふむ音と衣きぬ擦ずれの音が耳に届き、陽太も俺に続いたのだと感じた。

「藤見と篠崎……？　その行動、南条に危害を加えたのはお前達だと解かい釈しやくするが違ちがいないか」

「僭せん越えつながら申し上げます。南条様に手を上げたのは私のみで、この者は関係ありません」

「いいえ、主が動かねば私が同じ行動を取っておりました。私にも罪がございます！」

　陽太が俺の後ろから必死な声でそう訴うつたえているが、直接手を出したのは俺だ。危害を加える思考だったからと言って、何もしていない者が処しよ罰ばつの対象とはならない。

　逆を返せば、対象者にとっては残ざん酷こくな結果になるのだが。

　俺達の様子から、この報告が噓うそ偽いつわりでないと判断した長は獣けものが唸うなるように低い声を出した。

「子細は南条に付けていた忍しのびから聞き出す。藤見、お前は暫しばらく牢ろうに入っていろ」

「そんな、恭様に落ち度はございません！　どうかお考え直し下さい!!」

　またもや長の決定に声を上げたのは陽太だ。だが俺の心情としては、火の粉を被かぶるのは自分だけにしたいと考えていた。

　もともと従者である陽太は俺と身内であるような扱あつかいになる。だからこれ以上口を挟はさめば、陽太もただでは済まされなくなるのだ。

「ほう、藤見は一族の長の客人を傷つけて良いと教育しているのか」

「そんなことはっ……」

「違うなら黙だまっていろ。従者一人が騒いでも藤見の牢行きは免まぬがれない」

「お、お待ち下さい、藤見様はわたしを助けて下さったのですっ。咎とが人にんなどではありません！」

　だが今度は、今にも泣き出しそうな表情と声こわ色いろをした花姫様が姿を現した。身体からだが震えるのを必死に堪こらえて懇こん願がんする花姫様を見て、胸の奥が熱くなった。

　あんな風に男に迫せまられて、怖こわくない女の子なんていないはずだ。俺の免めん罪ざいを求めるより自分が負った心の傷を癒いやして欲しいと、強く願う。

「どんな理由であれ、越こえてはならぬ一線という物は存在する。今回こいつはそれを破ったんだ。罰ばつを受ける必要がある」

　いくら愛まな娘むすめだからと言っても、長おさがこの決定を花姫様の訴えだけで撤てつ回かいすることはない。

　俺が南条昴に手を上げたのは事実であり、それが個人の問題で収しゆう拾しゆうできる範はん囲いではない。だから正当な処罰を長が下すことになる。

「藤見」

　──ガッ！

　名前を呼ばれて長の方へ顔を上げると、頰ほおに鈍にぶい衝しよう撃げきが走って口の中に血の味が広がった。

　一いつ瞬しゆん目の前を火花が散ったような感覚を覚えたが、じわじわと熱をもって広がる鈍どん痛つうに自分が長に殴なぐられたことに気付いた。

　花姫様が短い悲鳴を上げて泣いているが、衝撃で一時的に脳の処理が遅れているので彼女を安心させるために微笑んであげることは敵かなわなかった。

　鈍くしか働かない頭を何とか元の位置に戻もどして三度長を見上げると、長は吾妻さんがいつも背負っている忍しのび刀がたなを投げ返していた。

　手ごろな鈍どん器きがなかったので、それで俺に罰を与あたえたようだ。

「（なるほど、そりゃあ痛いはずだ）」

「処しよ遇ぐうが決まるまで牢へ放ほうり込んでおけ。決して外へ出すなよ」

　身体の底から冷えるような声、とはこういうことを言うのだろう。

　この場から逃にげ出したい気持ちが湧わき上がってきたが、自分の行動が間ま違ちがっていたとは思わなかったので抵てい抗こうは止やめた。

　何も言わないが、俺を心配そうな表情で見ている師し匠しように目を伏ふせることで謝罪し、近寄って来た忍者二人に身を任せる。

　無抵抗なのが考こう慮りよされたようで、さすがに後ろ手に縛しばられるということはなかったが、両りよう腕うでを捕つかまれての移動となった。

　どうやら今から、人生初の牢ろう獄ごく生活へ突とつ入にゆうするようだ。

　俺はどうなるのだろう、と特に慌てることもなく意外に冷静な自分に少し笑えた。
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　木製の格こう子しで区切られた部屋の中に入れられたが、木箱が置かれていたり寝ね藁わらが敷しかれてたりと、牢というより物置小屋のような場所だ。

　縄なわや鎖くさりを巻かれることもなく単に放り込まれただけだ。たぶん長は南条昴の手前、俺を牢へ放り込む指示を出さなければならなかったのだと思う。

　むしろ他国の王子様に手を上げておいて、この状じよう況きように収まっているのが異例なくらいだ。まぁ、これから長が俺の処罰を決定するのかもしれないが。

　だが微み塵じんも後こう悔かいしていない自分に気付き、俺は乾かわいた笑いを牢の中で漏もらした。長に殴られた傷が痛むが、我が慢まんできないほどではない。

「恭様……」

　そんなことを考えていると、いつの間にか陽太が情けない顔をして格子を挟んだ正面に立っているのに気が付いた。

　牢の中に居る俺よりよっぽど悲ひ愴そうな顔をしていて、病人と見間違うような顔色をしている。

「何だ、脱だつ獄ごくの手伝いにでも来たのか？」

　その様子があまりにも普段と違っていたので、少しおどけてみせれば悲しそうな表情が少しだけ和やわらぐ。

　もちろん脱獄云うん々ぬんの話は冗じよう談だんだ。長が本気で俺を罰するのであればこんな場所は選ばないだろう。それに、牢の入り口に鍵かぎが掛かかっていないことなど最初から気付いていた。

　陽太は俺が自分の想像以上に元気なのに安あん堵どしたのか、ずるずると気が抜ぬけたように座り込んだ。牢の中に入ってこないのは、無断で罪人を逃がそうとしたと判断されないためだ。

　と言っても、互たがいを格子が阻はばんでいるので俺から見れば陽太も牢の中に入れられているように見える。主従で揃そろって牢の中とは、とんだ仲良しさんだ。

「そういえば、最近は忙いそがしくて陽太とゆっくり話す時間がなかったな」

「先生のお手伝いが増えましたからね。ここ数日は特に人使いが荒あらかったように思います」

　寝藁の上に胡坐あぐらをかき、話し込む体勢を取って格子の先にいる陽太へ話題を振ふった。

　師匠や長に言われて城内を駆かけ巡めぐったり、暫しばしお別れだと思っていた花姫様の護衛になったりと目まぐるしく過ぎていったことを思い出して陽太と笑い合う。

　だが俺が陽太から聞きたいのは、そういう話ではない。陽太は俺に巧うまく隠かくしているつもりだが、俺は前々から陽太の笑え顔がおに曇くもりがあるのを感じていたのだ。

　こうしている今も、陽太は出会った当初のような笑みを浮うかべなくなっている。

「なぁ陽太、何か思い悩なやんでいることがあるんだろ。前に西にし鬼おにと戦ってから様子が違うよな」

「っ……申し訳ありません、お気を煩わずらわして──」

「俺は怒おこっているんじゃない。悩みがあるなら打ち明けて欲しいと思っているんだ。己うぬ惚ぼれかもしれないけれど、陽太が悩むのは俺が絡からんでいることが多いだろう？」

　格子という隔へだたりがある以上、俺は陽太に近づけない。だがこの物理的な距きよ離りが今の俺達の心の壁かべを表現しているように思えて、格子の先へ手を伸ばしたい気持ちになった。

　その思いが少しでも伝わって欲しくて、動どう揺ようして瞳ひとみを揺ゆらしている陽太を正面から見つめた。

「こんな中ちゆう途と半はん端ぱなオレが、これからも恭様のお役に立てるのか考えていたのです」

　意を決したように口を開いた陽太の声は、か細くて弱々しかった。

「郷田の地で西鬼と交戦した時、恭様のお役に立てなかった自分を酷ひどく情けなく思いました」

「そんな、陽太は罠わな結界を解除するという役目を全まつとうしてくれたじゃないか」

「いいえ恭様。それは結果論でしかありません。オレはあの時、結界の解除に手間取って恭様の足を引っ張っていたのです」

　俺の言葉を否定するような陽太の話は、心の叫さけびのようにも聞こえた。

「だから尚なお更さら、恭様のために日に日に強くなっていくユキが羨うらやましかったのです。現にユキは恭様を守るために大きな獣に姿を変えることが出来るのに、オレは何も変わらないままです」
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「陽太……」

「いつになれば変わることが出来るのか。それを期待して長い月日が流れました。そして願い叶かなわず絶望して、もう三年になります」

　ふっ、と息を小さく漏らして笑った陽太の表情を見て、俺が考えていた以上に陽太の悩みが深く暗いのだと、やっと気付いた。

　牢の小窓から差す僅わずかな光に照らされた陽太の頰に、一筋の涙なみだが流れた。

「恭様。貴方あなたがお帰りになる前に、オレは貴方に誇ほこれる自分になりたかったのです」

　震ふるえた声で俺の名を呼び、幾いく筋すじも涙の跡あとを残す陽太に何か言ってやらなくてはならない。

　陽太が何に悩んでいるのか、何を感じて絶望しているのか。それを分からない自分を酷く残酷だと思った。

　こんな考えで、どの口が陽太を慰なぐさめようとしていたのだろう。だけどせめて、止めどなく流れる涙を拭ぬぐってやらなくてはと思い、俺は木の格子の先にいる陽太へ手を伸のばした。

　──その時だった。

　小屋の扉とびらが大きな音と共に開き、何者かが中へズカズカと進入してきたのは。

「まさか反省部屋に居たとはな。まったく、無む駄だに地ち下か牢ろうを捜さがし回ってしまったじゃないか」

　そう言いながら偉えらそうに腰こしに手をあてて踏ん反りかえっているのは、俺が先さき程ほど医務室送りにした南条昴だった。

　思わぬ人物の登場に陽太が慌あわてて目元を拭うが、南条昴は獄ごく中ちゆうの俺にしか興味がないようだ。

　彼が格子の前まで歩いてきたので、寝藁に座ったままでは失礼だと思い、立ち上がる。

「ははは、随ずい分ぶんと男前が上がったじゃないか」

　指を差して楽しげに笑う視線の先は、長おさに殴られて痣あざになっている俺の頰だ。

　鏡で確かく認にんしたわけではないが、ほどほどに時間が経過したので腫はれたり変色していたりしても不思議ではない。

　南条昴の反応からして、そのどちらかの変化が起こっているのだろう。あるいは両方とも。

「だが罪人を縄で縛るどころか、牢に鍵を掛けることすらしないとは。東条は本当に僕に謝罪する気があるのか？」

　ひとしきり笑うことに満足したらしく、南条昴が更さらなる因いん縁ねんをつけ始めた。

　長が俺をここに閉じ込めているのは、未いまだ俺の処しよ罰ばつが決定していないからだ。仮の投とう獄ごくに過ぎないため、罪の重さに応じた罰が決まり次し第だい場所を移される。

　だが、感情に任せて首を絞しめ上げたのは駄だ目めだったと自分でも反省しているのも確かだ。

「先程は大変失礼致いたしました。南条様は大事ありませんか？」

　そう口にすると、南条昴はきょとんとして瞬まばたきを多くした。

「少し苦しかっただけだから別に……って、僕への謝罪はそれだけか？」

「他ほかに何か謝罪すべきことがあると仰おつしやりたいのでしょうか」

「おいおい、今お前が謝罪したのは僕に怪け我がをさせた件についてだ。だが僕は東条の姫との逢おう瀬せを邪じや魔まされたことへの謝罪も求めている」

　何言ってるんだ、このわがままぷーめ。

　花姫様に乱暴を揮ふるっておいて未だ当たり前のような顔をして。一体南条家とやらはどんな教育をしてきたんだ。

　残念だが南条昴の希望に添そうことはできない。その件に関しては、部屋を追い出されて当然だと思っているからだ。

「南条様に危害を加えたこと以外、謝罪は必要ないと思っております」

　それが本気なのだと伝えるために、声を低くして最大級の睨にらみをきかせて反論する。

　その態度にこれまた一いつ瞬しゆんだけ怯ひるんだような反応をした南条昴は、すぐにムッと頰ほおを膨ふくらませて鍵の掛かっていない格子の入り口を開けた。

　クイッと動かされた顎あごは、俺に移動を命じているようだ。

　長に投獄を命じられた立場上、俺がここから勝手に移動するのは誰だれの命令が介かい入にゆうしようとも、脱獄と同じだ。

　しかし、その言い訳が目の前の人物に通じるとは思えない。

　これは従わない限り長時間居座って精神的な嫌いやがらせを繰くり返されそうだと思い、早く終わることだけを願って格こう子しの外へ出た。

　数分ほど歩いて連れてこられたのは、大書院の庭先だった。だがその場を的確な一言で表現すれば、切腹場だと思う。

　白幕と竹矢来で三方を囲んでおり、中程に白絹で巻かれた畳たたみが二枚並べられている。その前には白紙屛風びようぶが置かれ、屛風の右手と両りよう脇わきに検使役の座る床しよう几ぎが設置されていた。

「両りよう膝ひざをついて座れ」

　俺へ向けて畳を指差しながら、南条昴は床几の一つに腰こし掛かけた。今は俺達の他に誰もいないが、これが本当に切腹の場ならば大書院の廊ろう下かが地位の高い者の客席になる。

　介かい錯しやく人にんが使う手て桶おけや柄ひ杓しやくまでもが用意されている辺り、冗談と本気の割合が五分五分なのかもしれないと感じた。

「このような場所へ我らを連れて来るなど、何の真ま似ねですか南条様!!」

「何って謝罪をさせるに決まっているだろ。従者は黙だまって主人が頭を下げるところを見ていろ」

　そう言うや否いなや、南条昴は手桶に入っていた水を柄杓で汲くみ、畳の上に正座をしている俺へ頭からかけた。

　ぽたぽたと少量ずつ垂れ流すような掛かけ方がうっとうしいが、この行こう為いが本気で俺に切腹を要求しているのではないと知らせている。

　本当に切腹させるのであれば、切腹人に水を掛けることなどしない。単に俺に嫌がらせをしたいだけなのだと思い、柄杓の水が流れきるのを待った。

「お前、藤見の末すえ息子むすこらしいな。名を聞いた時に家名を言わなかったのは僕を恐おそれてか？」

　その問いに、なるほどと納なつ得とくする。

　直哉さんに嫌がらせをしていたのも、藤見の鬼だからという逆さか恨うらみに近い理由からだった。

　こうしてわざわざ場所を変えて俺へ自分から罰を与あたえるのも、藤見が気に食わないということが大半を占しめているのだろう。

「答えろよ、東条の飼い犬」

　ガッ、と南条昴に手にしていた柄杓で殴なぐられた音が人ひと気けのない切腹場に響ひびいた。

　軽くて耐たい久きゆう力の低い木製の手て酌じやくは殺傷性に欠けるが、殴る場所によっては大きなダメージを与える。

　つまり、今の攻こう撃げきは滅め茶ちや苦く茶ちや痛かったということだ。長に殴られた頰の傷をピンポイントで攻撃しやがって！　あとグリグリするのはお願いだから止やめてぇぇぇ!!

　だが俺は男だ。涙がちょちょ切れそうになるのを歯を食いしばることで耐たえ、濡ぬれて顔に張りついた髪かみの隙すき間まから南条昴を見返す。

「何だ、飼い犬と言われて怒おこったのか？　飼い主に尻尾しつぽを振ふっても相手にされていないくせに、忠義だけは厚いってことか。飼い殺されているのに健けな気げなことだな」

　再び、ガッと同じ場所を殴られて今度は口の中に鉄の味が広がった。塞ふさがりかけていた傷が開き、殴られた場所が熱を持ち始める。ちょっと泣いた。だって痛いんだもん。

　血を飲み込みたくなくて、三度目の打だ撃げきで顔を逸そらしたタイミングに合わせて吐はき出すことに成功した。白絹で包まれた畳に赤い花が咲さき、彩いろどりが鮮あざやかになった。

　それが自分の血によるものだと思うと、何だか笑えてくる。

「何で笑ってるんだよ！　藤見に南みなみ鬼おにとの里境を与えたのも、ただの厄やつ介かい払ばらいじゃないか！」

　子供が癇かん癪しやくを起こしたように喚わめき出した彼だが、その目は動どう揺ようして泳ぎまくっている。

　藤見の境きよう遇ぐうに思うところがあるのだろうか。何かと重ねて見ているような虚うつろな目が、時折虚こ空くうを彷徨さまよって危あやうさを匂わす。

「だけど僕ならお前達を飼い殺すことなんてしない。今からでも遅おそくないから南鬼に付きなよ。僕が巧うまく扱あつかってあげるから。ね？」

　だから頷うなずけとばかりに甘い声を出した南条昴に、俺は首を横に振って拒きよ否ひした。どこからどう見ても、こいつは釣つった魚に餌えさを与えないタイプだからだ。

　誰が好き好んで尻尾をふるか、と嘲あざ笑わらうようにして提案を一いつ蹴しゆうしてやったのだ。

「藤見は東条を裏切らない。何があっても、藤見は東条に忠誠を誓ちかう」

「っ……兄弟揃そろって同じことを言って、馬ば鹿かばかりだ!!」

　何だ、既すでに直哉さんに同じ話を持ち掛けて断られていたのか。弟の俺なら簡単に取り込めると考えたようだが、アテが外れたというわけだ。

「（ざまぁみろ、お坊ぼつちゃん）」

　またもや頰に迫せまって来る柄杓の衝しよう撃げきに備えるため、奥歯を嚙かみしめながら心の中で呟つぶやいた。

　怒いかりのまま柄杓を振り下ろす南条昴の目に、薄うつすらと涙なみだが浮うかんでいるのは見み間ま違ちがいだろうかと頭の端はしで少し考えながら。

「うわっ！」

「……？」

　だがいくら待っても、襲おそってくる予定だった衝撃は訪おとずれなかった。

　反射的に瞑つむっていた目を開けると、茫ぼう然ぜんと自分の手を見つめる南条昴の姿があった。その手には先さき程ほどまで握にぎっていた柄杓がない。

　一体何があったのかと周りを見回せば、円えん筒とう状の部分に黒い塊かたまりが突つき刺ささった柄杓が少し離はなれた場所に転がっていた。

「ごめんなさ～い、手が滑すべっちゃったぁ」

　次いで耳に入ったのは、どこかで聞いたことのある声だ。

　振り返ると、いつか城下町であったオネェ口調の忍にん者じやの姿があった。恐らく柄杓を弾はじき飛ばしたのは、彼が打った手しゆ裏り剣けんや苦く無ないといった飛び道具だろう。

　推測でしかない理由は、オネェ忍者が今にも腰こしの脇わき差ざしを抜ぬき放とうとする陽太の腕うでを押さえつけるのに忙いそがしそうにしているからだ。

　細身で女性らしい仕草が目立つ彼が、ジタバタと暴れている陽太を難なく制している姿に思わず目を見開く。

　きっと陽太はあれ以上俺が殴られるのを我が慢まんできなかったのだと思う。南条昴が柄杓を振りかぶった時に、自分の脇差を抜いて俺への攻撃を止めるつもりだったのだ。

　それを、どこからか現れたオネェ忍者が未然に防いでくれたというわけか。つまりオネェ忍者は陽太の危機を救ってくれたことになる。

　もし陽太が俺のために南条昴へ抜ばつ刀とうしていれば、今度こそ本当に切腹場を本来の目的通りに利用しなくてはならなくなったはずだ。たとえそれが抜刀でなく、鞘さやから抜かない状態だったとしても。

「貴様、何をするんだ！　誰に武器を投げたか分かっているのか!?」

「やだ当たり前ですわ。ただの小者が相手でしたら容よう赦しやなく脳天をブチ抜いてますもの」

　うふふ、と語ご尾びにハートマークが付きそうなほど甘い声で答えたオネェ忍者に、南条昴は口をパクパクとさせて次の言葉が継つげなくなっている。

　相手が南鬼からの客人だと理解した上での行動に、それ以上何を言い返せばいいか思いつかないようだ。

　南条昴による仕打ちの時間が途と切ぎれたことは有り難がたい。だが、次に矛ほこ先さきが向かうのがオネェ忍者になってしまうのではと心配になる。

　彼が有う無むを言わせない雰ふん囲い気きを漂ただよわせているため南条昴は臆おくしているが、すぐに気力を回復して御ご託たくを並べて追つい撃げきを始めるだろう。

　この耐え難い時間に誰だれか終しゆう止し符ふを打ってくれないかと、朱しゆ色いろに染まり始めた空を見上げて終わりを望んだ──。







　そんな俺の願いが神様に通じたのか。複数人が地を踏ふみしめてこちらへ歩みを進めてくる音が俺の耳に届いた。

　俺は、オネェ忍者に解放された陽太によって傷口を診みてもらっている最中だ。

　疲つかれのせいでぼんやりと思考を霞かすませながら確かく認にんした光景に、また牢ろう屋や行きかと小さく溜ため息いきを吐いてしまったのは仕方がないと思う。

　現れたのは、奥おく御ご殿てんで俺を投とう獄ごくすると判断した面々だった。

　集団の先頭に長おさがおり、後ろには吾妻さんや師し匠しよう、小萩さんといった地位の高い人達が並んでいる。

　切腹場へ入った彼らは、何より先に畳たたみの上に座らされている俺を見て、それぞれの眉まゆを中心に寄せたり引き上げたりと表情を変えた。

　確かに人が見て良い思いをする光景ではないだろう。今の俺は何度も同じ箇か所しよを殴られたせいで、ダラダラと口こう端たんから血を流している。

　手て拭ぬぐいで傷を押さえているが、畳や地面に散った赤い点は隠かくせなかった。水を掛けられているので、身なりも悲ひ惨さんなことになっていそうだ。

　長の登場にやっと我に返った南条昴は、腰こし掛かけていた床しよう几ぎから立ち上がって不ふ機き嫌げんさを露あらわにした。

　だが今回は負けじと長も不機嫌さ全開の表情で、年相応の身長をもつ南条昴を見下ろした。

「貴き殿でんには我らが処しよ遇ぐうを決するまでお待ち頂くよう頼たのんだと思うのだが？」

「僕に怪け我がを負わせた罪人を僕が罰ばつして何が悪いんだ」

　開き直った態度に、せめて長には敬語で話す努力をしようよ……と心の中で駄だ目め出だしをする。

　長は相手が若くても南鬼の使者なので、それ用の言こと葉ば遣づかいで会話をしている。なのに、自分がこの場では誰だれよりも権力を持っていると思っている子供は、好き勝手な言葉を紡つむいだ。

　その結果、長の我慢が限界に到とう達たつしても無理はないと思う。

「南条との同盟の件だが、断る方向で考えさせてもらう」

　すっと目を細めた長の言葉が南条昴の耳に届き、驚おどろきで彼の瞳ひとみを見開かせた。

「はぁ？　南鬼の長である僕の父上は、僕に同盟の全権を委ゆだねているんだぞ！　そんな態度で同盟を組んで貰もらえるなど──」

「何か思い違ちがいをしているようだが、我ら東鬼は貴殿らに頭を下げ全すべてを捧ささげてまで同盟を組んで欲しいと懇こん願がんする気はない。それに同盟を結ぶのであれば貴殿では話にならない。もっと聡そう明めいな者を寄よ越こせ」

「な、な……」

　まさか断られるとは考えもしていなかったのか、青ざめたり赤くなったりと、たった数回の会話の中で南条昴が顔色を変えている。

「望みがあるなら少しくらいは譲じよう歩ほしてやっても構わない！　だから同盟を組んで」

「くどい。この話は決けつ裂れつだと南条へ戻もどって報告するんだな」

「ばっ、同盟を断るなんて馬鹿じゃないのか!?　南みなみ鬼おにとの同盟なんだぞ！」

　最終的には顔を真っ赤にして子こ猿ざるが喚わめくように騒さわいでいる彼を見て、気の毒な末路だと少し同情する。だが、そろそろ自分がいくら駄だ々だを捏こねても、この先は思い通りにならないと気付くべきだろう。

　そんな風に南条昴を見る俺の真正面に長が立った。

　未いまだ畳の上だった俺は陽太の手を借りながらも何とか立ち上がり、次の言葉を待った。

「恭」

「っ──はい」

「明日の早朝、南条殿どのを藤見の地へお連れして南鬼の地へお帰りになる姿を見届けろ」

　長の「南条昴追い出し宣言」にも驚いたが、それ以上にまさかの名前呼びに心臓が口から飛び出るかと思った。

　驚きで固まった俺に注がれる長の視線は、今までと違った温ぬくもりがある。

「僕を藤見へ送り返すだと？　冗じよう談だんじゃない、誰がそんな男とっ！」

「この者は東条にとって忠実な家臣だ。重臣の名代を務めるだけの地位は十二分にあるのに、貴殿は何が不満なんだ」

　どうしよう。認められているのは嬉うれしいけど、長の突とつ然ぜんのデレに俺の頭が追い付いていない。

　南条昴が未だ俺を指差して嫌いやだ帰りたくないと訴うつたえているが、今はどうでも良かった。

　俺の頭を占しめているのは、キョウ様の父で藤見家の頭領である義正様に課せられた使命についてだ。

　義正様は藤見が東条の役に立ち、忠義のある家臣だと認めてもらうことを願っていた。それが今、確実に成功への第一歩を踏み出したのだ。

　これは一刻も早く藤見へ戻り、義正様に知らせねばならない。放ほう浪ろう癖へきのある四男がやっと一人前になりました!!

　そんな風に胸を張って報告することを夢見て、頰ほおが痛むのも忘れて今日一番の笑えみを浮うかべたのだった。
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　藤見恭が怪我の治ち療りようのため城内へ連れて行かれるのを見送ったあと、怪我を悪化させる武器となった柄ひ杓しやくに一人の男の手が伸のびた。

　地面に転がる柄杓をひょいっと拾い上げたのは、円えん筒とうの器うつわ部分に刺ささった手しゆ裏り剣けんの持ち主だ。

　水と血液、そして土で汚よごれた柄杓に深々と刺さったそれを抜ぬけば、先せん端たんにまだ乾かわき切っていない血が微び量りように付着していた。

　先に柄杓が水に濡ぬれていたので本来の赤さは随ずい分ぶんと失われている。男はそれを指ですくい取り、笑いを漏もらした。

　頰を薄うす紅べに色いろに染め、うっとりと息を漏らす男の表情は恍こう惚こつとしたものだった。

「何という顔をしているのですか。だらしない」

　男の行動の一部始終を目もく撃げきしていた人物が、不快そうに顔を歪ゆがめて言い放った。

　じゃりっと切腹場の地面で足音を鳴らしたのは、灰色の髪かみをした初老の女性である。女性の名は小萩という。東条の先代の長に仕え、長年の月日を使用人頭がしらとして過ごしてきた彼女は他者にも自分にも厳しいと多くの者に知られている。

　そんな小萩だが、ほんの数日前までは東条に身を置く立場ではなかった。

　小萩は先代の長が逝せい去きよした十年前、裡念とほぼ同時期に辞職して故郷へ戻っていたのだ。

　なのに何故なぜ、再びこの地に立っているのか。それは久ひさ方かたぶりに小萩へ届いた裡念からの文ふみが原因だった。

　文には当代の長である克彦に仕官する運びとなったこと、優ゆう秀しゆうな弟子でしが二人できたこと、先代に共に仕えてきた同どう胞ほうの蒲生の話や東条の近きん況きようが綴つづられていた。

　そしてその中には、かつて小萩が東鬼一の美び貌ぼうの姫ひめへ育つだろうと成長を楽しみにしていた、花姫のことも記されていた。

　心を躍おどらせて小萩は文字に目を通した。だが次の瞬しゆん間かんには天てん啓けいの如ごとく強い衝しよう撃げきを受け、後こう悔かいで胸がいっぱいになった。

　裡念からの文には、「姫が目玉焼きしか作れない娘むすめに育っているので、教育係を紹しよう介かいして欲しい」と書かれていたからだ。

　小萩は知らなかった。

　己おのれがのっぴきならない事情で職を辞した後、後任とした妙みよう齢れいの女性の使用人が突とつ如じよ舞まい込んだ見合い話に婚こん期きを逃のがすまいと飛びついたことや、そのまた後任となった使用人が子を授さずかって育いく児じ休きゆう暇かに入ったことや、一時的に代理となった使用人が奉ほう公こう期間を終えて故郷へ戻ったことを。最終的には誰だれが小萩の後任か分からなくなってしまっていたのだ。

　小萩が辞職する前に完かん璧ぺきに整えたはずの花姫の生活環かん境きようが、様々な運命の巡めぐり合わせにより大きく変動したことを遅おくれて知って、愕がく然ぜんとした。そして決意したのだ。花姫の教育係として東条へ戻ろうと。

　その希望が裡念を介かいして長の克彦に知らされ、東条へ到とう着ちやくしたのがつい昨日のことだった。

「辞職に至ったのっぴきならない事情って、ぎっくり腰ごしのことでしょう？　別に隠かくさなくても良いのに」

　どうやら途と中ちゆうから声が漏れていたようだ。

　新たな決意に至るまでの経緯いきさつを回想していた小萩に、手裏剣の汚れを拭ふき取って懐ふところへ片した男が呆あきれた顔で小萩を見ていた。

「黙だまりなさい、薫かおる。その件は蒸むし返さぬよう言い聞かせたはずです」

　小萩に睨にらまれた男──薫は「まぁ怖こわい」と肩かたを竦すくめた。

　今年で二十四になる薫は、小萩が東条を離はなれ生家である織おり部べ家へ戻った頃ころからの付き合いだ。

　織部家と言えば、他一族の鬼との里境を領地に持つ名高い名家の一つである。

　西鬼との里境は一つの領地で治めるには広い。だから北西側を郷田家が守り、南西側を織部家が守るようになっていた。

　織部家は郷田家に劣おとらない優秀な武士気質かたぎの鬼を育ててきた。しかし織部の武士は刀を得意武器として扱あつかう郷田と違い、槍やりや棍こんといった長なが柄え武器の扱いに長たけている。

　更さらに特とく徴ちよう的なのは、織部の女鬼が武器を手にして戦えることだ。小萩も若い頃は薙なぎ刀なたの使い手として名を馳はせていた。

　そんな小萩と薫の関係だが、一言で表現するには難しいものだった。

　血が繫つながっているわけでもなく、主従の縛しばりがあるわけでもない。親子のように見える時もあれば、完全に他人として振ふる舞まうこともある。

　ただ一つ確かなのは、従うか否いなかは別として小萩の招集に薫が必ず応じることであった。

　先代の長おさに小萩が進言して作った「鈴風」という自警団がある。薫は数年前から小萩に言われて身を寄せているのだが、全すべてに従っているわけではない。

　その証しよう拠こに、鈴風の規則には従わず好きなように行動し、気ままな生活を送っている。

「東条に仕えることになったのです。今まで通りの行動ができると思わないように」

「それは難しいかしら。今じゃ売れっ子なのよ？　小萩様も読んで下さっている、く・せ・に」

　そう言って薫は懐から赤い背表紙の書物を取り出した。

　それは、気ままな生活を続けている内に薫が選んだ最大の娯ご楽らくの集大成だった。

　何を隠そうこの薫という男、市し井せいで爆ばく発はつ的な人気を誇ほこる『下げ剋こく上じよう恋れん歌か』という恋れん愛あい小説の作者なのである。

　身分の高い良家の娘と、その娘の家に忠誠を誓ちかう若い青年の身分違ちがいの恋こいを描えがいた内容に、年ねん齢れいを問わず女性達の支持を受けていた。一部では男性の熱心な読者もおり、物語の主役である二人の恋が成じよう就じゆ──否、下剋上する日を多くの者達が今か今かと待ち望んでいる。

　今回の東条への就職の件も、実は見合いの真っ最中である花姫や婿むこ候補達の様子を小説のネタとして取り入れてみたい、と考えていたのだ。

「でも私にとって利点も多そうだし、少しくらいなら真面目まじめにお仕事しても良くってよ」

　東条に仕えることになってから、薫は事前に城内の構造を把は握あくしたり家臣達の顔や人ひと柄がらを覚えたりと、必要な知識を詰つめ込んでいた。

　それは奇くしくも恭が花姫の護衛に任命された時期と一いつ致ちしており、そこで目に留まったのが藤見恭だった。

「武芸の腕うでに明るく、上司の覚えも良く、部下にも慕したわれる忠義に厚い青年。我ながら詰め込みすぎた設定だと思っていたけれど、まさか実在するとは。もう本当、自分の物語の主人公が現実に現れたのかと思っちゃった！」

　興奮気味に語り出した薫は、小萩の蔑さげすむような視線には気付いていないようだ。

　実際に薫は物語の主人公のような青年がいれば、早々に妻を娶めとっていたり、婚こん約やく者が決められていたりするものだと思っていた。そんな優良物件を若い娘達が逃すはずがないのである。

　それが一体どうしたことか。主人公よりも高物件の青年が、野放しでいるではないか。

「私が女なら迷わず飛びついてるのに」

　思い浮うかぶのは、頭から水を掛かけられ、柄杓で殴なぐられても泣きごと一つ漏らさなかった姿。

　張り付いた髪の隙すき間まから、相手の喉のど元もとを搔かっ捌さばいてやろうとする気き魄はくのこもった目が鋭するどく光っていた。あの時薫が柄杓を弾はじかなければ、次に赤い血を飛ばしたのは誰だれだったか。

「良い面だけじゃないのね。大切な者を守るために残ざん酷こくにもなれる。でも、それでも二人は決して結ばれない身分。想おもい人を愛し守ることに全てを賭かける青年。だがそこへ他ほかの男の魔まの手が姫に……！　くぅ～っ、完かんっっ璧ぺきよ！　このネタは次回に使わせてもらうわ」

　くねくねと身体からだを不気味に捩ねじって悶もだえている薫の脳内は、『下剋上恋歌』の次巻への熱い思いが滾たぎっている。

　完全に良家の娘に縁えん談だんが舞い込む話だな、と思いながら小萩は年とし甲斐がいもなく、これ以上の話題探しを阻そ止ししてやろうと考えた。

　とは言え小萩も、花姫と藤見恭の間には一族の姫と家臣以上の感情があると踏ふんでいた。

　客人である南条に危害を加えた者が無事で済むはずがないなど、子供でも分かることだ。

　それが、処しよ罰ばつを恐おそれずに姫のためだけに動いたとあっては、薫のように考え、勘かん繰ぐる者が増えても仕方のないことである。現に、東条の若い使用人達の間ではその話題で持ち切りだ。

「馬ば鹿かなことばかり言っていないで、早急に花姫様のもとへ向かいなさい」

「うふ、言われずとも。お姫様とは友好な関係を築かなくっちゃ！」

　一方は厳格さ溢あふれる表情で。もう一方は柔やわらかな笑えみで。二人は互たがいの顔を見やり、真っ直すぐ視線を交差させたのだった。

　その眼めは互いに東条の姫の行く末を案じている──。
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　翌日の早朝。俺と陽太はお通つ夜やのような空気を漂ただよわせている南条昴と共に、藤見へ向けて旅立つため城門に居た。

　本当は暫しばらくこの地を離れるのでお世話になった方々に挨あい拶さつをしておきたかったのだが、何分急な話だったし時間も時間だったので、限られた人にのみとなってしまった。

　だが、いざ旅立つという時刻になると師し匠しようや蒲生さんを始め多くの人達が見送りのため城門の前に集まってくれた。

　中には寝ねぼけまなこな長の姿もあり、継けい続ぞくされているデレに戸と惑まどいが隠し切れなかった。

　そして今目の前には、別れを惜おしんでくれつつも俺の頰ほおの傷を心配そうな表情で眺ながめる花姫ひめ様がいた。

　この傷のこともそうだが、花姫様にはたった一日でかなり心配と迷めい惑わくを掛けてしまった。

　南条昴へ危害を加えた俺が連行されたあと、花姫様は千代さんや南条昴付きだった忍にん者じやと共に、長に事件の詳しよう細さいを説明してくれたそうだ。

　一家臣でしかない俺が南条からの客人を傷つけたことは許し難がたい事実だが、南条昴が働いた花姫様への無礼も東条には見て見ぬふりができるようなものではなかった。

　さすがに南条側にも多少の非があるという結果になり、今までの南条昴の行いに溜たまっていた鬱うつ憤ぷんも限界を超こえ、同盟は見送る方へまとまったらしい。

　その旨むねを南条昴に話すため、彼を捜さがしていたそうなのだが……時既すでに遅おそし。

　長達が連れん絡らくを受けて切腹場へ駆かけつけた時には、南条昴が俺を反省部屋から連れ出して勝手に罰ばつを与あたえていた、という流れだった。

　結構ボコボコに殴られてしまったが、本当に長達が来てくれて良かった。あの場でもっと暴行を加えられていたら、痛さが我が慢まんできず泣き出していたと思う。本当に良かった、皆みんなにドン引かれる前に終わって。

　今は青あお痣あざになってしまっているが、特に痕あとも残らず完治すると陽太が言っていた。

　陽太特製の湿しつ布ぷ薬を塗ぬって一晩眠ねむったおかげで腫はれは引いているが、鼻が曲がりそうなほどの薬の悪あく臭しゆうに悩なやまされるという最悪な睡すい眠みんとなった。ぶっちゃけ今も鼻が麻ま痺ひしたままだ。

　一応鼻で呼吸が出来ているのだから、最低限の機能は働いているだろう。きっとその内に戻もどるはずだ。

「こんなに色が変わってしまって……。まだ痛みは残っているのですか？」

　花姫様は俺の顔の痣を見て、まるで自分の傷であるかのように瞳ひとみを潤うるませてくれる。

　傷の残る口こう端たんに触ふれるか触れないかという風に手を伸のばしてくるのだが、正直ペタペタと触れられるより何倍も恥はずかしい。

「強く押さえない限り大だい丈じよう夫ぶですよ。それに、藤見から戻ってくる時には消えています」

「東条へ必ず戻ってきて下さいますか？」

　その問いに、すぐかどうかは分からないので少し返答に困ってしまう。

　藤見へは徒歩と馬で向かう予定で、元の世界ほど便利で速い交通手段はない。藤見での滞たい在ざい期間や移動時間も換かん算さんすると、一週間や二週間といった日数が流れそうだ。

　でも、戻ってくるかという単純な質問には答えられる。答えはイエスだ。

　まだまだ師匠に封ふう移い師しが扱あつかう術のことを学ばなくてはならないし、花姫様が最終的に誰だれと恋に落ちるのか見届けたいという気持ちもある。

　それに、こうして俺が戻るかどうか尋たずねてくれるということは、少なからず俺を頼たよりにしてくれていて離はなれ難いと思ってくれているのだろう。

　またいつ南条昴のような輩やからが現れるかもしれないので、護衛の任務もしっかりこなさないとね。だから藤見に入り浸びたりにはなりません。

「もちろん東条へ戻るつもりですが」

　何か明確な約束の品は用意できないが、俺ができる最上級の誓いを立てようと悩んだ結果、俺は自分の小指を花姫様へ見せた。

　だが花姫様はそんな俺の行動を理解できなかったようで、小指と俺の顔を交こう互ごに見て目をパチパチと瞬またたかせている。

　あれ、もしかしてこの世界に「ゆびきり」ってないのかな。

　まぁ説明は後でするとして、出した指を引っ込めるのも恥ずかしいので強ごう引いんに「ゆびきり」しちゃいますよっと。

　俺の小指とは比べものにならないくらい細くて綺き麗れいな小指を絡からめとり、お決まりのリズムを心の中で流しながら指を軽くゆすった。

「花姫様のもとへ〝ただいま〟と伝えに来ることを誓います」

「……お戻りになった藤見様を〝お帰りなさい〟とお迎むかえすることを誓います」

　指を絡めた意味を何となく理解したのか、花姫様も俺の対ついになる言葉を誓ってくれた。

　こうやって約束をしておけば、もし長おさに「何で戻ってきたんだ」ってツンが再来しても言い訳ができる。花姫様に近づくなと言われても、約束を守るためだと決め顔で回答するのも可能だ。

　うん、ゆびきりの力は凄すごい。針千本は伊達だてじゃないな。

「ん？」
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　と一人頷うなずいていると、何やら俺達に誰かが熱い視線を送っていることに気付いた。

　首を傾かしげながら振ふり返った先に居たのは、昨日切腹場で俺と南条昴の間に入ったオネェ忍者だった。俺と視線が合ってしまったのをこれ幸いとばかりに、オネェ忍者は流れるような動きで足音一つ立てず、俺の前へ距きよ離りを詰つめた。

「改めまして、昨日付けで東条の忍しの隊びたいに所属することとなりました、薫と申します。以後お見知りおきを」

「藤見恭です。こちらこそ昨日は助かりました。ありがとうございます」

　柔らかな口調で交かわされた自己紹しよう介かいに、俺も小さく頭を下げながら昨日のお礼を口にした。

「お気になさらないでくださいませ。東条に仕える者として当然の働きでございますわ」

　なるほど、オネェ忍者もとい薫さんは東条の忍隊に就職したのか。鈴風を辞やめると聞いた時はどこに就職するか気になってたんだけど、それが東条だったとは。

　そりゃあ、東鬼の長が住む所なら他ほかより待たい遇ぐうも良いし未来も明るいはずだ。

　忍しの潰びつぶしなる仕し掛かけ罠わなが至る所にある藤見より安全だしな。俺が忍者なら迷わず東条への就職を選ぶわ。

「藤見様、薫は千代と同じようにわたし付きの忍なのです」

「花姫様の？　てっきり側そば付づきの忍は同性でなくてはならないのかと思っておりました」

「忍の殆ほとんどは男おとこ鬼おにですので、千代は特別なのです」

　確かに思い返してみても千代さん以外の女性の忍者を目にしたことはない。

　前に女鬼は男鬼と比べると力や術が著いちじるしく劣おとると聞いたけれど、忍者の世界もそれが影えい響きようしているのだろうか。

　まぁ花姫様の側に男鬼を置かないのは、娘むすめを異性の目に晒さらしたくない長の思おも惑わくがありそうだが。薫さんを採用したのも、その辺の男の忍者を雇うより害が少ないと考えたのだと思う。

「それよりも藤見様、さっきの小指を絡め合う甘ぁい行動の意味を教えて下さいな」

　しなっと体をくねらせ、両りよう掌てのひらを合わせる「お願いポーズ」で話をねだる薫さんに、俺の頰ほおが引き攣つった。

　動作が徹てつ底ていされているので不快だとは思わないが、黙だまっていれば人目を引く美形なだけあってインパクトがかなり強い。

　これは慣れるのに暫く時間が必要かもしれないと考えながら、俺は薫さんの質問に答えた。

「約束を交わす時、小指同士を絡め合って誓ちかいを立てるのですよ」

「きゃーっ！　やだ何それ素す敵てきっ！」

　興奮した薫さんが両手を自分の頰にあてて甲かん高だかく（だが微び妙みように野太い）悲鳴を上げた直後、今度はバチーンと背中を叩たたかれてしまった。

　い、痛い。仕草や口調は女性だが、この力具合は完全に男性のものだ。

「約束事をする時の誓いの儀ぎ式しきだなんて！　ねぇ、それ流行はやらせてみても良いかしら？」

「はぁ、それは好きにして頂いて構いませんが」

　ゆびきりの何が薫さんを興奮させたのか俺には全く理解できないのだが、本人がそうしたいのなら好きにすれば良いだろう。

　もともとは子供に約束を守ることの大切さを教える道徳教育だ。それが市し井せいに広がるなら子供の成長にも役立つ。

「うんうん、広める方法は任せて！　恋こい人びと達の誓いなら、多くの方に教えてあげた方が良いわ」

　やっぱり訂てい正せい。いつの間にか薫さんの独創的な世界の中で、ゆびきりが曲解されまくっているではないか。

　どどど、どうしよう。約束を破ったら針を千本飲まなきゃ駄だ目めなんて今いま更さら言えない。

　恋人限定でなく、老ろう若にやく男なん女によ問わず誰だれもが使うなんて口を挟はさむ隙すきが見つからないではないか。

「（は、早く薫さんの勘かん違ちがいだと伝えないと）」

　今にもスキップでこの場を去ってしまいそうな薫さんに真意を伝えるべく、俺は若じやつ干かん開きつつある距離を詰めようと一歩を踏ふみ出した。……つもりだったが何かに阻はばまれてしまった。

　足を止めた原因は俺の足あし下もとに座り込んでいる黄色くて丸い人物──プチメタボさんだ。

　座り込んでいるだけなら、早朝なので睡すい魔まに負けてしまったのだと判断するので構わない。

　だが現在進行形で俺の足下をプチメタボさんが陣じん取どっているのだ。それだけでも既すでに俺の頭は混乱に陥おちいっているというのに、更さらには俺の影かげの上に魚やら甘味やらを置きまくっている。

　えっ、何これ新手の嫌いやがらせ？　呪のろい？　儀式？　と思わずにはいられなかった。

「戸館殿どの、私に何か御ご用ようがおありでしょうか」

「はっ！　いやいや、何もないぞっ。気にしてくれるな！」

　勇気を振り絞しぼって掛かけた声は震ふるえていなかった。

　しかしプチメタボさんは謎なぞの行動の理由を語ってくれず、俺の影の上へ並べていた物を片付け、足早に城の中へ戻ってしまった。

　そんなプチメタボさんと入れ替かわるようにして、今度は麻呂様が俺の前に進み出て何やら竹皮に包まれた物体を手て渡わたされる。

　姿が見えなかったので眠ねむっているものだとばかり思っていたのに、

「麻呂が気に入っておる饅まん頭じゆうでおじゃ。道中皆みなで食して下され」

　なんて言うものだから、うっかり惚ほれそうになっちまったじゃねーか！

　そんな風に個性豊かな人達に見送られ、俺は陽太と南条昴の三人で東条の城を後にした。

　ちなみに余談だが、デレが継けい続ぞく中だと思われた長は、吾妻さんの背中を支えにして半分夢の中という状態だった。

　こうして俺は、キョウ様の故郷である藤見へと向かった。







　──はずだが。

　南条昴を藤見の地へ連れ帰る道中、俺と陽太の神経は確実にガリガリと削けずられていった。

　交通手段が徒歩や馬と限られているため、長時間の移動になると飽あきるのは俺も理解できる。

　だがこの南条のわがままぷー王子は、少し進んでは休み、また少し進んでは休み、と少しも旅をスムーズに運ぶ気がないのだ。

　町を通過すれば宿屋へ直行しようとするし、それを却きやつ下かすると甘味処どころ等への寄り道ラッシュだ。これじゃあ、いつまで経たっても目的地へ近づけない。

　恐おそらく意図的に近づくのを避さけているのだと思うが、俺も陽太もこれ以上無む駄だな時間を過ごすのには限界を感じていた。

「もう面めん倒どうなので気絶させてからお連れしますか？」

　だから、陽太が爽さわやかな笑え顔がおで物ぶつ騒そうな提案をしたのも仕方がないと思う。俺も彼に陽太特製の睡すい眠みん薬やくを盛って眠っている間に運んでしまおうかと考えたくらいだ。

　しかし、この道中で様子が変わっていると感じることも幾いくつかあった。

「そ、そんな物騒な話をしなくても良いじゃないか」

　自分が俺達の手によって荷物のように運ばれることを想像したのだろう。ぶるっと身体からだを震わせた南条昴は小声で抗こう議ぎした。

　その声には張りがなく、東条で同盟の条件を突つきつけた時の態度と今は雲うん泥でいの差だった。今では背中を丸めて小さくなっている。

　その変わりように、あの偉えらぶっていた態度は何処どこに行ったのかと聞きたくなってくる。

　何が原因だ？　と考えて思い付くのは、同盟が成立せず東条を追い出されたことだった。

　南条昴は──って、何か可か哀わい想そうだから昴くんに戻もどしても良いか。昴くんは東条を追い出されたことが相当ショックだったようだ。

　あれだけ同盟に強気だったのは、断られるはずがない自信があったからだ。南条が提示した条件のもと同盟が成立し、胸を張って帰き還かんする予定だったのだと思う。

　それが東条側が強く出られないのを良いことに、好き勝手振る舞まった結果がこの状じよう況きようだ。

　南条へ帰れば同盟不成立の報告をし、少なからず責を負わされることになるだろう。そりゃあ、足取りも重くなるというものだ。

「（何か慰なぐさめの言葉を掛けるべきか？）」

　一応この世界基準で成人していると言っても、俺の感覚で十五歳といえばまだまだ子供だ。

　たった五年ほどではあるが、俺の方が人生の先せん輩ぱいなので何かアドバイスができないか考えてみる。昴くんの場合は謙けん虚きよな姿勢というものが抜ぬけ落ちているので、南条に帰った時に謝るにしろ言い訳をするにしろ、態度や考えを改めておくのは大切だ。

　今のままであれば、逆切れして取り返しのつかないことになるのが容易に想像できる。

　──と考えたところで、ふいに誰だれかに見られているような気がした。

　視線を隣となりに移せば昴くんが俺の顔を見上げていた。見ると言うか、凝ぎよう視しレベルの目力だ。

「南条様、私の顔に何か付いていますか？」

「……いや。ただ、綺き麗れいに治るものなのだと思って」

　昴くんの視線は俺の顔──正確には頰から口元にかけて注がれている。

　もうすっかり綺麗に完治しているのだが、自分が悪化させた俺の傷を気にしていたらしい。

　昴くんとは数日間一いつ緒しよに行動していたので、俺が陽太に薬を塗ぬられているところも目にしている。だから治りきった頰を見て少し安心したようだ。

　傷が治ったのは俺にとっても非常に喜ばしい。だが治るまでは辛つらかった。

　薬の効力のおかげで痛みはないのだが、如何いかんせん陽太の薬は異い臭しゆうが半はん端ぱないからだ。だから完治に至るまで常に俺の嗅きゆう覚かくは麻ま痺ひしていたのだ。本当に治って良かった。

　だが、長おさに殴なぐられた一発だけならここまで治ち療りようが長引くことがなかったというのも事実である。そう考えると、原因となった昴くんが少し憎にくらしく思えてくるのも道理であった。

　なので報復の意味も込めて、少し昴くんに意地悪をしようと思う。

「おかげさまで激痛に耐たえる日々は終わりました。痛みで眠れない日もあったので一安心です」

「うぐっ。そ、それは……悪かったと思っている」

　息を詰つまらせて項うな垂だれる様子に、ちゃんと反省ができる子なのだと分かって自然と顔が緩ゆるんでしまった。

　俯うつむいているせいで昴くんには俺の表情が見えていないが、陽太は俺に苦く笑しようしている。

　だがこれ以上はさすがに可哀想なので、クスクスと笑って昴くんにネタばらしを行った。

「ふふふ、冗じよう談だんです。それに私も南条様に無礼を働きました。お怒いかりは当然だったと思っております」

「あれは姫ひめの護衛として正しい行動だった。それに比べて僕は……」

　じっと自分の手を見て眉み間けんに皺しわを寄せている昴くんの様子から、花姫様へ手を上げそうになった時のことを思い出しているのだと悟さとる。

　後こう悔かいしているのであれば、同じことは繰くり返さない方向へ更こう生せいできるはずだ。

　悔くい改める意志があるなら、もし昴くんが「花姫様に謝罪をしたい」と言い出した時は力になってあげようと思った。

　とまぁ、これ以上この話を続けていても昴くんが落ち込むのを繰り返すだけなので、俺は別の話題を昴くんに振ふってみる。

「南条様は藤見にご関心が？　そのようなことを仰おつしやっていたと記き憶おくしています」

　切腹場でボコられている時、昴くんは藤見を自分の配下に勧かん誘ゆうするような話をしていた。南みなみ鬼おには天敵に近い存在である藤見を毛け嫌ぎらいしている傾けい向こうにある。

　それが何故なぜ勧誘に繫つながるのかと、疑問に思っていたのだ。質問できる機会に聞いてしまおうと、昴くんの答えを待った。

「別に藤見が欲しかったわけじゃない。東条で必要とされていないなら、正当な扱あつかいができる者の下の方が良いと思ったんだ」

「南条様の目には藤見がそう見えていらっしゃったのですか？」

「噂うわさで藤見の処しよ遇ぐうが良くないと聞いたから、それを真に受けていた。結局、それは完全に取り越こし苦労だったがな。東条にとって藤見は不要ではなかった」

　他ほかの鬼一族にまで東条と藤見の不仲説が伝わっているなんて、あまり笑えない話だ。

　でも所しよ詮せんは噂に過ぎず、実際に長と俺に会った昴くんには噂が事実でないと映ったらしい。

　本当はあながち噂も間ま違ちがってはいなかったのだけど、昴くんのおかげで藤見の忠誠心が長に認められたというわけだ。いわば三百年越しの忠誠だ。重すぎる。

「僕もそのくらい──に、──を誓ちかえば──のかも」

「南条様？　申し訳ありません、よく聞き取れなくて……」

「何でもない。それよりも、いい加減その呼び方は止やめろ。僕のことは名前で呼べばいい」

　ぶつぶつと小声で何か呟つぶやいた昴くんだったが、すぐに顔を上げて胸を張った。

　一いつ瞬しゆんだけ曇くもった表情をしたのが気がかりだが、思いもよらない名前呼びの許可に、昴くんにもデレが訪おとずれたのだと驚おどろいてしまった。

　断る理由も特にないし、早さつ速そく呼ばせてもらおうと思って笑顔を返す。

「では昴殿どのと呼ばせて頂きますね。私のことも好きにお呼びください」

「じゃあ恭で。歳もそこまで離はなれてないし、別に構わないだろ？」

　五つの差は結構大きいと思っているのだが、昴くんには大した問題ではないようだ。

　俺の世界の感覚では微び妙みような年ねん齢れい差なのだが、この世界で昴くんが俺を呼び捨てにするのは、地位や立場の面から考えると妥だ当とうなので咎とがめる理由にはならない。

　初対面の時から「お前」呼ばわりだったんだ。今いま更さら「恭さん」や「恭殿」となっても逆に不自然な気がするので、首を縦に振っておく。

「暫しばらく共に旅をする仲だ。よろしく頼たのむぞ」

　そう言って少し照れくさそうに笑った昴くんに、俺は口こう端たんを緩く上げたのだった。







　そうして少しずつ休きゆう憩けいの要求も少なくなり、東条から旅立った当初と比べると昴くんの足取りも軽いものになってきた頃ころ。

　俺ではなく陽太をじっと見つめていた昴くんが、突とつ然ぜん思いもよらない話題を持ち掛かけた。

「そういえば従者の……陽太だったか。お前、コレなんだろ？」

　昴くんは自分の額を人差し指でトントンと叩たたき、自分なりに聞きたいことを濁にごしている。当然俺には何のことか伝わらないので、二人の会話に耳を傾かたむけるだけになる。

「──っ」

　だが陽太は昴くんの質問にすぐには答えず、表情を何かに耐え忍しのぶようなものへ変化させた。

　唇くちびるを嚙かみしめる陽太の反応から繫がったのは、長の命令で俺が投とう獄ごくされた時に陽太と二人で話した内容だ。

　陽太が俺に自分の悩なやみを涙なみだながらに打ち明けてくれた直後に昴くんが牢ろうの中へ入ってきた。

　この質問を口にしたということは、あの時に俺達の会話を少なからず聞いていたのだろう。

　俺には昴くんが額を叩いた意味を未いまだに理解できていない。でも、悔くやしさとやり切れない思いから涙を流した陽太の気持ちを考えるだけで、胸が張り裂さけそうになる。決して他人ひと事ごとではないのだ。

　今だって陽太は必死に耐えて笑おうとしているけれど、失敗して拳こぶしが微かすかに震ふるえている。

「仮にオレがそうだとしても、南条様に何かご不便をお掛けしているとは思えませんが」

「そうは言ってないだろ。話を聞くのも駄だ目めなのか？」

「ご希望通り話をして、見返りに南条様は何か為ためになる話を聞かせて下さるのでしょうか」

「為になるも何も、南条には文ぶん献けんが幾いくつか残っているぞ。もともと南鬼はその問題に明るい」

「「は？」」

　足を止めて、俺と陽太はさも当たり前のような態度を取っている昴くんを茫ぼう然ぜんと見る。

　今彼は何と言ったのだろう。俺の耳が正常なら、陽太の悩みを解決するための文献が南条にある、と聞こえたのだが？

　何ということだ。小生意気なわがままぷーだと思っていたのに、その正体が実は天使だったとは。ちょっと今の話をお兄さんに詳くわしく話してごらんなさい。

　途と端たんに昴くんとの距きよ離りを縮めた俺は、逃にがさないとばかりに彼の両りよう腕うでを正面から摑つかんだ。

「その文献をお借りすることは出来ませんかっ!?　せめて目を通させて下さい！」

「お、おう、父上や兄上の許可があれば閲えつ覧らんできるが。ただ持ち出すのは難しいかもしれない」

　そうなると、やはり俺達が直接南条家を訪ねる必要があるだろう。

　血けつ縁えん者である昴くんがお願いしてくれるなら、南条の長や昴くんのお兄さんも意外に快く許可を出してくれるかもしれない。

　──と見せかけて、藤見は毛嫌いされているって話だから門もん前ぜん払ばらいの可能性は否いなめないが。

「（さて、どうしたものか）」

　顎あごに指をあてながら、南条の城を訪問する一番適切な方法を考えてみる。

　陽太の悩みが一気に解決の方向へ進むのなら多少の無理をする覚かく悟ごは必要だ。もちろん、陽太を一人で向かわせるという選せん択たく肢しは最初から存在しない。

　長い間陽太を苦しめてきた問題を一いつ緒しよに乗り越えたいし、その瞬しゆん間かんに立ち会いたいと思っているからだ。

　肝かん心じんの陽太は未だ思わぬ人から齎もたらされた情報が信じられず、困こん惑わく顔がおのままだった。

　そんな様子で未だ煮にえ切らない俺達に、昴くんは実に明るい声を上げて話を進めていく。長に東条の地を追い出された時の姿とは、これまた別人のようだ。

「そんなに悩まずとも、僕と一緒に南条の城へ来れば良いではないか」

「藤見の者が南鬼の地に──しかも、南条へ参っても問題になりませんか？」

「君達は僕を南条へ無事に送り届けるための護衛で、僕は君達を南条へ招く。それだけの関係があれば、誰だれも帰れなんて言わないさ」

　名案だと言わんばかりの昴くんの笑え顔がおには、噓うそや偽いつわりは感じられなかった。

　俺と陽太は互たがいの顔を見合わせ、根こん拠きよのない自信に溢あふれている昴くんを信じようと目線で会話をしてから、少しだけ笑った。

　どうやら藤見の次の目的地は、南条の城になりそうだ──。
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　俺と陽太が南鬼の地への訪問を決めた、翌日の午後。

　足取りが軽くなった昴くんの協力もあり、俺達は予定より少し遅おくれている程度の、比ひ較かく的てき順調な旅を送ることができた。

　以前藤見の地から離れた時とは逆の道順を遡さかのぼると、ようやく田畑の続く平地の先に佇たたずむ城を肉眼で確かく認にんできるところまで来た。

　のどかな農村地帯の先には人の行き交かいが盛んな城下町があり、活気に溢れていた。

「ややっ、恭様と陽太様ではありませんか！　いつお戻もどりになったのですか!?」

「お帰りになるのでしたらお知らせ下されば良かったのに！　お帰りなさいませ！」

「ああ、ただいま」

　藤見に住む人達の歓かん迎げいを受けて、やはり帰って来て良かったと心から感じる。帰き還かんを喜んでくれる人達に手を振ふりながら城下町を真っ直すぐ進んだ。

　程ほどなくして到とう着ちやくし、見上げた藤見の城は午後の日差しを受けて光に満ちていた。城門をくぐると季節の花の香かおりが届き、相変わらず自然に愛されている地なのだと感じる。

　自然と口元が緩ゆるんでしまうのを何とか耐たえながら、俺と陽太は昴くんを連れて進んだ。

「お帰りなさいませ、恭様っ。まさかお帰りが今日とは」

　城内に入るとすぐに使用人達が俺達を出で迎むかえ、頭を下げる。

　こんな風に慌あわてさせてしまっている理由は、いつ城に着くのかを知らせずに突然の帰還となってしまっているからだ。

　もちろん俺も陽太も最初の内は知らせるつもりだった。

　だがそれが敵かなわなかったのは、昴くんが旅の予定を好き放題変更してくれたおかげだ。藤見側には到着する日を明確に導き出せず連れん絡らくできなかったので、結局こうして帰り着いてから多くの人を驚かせることに繫つながったのだ。

「な、南条様もお越こし下さるとは。歓かん迎げい致いたします」

　使用人達が俺の後ろにいる昴くんに気付き、これまた慌てながら頭を深々と下げている。

　何だか昴くんを恐おそれているような雰ふん囲い気きから、知り合いなのだろうかと首を傾かしげた。

「城の者と面識がおありですか？」

「東条を訪ねる許可を取っている間は、ここで世話になったからな」

　すっかり忘れていたが、昴くんは一人で東条へ来たのではなかった。

　南条からの同盟の使者として初めは藤見に寄り、直哉さんの案内で東条の地へ足を踏ふみ入れたのだった。

　使用人達と面識を持ったのは、直哉さんの影かげ獣ものが書状をもってきた時のことだと思う。

　長おさから藤見へ宛あてた書状を影獣がすぐに持ち帰ったけれど、当時の昴くんならすぐに向かわず一日くらい宿しゆく泊はくをしていそうだ。

「南条様、以前お使い頂きました部屋にご案内致します。ささ、こちらへどうぞ」

「ああ。僕は長旅で疲つかれたから休ませてもらうぞ、恭」

　昴くんの口から俺の名前が出たのが意外だったのか、使用人達は目を丸くしている。

　前の滞たい在ざい中に横暴な態度の昴くんに手を焼いたのだろう。素す直なおに使用人の言葉に従う昴くんに、驚おどろきを隠かくせないでいる。

　実際は旅の疲れが大きく、言葉に従っているように見えるだけなのだが。それでも使用人達には驚きの行動に映るようだ。

「ゆっくり体を休めてください。私は父や兄のもとへ帰還の挨あい拶さつと、報告をして参ります」

「分かった。また世話になると伝えておいてくれ」

　そう言って若じやつ干かんふらつく足取りで去る昴くんを見送ったあと、俺は陽太と共に動き出した。

　向かおうと思っているのは、藤見家の頭領の藤見義正様のところだ。

　帰還の日時を連れん絡らくしなかった点についてお小言が出るかもしれないが、話をしている内にそんな感情は消えてしまうだろうと楽観視し広間の方へ向かった。

　藤見と東条の仲を少し改善できたと報告できるので、早足になってしまった。







「うん？　……何だあれ」

　だがその途と中ちゆうで、何だかゲッソリした様子の男が幽ゆう霊れいのように廊ろう下かの端はしに佇んでいるのを目にした。男は元は狐きつね顔がおの美形のはずだが、今は絶望を背に負ったような感じだ。

　この怪あやしさ満点な人物だが一応俺の知り合いである。この幽霊の正体は、キョウ様の兄である隆哉さんか直哉さんかのどちらかだが……。恐らく隆哉さんの方だろう。

　本当は無視して別ルートで広間へ向かいたいのだが、あいにく俺は今進んでいる道順でしか広間への行き方を記き憶おくできていない。

　だから幽霊……じゃなかった、隆哉さんの前を必ず通ることになり、嫌いやでも存在を認めなくてはならないのだ。

　だから回れ右をするわけにもいかず、俺は渋しぶ々しぶ隆哉さんに近づいて声を掛かけた。

「お久しぶりです、兄上。ボロ雑ぞう巾きんのようになっていらっしゃいますが、新しい遊びですか？」

「おま、久々に会った実の兄に向かって雑巾は酷ひどすぎるだろ」

「お気に障さわりましたか？　かなり的を射た表現だと思ったのですが」

「はぁ、まあいい。実は客人の相手に疲れて休きゆう憩けいしていたんだ」

「客？　南条様の後に新たな来客があったのでしょうか」

「新たにと言うか、追加と言うか……。会ってみれば分かるさ」

　憂うれい顔でそう言う隆哉さんは、俺が進もうと思っていた方向を指差して長い溜ため息いきを吐ついた。

　その指に促うながされて廊下の先を見やるが、客とやらの姿は確認できない。だが暫しばらくじっと待ってみると、廊下の先から淡あわい水色の小こ袖そでを着た可愛かわいらしい女の子が姿を現した。どうやら彼女が隆哉さんの言う新たな客人のようだ。

「隆哉様、見～つけた」

　鈴すずが転がるような可愛い声で隆哉さんの名前を呼んだ彼女は、嬉うれしそうに顔を綻ほころばせて廊下を小走りに駆かけてくる。

　どこか桃もも色いろの空気を感じさせる様子に、隆哉さんの彼女か何かなのだろうかと思った。

　俺達の目前まで迫せまった彼女は、腰こし辺りまで伸のびた色素の薄うすい髪かみと青空のように澄すんだ瞳ひとみを持っている美少女だった。

　和服なのでピンと来なかったが、装いがドレスになれば童話に出て来る西洋のお姫ひめ様だな、と思う。同時に、最近その印象を誰だれかにも抱いだいたような気がした。

「茜あかね姫ひめ、何か御ご用ようでしょうか」

「用ならもちろんありますわ！　また城下町へお連れ頂きたいと思いましたの。……あら、そちらの方は？」

　女の子の名前は「茜」ちゃんというらしい。緩やかなお嬢じよう様さま言葉がふわふわとした雰囲気の彼女に似合っていると思った。

　かなり身分が高そうな子だが、どこか良家のお嬢様を預かっているのかな。

「失礼しました。これは私の末の弟で、恭と申します」

「初めまして、茜姫様。お会いできて光栄でございます」

「まぁご丁てい寧ねいにありがとうございます。弟君でも隆哉様とはあまり似ておりませんのね」

「ええ、よく言われます。恭、こちらは南条家の一の姫、茜様だ」

　なるほど、南条家の御ご息そく女じよだったのか……ってえええ!?　それって南みなみ鬼おにのお姫様じゃん！

　どこかで感じた印象のはずだ。昴くんを初めて見た時も西洋の王子様だって思ったのだから。

　ちょっと何で南条さん家ちのお子さん達って考えなしで藤見に来ちゃうの？　もしかして藤見って南条用の観光スポットなの？

「その、南条昴様の妹君でございますか」

「まぁまぁ、恭様はお兄様とお会いになったことがありますの？」

　あるも何も、ほんの数分前まで一いつ緒しよに行動していました。

　旅の疲れを癒いやすため部屋でゴロゴロしていると思うけど、教えてあげた方が良いのかな。

「お部屋でご休憩頂いておりますので、ご案内しましょうか？」

「ではお願いできますかしら。お兄様には久しく会っていない──あっ！」

　短く声を上げた茜姫が目を留めたのは、俺と陽太が歩いてきた廊下の方向だ。

　そこに何か茜姫の気を引くものがあるのかと目をやれば、気だるげな表情でこちらへ歩いてくる昴くんの姿が確かく認にんできた。何という神タイミングだ。

「ああ、居た居た。やはり僕も世話になる礼を頭領にしたいのだが、一緒──ガハッ!?」

　見守っていると、猛もうダッシュで俺の脇わきをすり抜ぬけていった茜姫が昴くんへ向かって強きよう烈れつなタックルをお見み舞まいするのを目もく撃げきした。うわぁ、あれは痛い。

「お兄様っ、やっと会えましたわね！」

「げほっ、げほっ、一体何だ……って、茜か!?　お、お前が何故なぜここに居るんだよ！」

「お兄様を追いかけてきたに決まっているでしょう？　藤見の地へ向かうなんて、そんな面おも白しろそうなことに茜を仲間はずれにしちゃ嫌ですわ」

　ぷくっと柔やわらかそうな頰ほおを膨ふくらませた茜姫を見て、昴くんは困こん惑わく顔になった。

　べったりと昴くんに張り付く様から兄きよう妹だい仲が良いのだろうと思われる。

　元の世界での兄弟は弟が一人だし、この世界に来ても兄が三人。ついでに言えば藤見兄弟の従者の篠崎兄弟も全員が男だという。

　この男過多の現実を忘れたくて、片時も離はなれたくないほど懐なついてくれている妹を持つ昴くんが、眩まぶしくて一いつ瞬しゆん見えなくなった。羨うらやましすぎる。

「一人ではお城から出してもらえないでしょう？　でもお兄様と一緒なら無む理り矢や理り連れ出されたことにして、好きなだけ遊べると思ったの」

　違ちがった。結構酷い妹だった。兄を蔑ないがしろにし過ぎていて、可愛い妹に夢を抱きまくっていた俺の妄もう想そうが瓦が礫れき音と共に激しく崩くずれ去っていく。泣きたい。

「それに、他族の鬼はわたくし達と外見が違っているでしょう？　どうせなら多くの方に会ってお姿を拝見したかったの」

「それで、そこの男が気に入ったのか？」
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「隆哉様はお優やさしいけれど押しに弱いみたい。すぐに何でも願いを叶かなえて下さるのですもの。あと、話上手で楽しい方だと思うけど騒さわがしくて。もう少し落ち着いた方が良いわ」

　隆哉さんの評価、散々である。

　廊下の端で幽霊化するまで気力を削そいで茜姫をもてなしたのに、報むくわれなすぎる。

　だが、これが藤見の鬼への評価だと思われたくない。何とか覆くつがえさねばと思う反面、茜姫の辛から口くち審しん査さに身を投じたいとは思わなかった。

『恭様は、ヘタレで方向音おん痴ちで虫むし嫌ぎらいの臆おく病びよう者で不器用で泣き虫。クズね』

　と可愛らしい顔と声で言われた日には、もう二度と人を信じられなくなってしまう。

「（あ、落ち着いた人と言えば）」

　どうも話を聞いている限りでは、茜姫は落ち着いた雰ふん囲い気きを持つ大人の男性が好みのようだ。

　そこで俺が思いついたのが、隆哉さんの従者を務めている要さんの存在だ。

　この場に姿はないけれど、隆哉さんが茜姫と行動を共にしていたなら、必然的に要さんも何度か茜姫と会ったはず。

　ちょっとＳっ気が強いが、要さんほどの完かん璧ぺきな人物なら茜姫もお気に召めすだろう。

「落ち着いている方でしたら、兄上の従者を務めている要さんは如何いかがでしょう？」

　これはなかなか良いパスが出せたのではなかろうか。と期待を込めて、思案顔になった茜姫の返事を待つ。もし名前を知らなかったとしても、要さんを若返らせた容姿をした陽太がいるので説明もしやすい。

　──が茜姫は俺の期待を裏切って、ふるふると頭を横に振ふった。

「要様は落ち着いているのではなくて、残ざん忍にんでお腹なかの中が黒いのよ。そちらの赤髪の方からも同じ空気を感じるけれど、ご兄弟かしら。でも要様ほど強くはないわね」

「「「「……」」」」

　篠崎の評価も安定でござる。

　しかし出会って幾いく日にちも経過していない女の子にドＳ腹黒認定されるって、どんな一族だよ。

　誰だれか他ほかの人を連れてきて判定を覆そうにも、適当な人物が思い浮うかばない。

　直哉さんは隆哉さんと同じ顔なので問答無用で同じ評価だろうし、義正様や正まさ人ひとさんは明らかにその筋の人という容姿だ。義正様の従者で陽太の父である聖ひじりさんも居るのだが、篠崎の評価に「病弱」が付くだけだと思う。

「（藤見も篠崎もまともな人居ないじゃん……）」

　その事実に気付いた俺は、遠い眼めをして茜姫の評価である『お人ひと好よしで騒がしい藤見、ドＳ腹黒の篠崎』を受け入れるしかなかった。酷い。







「おい茜、ちょっとこっちに来い！」

　そんな俺達の微び妙みような視線に気付いた昴くんは、決まりが悪そうな顔をして俺達へ背を向けて、茜姫と内ない緒しよ話ばなしを始めてしまった。

　さすがに内緒話に聞き耳を立てるような無ぶ粋すいな真ま似ねはできないので、残された三人でこちらも心持ち小声で話をする。

　仲間はずれにされるのは嫌いやな気分だと思いながら、ようやく幽ゆう霊れいのような表情を直した隆哉さんに話題を提供した。

「そういえば今日はお一人なのですね」

「ああ、直哉なら今は別の仕事で少し離れたところへ行っているぞ。兄上は今朝から里境付近へ視察に出ている。最後に父上だが、残念ながら他の名家へ出向いていて不在だな。だから今のところ城にいるのは俺だけだ」

　な、何ということだ。長おさに藤見が認めてもらえたかもしれないと義正様に報告したかったのに、まさかの不在とは。

　これも昴くんのわがままぷーによるタイムロスが原因だ。うう、義正様に褒ほめられると期待していたのにっ。だが不在なのは今いま更さらどうしようもない。

　仕方がないので落ち込むのを止やめ、隆哉さんとの会話を続けようと言葉を紡つむいだ。

「なるほど、暇ひま人じんな隆哉兄上が茜姫様のお相手をなさっていたのですね」

「馬ば鹿か、暇人じゃねーよ。特に用事もなかったから、ぶらぶらして過ごしてただけだ！」

　すごく胸を張って反論しているが、世間一いつ般ぱんではそれを暇人と言うのではなかろうか。

　もう訂てい正せいするのもツッコミを入れるのも面めん倒どうくさい。隆哉さんのこういうところをキョウ様もウザイと思っていた気がする。

「兄上のそういうところが嫌きらいです」

「えっ！　じゃあどんなところが好きなんだ!?」

　うわ、何その究極のポジティブ思考。嫌いって言われてるのに前向きすぎて逆に憐あわれになってくる。何故今の会話から「好きな部分もある」と解かい釈しやくできるのだろう。

　そんな冷静なツッコミを心の中で入れていると、そこへ内緒話が終わった昴くんが近づいてきて突とつ然ぜん頭を下げた。

　いつもの昴くんからは考えられない行動に、俺達三人の身体からだがピシッと硬こう直ちよくした。

「すまないが、急きょ城へ戻もどらなければならなくなった。文ぶん献けんの件は後日改めて連れん絡らくするので、頭領殿どの達には世話になったと伝えて欲しい」

「は？　本当に随ずい分ぶんと急な話ですね。何かお困りごとでしたら我らも力になりますが……」

　茜姫ひめとの内緒話で何か問題でも起こったのだろうか。

　いち早く硬直から復帰した隆哉さんが申し出るが、無用だと首を振られてしまう。

「昴殿どの、せめて今日はお泊とまり頂いて明日の朝発たった方が──」

「気き遣づかいは有り難がたいが、今から出れば最も寄よりの町に一刻で着く。悪いが先を急がせてもらう」

　昴くんは妹の茜姫の腕うでを強ごう引いんに摑つかみ、俺達の前からいなくなってしまった。

　陽太に文献を見せてくれるという約束を覚えていてくれたのは安心したが、こんな風に急に帰られるとこちらが不安になるなぁ、と思った。







　そして、東ひがし鬼おにに数多くの衝しよう撃げきと問題を巻き起こしてくれた昴くんが去った、その日の晩。

　俺は視察から戻った長ちよう兄けいの正人様に帰き還かんの挨あい拶さつをし、久々に兄弟達で食事を共にした。

　その時うっかり南鬼の地へ調べ物をしに向かいたいと話をすると、放ほう浪ろう癖へきが再び出たと思われて危あやうく監かん禁きん生活がスタートしそうになったのは予想外だったけれど。







　　　５




　時は少し遡さかのぼり、南条昴が妹の茜姫と護衛の武士二人を連れて藤見を出たあとのこと。

　一刻ほどで藤見に一番近い町に到とう着ちやくした一行は、歩む速さを落とさず町を抜ぬけようとした。

　しかし慣れない街かい道どうを歩き通しだった茜姫の疲ひ労ろうはかなりのものとなっており、ついに声を上げて兄である昴を制止した。

「お兄様、足が痛いの。少しくらい休ませてくださらない？」

「……はぁ。そんな悠ゆう長ちようなことをしている場合ではないと分かっているのか」

「もう、お叱しかりは受けたから分かってますわ。だから怒おこらないでくださいな」

　昂たかぶりのせいで白い肌はだを赤くした昴に、口先を尖とがらせた茜姫が気を落ち着かせようとする。

　そんな二人を、通りを行き交かう町人達が痴ち情じようの縺もつれか何かだと妙みように期待を込めた目で見ていた。だが側そばに屈くつ強きような体格の武士が二人も控ひかえているので、あまり長時間目を向けることができず渋しぶ々しぶ諦あきらめてその場を去っていく。

　完全に悪目立ちをしている二人だが、その事実に気付けないほど兄の昴は焦あせっていた。

　理由は、妹の茜姫が外出する許可を得ずにこの場に居ることだった。

　南条の長は戦いくさに消極的で頼たより甲斐がいがないとよく言われているが、愛妻家としてもそれなりに知られている人物だった。妻同士も仲が良く、子にも恵めぐまれている。そう言われているのだ。

　しかし所しよ詮せんそれは噂うわさでしかない。それぞれの妻と子供は仲が良いと言われているが、そんなものは見かけ倒だおしでしかなかった。

　才さい色しよく兼けん備びの正室と身分は低いが長の寵ちよう姫きと謳うたわれる側室の一人は噂通り仲が良い。だが残る名家出身の側室は、水面下で自分以外の妻を毛け嫌ぎらいしていた。

　ここでいう正室とは昴の兄の母で、寵姫の側室とは茜姫の母のことだ。つまり、残る名家出身の側室とは昴の母である。

　そんな扱あつかい辛づらい昴の母のせいで、兄は昴の扱いに時々困ったような顔をする。だが子に罪はないと、蔑ないがしろにされたことは一度だってなかった。

　妹は昴を含ふくめた兄二人に懐なついており、幼い頃ころから兄達の後ろを付いて回る光景が日常化していた。少なくとも、兄弟仲は旨うまくいっていたと言えるだろう。

　南条の長もそんな家族に悩なやむことはあれど、長なりに愛情を注いで家族を大切に扱ってきた。

　だがその愛情は本人の知らぬところで偏かたよりが生じ、愛に飢うえた者はいつしか愛情を憎ぞう悪おへ変化させていった。

　その偏った愛情とやらを一身に受けたのが、昴の妹の茜姫だった。

　寵姫の母親から愛らしさを引き継ついで生まれた茜姫に、父である長はありったけの愛情を注いでいたのだ。

　そして逆に愛情に飢えたのが、昴の母であった。

　昴と茜姫は兄きよう妹だいの関係だが、実際にその年ねん齢れい差さは一つもない。昴の母が嫁とついで間もなく、茜姫の母が召めし上げられた。

　新しん婚こんとして蜜みつ月げつを過ごすことなく忘れられた昴の母は、長に進言こそしなかったが怒いかりの業ごう火かで身を焼き尽つくす思いだった、と昴は幼い頃から聞かされてきた。

　そんな妹と母をもった昴の心境は、常に針の山に立たされているようなものだった。

「怒っても怒り足りない！　誰だれにも行き先を告げずに外出するなんて、どういうつもりだ!?」

　そう、昴が怒り焦あせっているのは、茜姫が自分がどれだけ大切にされているかも知らず勝手に外出をして、吞のん気きに構えていることだった。

「お兄様のところへ遊びに行きます、という書き置きをしてきました。大だい丈じよう夫ぶですわ」

「大丈夫なものか！　僕が不在になるのとお前が不在になるのとでは全く違ちがうんだぞっ」

「分かっておりますわ。それよりもお兄様。わたくし、とても重要なことに気付きましたの」

「な、何だよ、そんな深刻そうな顔をして。もしや僕達を狙ねらう刺し客かくが……？」

「あのお店、入ったことがありませんわ。ちょうどお腹なかも空きましたし、お食事にしましょう！」

「はあああ!?　ちょ、寄り道をしている暇ひまなんて無いと何度言えばっ！」

　そう言って茜姫の希望を却きやつ下かするも、既すでに当人は目に付いた店の方へ駆かけて行った後だ。

　年若い娘むすめの単独行動は危険なので一いつ瞬しゆん焦りで背に冷や汗あせをかくが、勝手に行動する茜姫を見失わないよう、護衛の武士が後を追っていた。

　茜姫が暖簾のれんをくぐったのは、「だんご」と大きく客寄せ旗の出ている甘味茶屋だった。

　あの予測できない姫の動きに対応できるとは、なかなか優ゆう秀しゆうな者だ。今度褒ほう美びの品でも渡わたしてやろう、と思いながら昴は残りの武士と共に茶屋へ入った。

「お嬢じよう様さま、粗そ茶ちやでございます」

「ありがとう。うふふ、何を注文しようかしら」

　茜姫は店の中で一番広い台の席に腰こし掛かけており、武士に渡された茶を一口飲んでからお品書きに目を通している。

　あちらこちらに目移りしながら選ぶ姿は年とし頃ごろの娘らしく、愛らしい。

　そんな妹の姿に、もう怒る気も失うせたとばかりに、昴は茜姫の向かいの席に腰掛けた。

　ちょうどそこへ、注文を取りにきた店主が上じよう機き嫌げんでやって来た。身なりや護衛を連れていることから、大口の客が来たと思ったのだろう。

　しかし昴はこの茶屋に大金を落としてやる気はなかった。まだまだ南条への道のりは長いのだ。あまり無む駄だ遣づかいをせず、最短で戻もどらなければならない。

「お兄様、何を注文しようか迷ってしまいます」

「ここは僕が払はらってやるから好きな物を選べばいい。だが次の町からは休きゆう憩けいは控え──」

「ありがとうお兄様！　ではお品書きのものを端はしから端まで全すべて頂きますわ」

「ぜ、全部でございやすか!?　あの、失礼ですがお代の方は……」

「この方が払いますのでご安心くださいな。ではお願いしますね」

「へ、へいっ！　ありがとうございます！」

　店主はこの小こ柄がらな二人と、見るからに甘味が苦手そうな武士二人では全ての商品を食いきれるとは思っていなかった。

　だが稼かせぎのため頭を勢いよく下げ、注文を撤てつ回かいされないため店の奥へ引っ込んでしまった。

「僕は好きな物を選べと言っただけで、好きなだけ食べろとは言っていない！」

「もうっ、心が狭せまいですわね。では武士達に払ってもらうことにしますわ」

　その言葉に散財の危機を悟った武士達は身を硬くした。

「はぁ？　何を馬ば鹿かなことを言ってるんだ。お前の大食らいにこいつらの財布が耐たえられるか」

「では食い逃にげをなさいますか？　わたくし、食い逃げなんて初めてなので楽しみです」

　にっこり、と可愛かわいらしい笑え顔がおで言われると、昴はそれ以上口を開けなくなってしまった。

　そして結局、武士に払わせるわけにもいかず、品書きに記された品をペロリと完食した茜姫ひめの代金を支し払はらったのだった。







　それから半刻も経たたない、同じ町のとある場所で──。

　甘味を余よ裕ゆうの表情で食べきったはずの茜姫が、胃の不調を訴うつたえて床とこに伏ふせっていた。完全に胃もたれである。

「ほら、僕の言った通りになった」

　と茜姫の横になる布ふ団とんの頭先に腰掛けた昴が、表情を歪ゆがめて溜ため息いきを吐ついた。

　そこは茜姫に付いている護衛の武士が急いで用意した場所で、町にある旅籠はたご屋やの一室だった。

「だから食べ過ぎだと言ったじゃないか！　年頃の娘なのだから、もう少し慎つつしみを……」

「う～ん。いつも食べている量と変わりありませんでしたのに、おかしいですわ」

「おかしいのはお前の腹だ！　まったく、僕の財布が空になってしまったぞ」

　懐ふところから取り出した財布を逆さにしても、銭ぜにの一枚も落ちてこない。言葉通り本当に空にされてしまったようだ。

　旅籠屋の支払いは路銀用に持ち歩いていた細工物を渡して何とかなったが、明日は朝から他ほかの品を換かん金きんすることから始めなければならない。

　仕事が増えたと溜息を吐く昴を見て、武士が買ってきた胃薬を服用した茜姫が布団の中でもぞもぞと動く。寝ね心地ごこちの良い体勢を取ろうとしているらしい。

「そういえばお兄様、どうして藤見にいらっしゃらなかったの？」

「茜が気にすることではない。僕が勝手にやったんだ」

「お兄様ったら、何か失敗でもしちゃったの？　んもぅ、お馬鹿さんなんだからぁ」

「そうだな」

　昴の脳のう裏りには東条での傍ぼう若じやく無ぶ人じんな己おのれの態度と、長おさである克彦に同盟を断られたことが過よぎった。

　つくづく失態ばかりだと自分に失しつ笑しようする昴だが、そんな昴を見て茜姫は優やさしげに笑う。

「わたくしが一いつ緒しよにお父様達に謝ってあげますわ。だからそんな顔をしないで下さいな」

「……どんな顔だよ。心配しなくても自分で何とかできる。だから茜は寝ていろ」

「はぁい、お兄様。でもお手伝いできることがあれば、何でもおっしゃってね」

「まずは食事の量を制限してくれ。それができるなら──また藤見へ連れていってやる」

「ふふ、精しよう進じんしますわ」

　誰にでも愛されると言われる笑顔を惜おしげもなく昴へ振ふり撒まき、茜姫はようやく目を瞑つむった。

「本当に、僕の妹とは思えないな……」

　深い眠ねむりに落ちた頃ころ、滅めつ多たに人に触ふれようとしない兄が髪かみを撫なでてくれていることに気付かないまま──。







　その夜、びゅうびゅうと強風が川かわ面もを吹ふき渡っていた。

　南みなみ鬼おにの地から藤見の方向へ流れる川を二艘そうの猪牙ちよき舟ぶねが静かに進んでいる。舟には悪人面づらの男が複数乗り、二手に分かれていた。数は六で、それぞれ闇やみに溶とける黒っぽい装しよう束ぞく姿だった。

　男達は二艘の舟の水み押よしを桟さん橋ばしに向け、舫もやい杭ぐいに舟をつなぐと、次々と桟橋に下り立った。

　夜は更ふけ上空は薄うす雲ぐもに覆おおわれていたが、雲の切れ目から星がまたたき僅わずかな光を届けていた。夜や陰いんの中に、掘ほり割わり沿いの通りがぼんやりと浮うき上がっている。その道を男達は気配を消して疾しつ走そうした。

　幾いく分ぶんかの細道に身を潜ひそめながら最終的に辿たどり着いたのは、通りにある土蔵造りの大おお店だなだ。庇ひさしの上にある屋根看板には「旅籠屋」と記されている。

　時刻も時刻なので通りに人ひと影かげはなかった。どの店も板戸を閉め夜の帳とばりに沈しずんでいる。洩もれてくる灯ひもなく、ひっそりと寝ね静しずまっていた。

「この店だな」

　一人の男が軒のき闇やみに身を潜めながら呟つぶやいた。

　男の名前は源げん蔵ぞうといい、三十がらみで日に焼けた浅黒い肌はだをしている。眉まゆが濃こく、剽ひよう悍かんそうな面つら構がまえだ。もともとは南鬼一族の名家で働いていたが、傲ごう岸がんな態度と気き性しようの荒あらさが仇あだとなり、働き始めて間もない頃に奉ほう公こう先を追い出された経歴を持つ。

　剣けん術じゆつの修しゆ行ぎようで鍛きたえあげた身体からだをしていたので武士として何度か職に就ついたが、主あるじに仕えるということが嫌きらいで協調性に欠ける源蔵は何処どこへ行っても厄やつ介かい者扱あつかいだった。

　次し第だいに武士ではなく、短期間や日ひ雇やといで用心棒等を務めて日々を食いつなぐ生活をし、最終的にはこうして盗とう賊ぞくまがいの仕事まで引き受けるようになっていた。

　──そう。今こうして舟町の旅籠屋に踏ふみ込もうとしている六人の輩やからは、とある人物に雇われた即そく席せきの盗賊団だったのだ。

　この舟町は南鬼の地の端にあるが、気候に恵めぐまれているので近きん隣りんでは農業が盛んだった。故ゆえに、手っ取り早い交通手段として川を利用した荷運びが重要視されている。昔は小さな村だったのに、今では幾いくつかの通りから成る町にまで発展していた。

　とは言っても、今は目ぼしい収しゆう穫かく物もなく町は比ひ較かく的てき落ち着いていた。夜よ更ふけの通りに人がまったくいない理由にも繫つながっているというわけだ。

　加えて、この旅籠屋の奉公人は通いの者が多く、子ねの刻も過ぎれば住み込みで働いている五人ほどしか残らないという。

「こりゃあ楽な仕事だ。報ほう酬しゆうも奮発してくれるって話だしなぁ」

　ヒヒヒ、と仲間の男が不気味な顔で笑った。釣つられて他の者も微かすかな笑い声を漏もらし、先さき払ばらいで報酬額の半分を貰もらい受けた時の昂こう揚よう感を思い出しているようだ。

「おい。相手は子供でも金持ちなんだから護衛はいるはずだ。気を抜ぬくんじゃねぇぞ」

　源蔵は一同を見回しながら、念を押すように低い声で言った。

　その言葉に男達の笑いはピタリと止やみ、誰だれもが口を噤つぐんで緊きん張ちよう感かんを取り戻した。寄せ集めの盗賊団だが、中には顔見知りもいて源蔵に逆らおうとは考えなかったのだ。

　出会いこそ賭と場ばであったり、用心棒の仕事で対たい峙じした関係であったりと様々だが、この六人の中で源蔵は明らかに頭目格だった。

　ここ数日の話し合いや盗賊として動く時は、源蔵に従っていた。腕うでっぷしもそうだが、まとめ役としての能力には長たけていたのである。

　逆に言えば、これが源蔵が雇い主や上司に従えなかった要因だった。

「引き戸を破れ」

　源蔵が指示を出すと、男達は店てん舗ぽの間の板いた塀べいのそばに身を寄せた。

　しかしガタガタと何度か戸を小さく揺ゆらしたが、内側からは侵しん入にゆうを防ぐ心張り棒がかかっているらしく、戸は開かない。

　すると一人の男が小こ脇わきに抱かかえていた茣ご蓙ざをひらいて、中から手斧ちようなを取り出した。ふるうとすぐに板戸が破れ、手を差し入れるだけの隙すき間まができた。

　戸の破れる音は吹きすさぶ風の音が消してくれたようだ。すかさず六人は敷しき地ち内に侵入した。

「火を入れろ」

　源蔵が小声で言うと、男達の内の一人が懐から火打ち道具を取り出して火をつけ、持参した龕がん灯どうに火を入れた。

　龕灯の明かりを頼たよりに辺りを見回すと、源蔵達は自分が台所に立っているのだと理解した。

　土間の隅すみに竈へつついと薪まき置き場があり、狭せまい板いた敷じきの間には食器棚だながあった。丼どんぶり、皿、酒器などが並んでいる。

　その板敷きの間から源蔵達は龕灯を持った男に続いて、廊ろう下かを通って帳場へ出た。帳場の先で接客をし、二階に宿しゆく泊はく客を案内するらしい。

「まず使用人達を縛しばり上げるんだ」

「あいよ」

　源蔵が小声で命じると男達は小さく了りよう承しようの言葉や頷うなずきを返して、すぐに動いた。

　その間に、源蔵は旅籠はたご屋やの台帳にざっと目を通して提供された情報通り、宿泊客が限られていることに口こう端たんを上げた。

　客が階段を下りて声を掛かければ対応できるように、使用人の部屋は帳場の奥にあった。

　部屋の中には三人の若い男が寝ていたが、盗賊に比べると身体は細くひ弱そうだ。逆らわれるはずがないと思った盗賊の男達は三人の使用人達を叩たたき起こし、手斧や脇わき差ざしの切っ先を突つき付けて腹の底から響ひびくような声を出した。

「抵てい抗こうすれば首と胴どうがおさらばするぜ？」

　そう脅おどし、瘧おこり慄ぶるいのように身を震ふるわせている三人に猿さる轡ぐつわをかませて腕を後ろで縛り上げようとした。

　ところが、あまりの恐きよう怖ふに一人が引き攣つったような悲鳴を上げ、細引きを手にしていた盗賊の一人を渾こん身しんの力で突き飛ばして部屋の外へ飛び出した。

　しかし台所の方へ逃にげるつもりだったのか、使用人の男が躍おどり出たのは台帳を確かく認にんしていた源蔵の目の前だった。その距きよ離りは人ひとり分しかない。

　そして、ギラリとした源蔵の目と男の目が合った──次の瞬しゆん間かん。

「あ」

　と一言だけ男が漏らした直後に鈍にぶい骨音がし、首から上を不可解な方向へ折り曲げた身体が転てん倒とうした。まるで花を手た折おるかのように、源蔵が男の首を捩ねじり折ったのだ。

　ヒクヒクと痙けい攣れんしている身体を忌いま々いましそうに見ていた源蔵だったが、ふいに顔を自分の頭上へ向けた。微かな話し声と、二階の奥部屋で人が動くような気配を感じる。

「チッ、気付かれちまったじゃねーか」

「なぁに手は回してあるから安心しな。坊ぼう主ずの方もあっちが片付ける」

　男がそう言うや否いなや、何故なぜかプツリと二階の物音が止んだ。どうやら内通者を南条の護衛の中に忍しのばせていたようだ。

　源蔵は自分には知らされていなかった計画の一部に不満を覚えたが、余計な労力を割さく必要がなかったのであれば、と思い直して目的の二階へ続く階段を上っていった。

　そして四半刻ほどの時が経過したころ。

　一階の奥の部屋で寝ねていた主人と番頭二人が縛られたまま帳場へ連れてこられていた。旅籠屋の主人は瘦やせた初老の男だ。

　早々に旅籠屋を後にする予定だった源蔵は、勝手な動きをする他ほかの五人に鋭するどい眼めを向けた。

「……何をやってやがる」

「へへっ、盗賊と言やぁやることは一つでさぁ」

　一人の男が親指と人差し指で輪っかをつくり、嫌いやな笑えみを浮うかべている。どうやら旅籠屋の売り上げや金目のものを盗ぬすみ帰ろうとしているらしい。黒布で目から下を隠かくしているので表情は分からないが、三日月形に細められた目が輝かがやいている。

　事前に話し合った取り決めにない行動に源蔵は苛いら立だったが、ここで仲間割れをするのは得策ではないと思って仕方なく溜ため息いきを吐ついた。

「すぐに終わらせろ。長居は無用だ」

「さすが親分、話が分かる！」

　喜びで手を打った盗賊達は、縛り上げられた旅籠屋の主人に話しかけた。

「言う通りにすりゃあ命だけは助けてやる。だが少しでもおかしな真ま似ねをすれば、そこに転がっている男と同じ目に遭あうぜ」

　すごんだ男が指差した先にあるのは、源蔵が首を捩り折った奉公人の亡なき骸がらだった。

　主人は雇っていた男の無む慚ざんな姿を悲しむと同時に、それ以上の恐怖心を抱いだき顔を真っ青にして盗賊の言葉に首を縦に振ふった。

　無事に家族が生き延びるには盗賊の要望に応こたえるしかないのだと旅籠屋の主人は悟さとった。恐怖に目を剝むき、首を折るようにして何度も頷いた。

「よーし、まずは金だ。金目のものも思いつく限り集めろ。隠したりすりゃあ、その時は……」

　盗とう賊ぞくは三人を脅しつけ、主人を残して番頭の二人に盗賊仲間の二人を連れて金や金品を運ばせた。内うち蔵ぐらに隠されていた千両箱の中の金や、帳場下にあった丁銀箱。主人の部屋にあった金目のものなど、都合数年は豪ごう遊ゆうできるだけの金額が手に入った。

「ヒヒヒッ、本当に楽な仕事だぜ」

「もういいだろう。根城へ戻もどるぞ」

「そうだな、陽ひが昇のぼる前に帰りてぇ。まったく、賭場でアンタに知り合えて良かったよ」

　上じよう機き嫌げんで言いながら盗賊達は旅籠屋の主人や番頭を縛り付け、猿轡をかませた。

　源蔵は彼らの話にフンと鼻を鳴らすだけで答えず、顎あごで盗賊達に引き上げるよう指示を出した。次に旅籠屋の主人の前に立ち、底冷えするような眼で見下ろしながら言い放つ。

「夜が明けるまで大人しくしているんだな」

　と言い残し、帳場を後にして引き戸の側そばで待機していた盗賊達と合流した。

　約束通り命を奪うばわなかったのは、顔を見られていなかったからだ。皆みな殺ごろしにする必要もないだろうと思ったのは、それに割く労力が勿もつ体たいないと思ったのが一番の理由。

　来た時と同じように再び通りに身を潜ひそめた源蔵は、ひんやりとした夜の空気を肺いっぱいに吸い込んだ。

　未明までにはまだ間があるらしく、通りはまだ深い夜よ闇やみに包まれている。相変わらず人ひと影かげはなく、今も変わらず強い風が吹ふき抜ぬけていた。

「引き上げるぞ」

　源蔵が小さく言うと、五人が続いて通りへ出て気配を消しながら疾しつ走そうする。

　そんな黒ずくめの六人の背には、野菜売り等が背負うような編み籠かごがあった。その中の一つに、南みなみ鬼おに一族の姫ひめが入れられていると誰だれが思うだろうか。

　そして旅籠屋の主人達と、二階の奥部屋に転がった南条昴が発見されたのは、翌日の早朝のことだった。

　そこに、南条の血を引く二人を護衛していたはずの武士二人の姿はなかった──。
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「──が……だ、──ろっ！」

　南条の客人御ご一いつ行こうが足早に藤見の城を去ってから、一夜明けた朝。

　未いまだ全員が朝あさ餉げを済まし切っていないような時間に、藤見の者でない少年の怒ど声せいが響いた。

　ハッキリと言葉を全すべて拾えなかったが、その聞き覚えのある声に反応して顔を見合わせたのは、起き床しよう時間を守れなかった寝ね坊ぼ助すけ組の俺と隆哉さんの二人だ。

　従者の要さんと陽太は多た忙ぼうらしく、俺達に掛かり切りになることは出来ないと告げて朝餉の膳ぜんだけ運んで場を去った。

　寝坊の件で、一番上の兄の正人さんにお説教されるかもしれないと今からドキドキしていた。

　そんな矢先に、この怒声だ。

「あの声、昴殿どのじゃないか？」

「ええ、俺もそう思いました。でも昨日急いでお帰りになったはずですが」

　何か忘れ物でもして取りに来たのだろうかと思った俺は、捜さがす人数は多い方が良いだろうという単純な理由から手伝いを申し出る気になった。

　昴くんはどうやら医務室の方にいるようだ。近づくにつれて医務室の主あるじで陽太の父、聖さんが調合した薬の臭においが鼻につく。

　医務室の前に到とう着ちやくし、開け放たれたままだった入り口から中を覗のぞくと、予想通りそこには額に包帯を巻いた昴くんが喚わめき散らしていた。ん？　何で包帯を巻いてるんだ？

「南条様、そうはおっしゃいましても我らもすぐには動けないのです。それに南条様の傷も──」

「っ……南条の姫ひめが誘ゆう拐かいされたんだぞ!?　僕のことはどうでもいい！」

　聖さんに詰つめ寄っている昴くんの話で、焦あせっている理由はよく分かった。

　どうやら藤見の地を後にしてから戻った南鬼の町で、茜姫が巻き込まれる事件が起こったようだ。それを解決するために、昴くんは藤見まで戻って協力を要よう請せいしているらしい。

　白い肌はだを真っ赤に染めて声を上げる昴くんからは、相当焦っている様子が伝わってくる。

「昴殿、どうされたのですか」

「っ、恭！　お願いだ、僕に力を貸してくれ!!」

　俺が声を掛かけると、聖さんに詰め寄っていた昴くんが足を引き摺ずりながらこちらへ必死に向かってきた。頭以外にも、足を負傷しているらしい。

　縋すがるように手を伸のばしてきた昴くんを支え、容体を確かく認にんすべく聖さんへ目を向ける。

「額の傷は打だ撲ぼくですね、しかし足は関節が外れているのをご自分で無理に治し、その状態で藤見まで戻ったので筋も痛めております」

　絶対安静だと言いたそうな聖さんの表情に、俺も昴くんに何と言って良いか思案する。

　今は茜姫のことで頭がいっぱいのようだけど、興奮が冷めてくると今度は痛みに支配されるだろう。俺の腕うでを強く握にぎる昴くんの手が震ふるえているが、これは痛みからなのかもしれない。

「とりあえず横になってください。それがお嫌でしたら、せめて座って話をしましょう」

　今にも頽くずおれてしまいそうな昴くんを何とか支え、適当な場所へ腰こしを落ち着かせてやる。だがやはり足が痛むのか、正座や胡坐あぐらといった座り方ができず、負傷した右足を伸ばしたままの着席となった。

　茜姫を助けて欲しいと言われても、もう少し状じよう況きよう整理ができなくては話にならない。

　もっと茜姫が攫さらわれた時の話を聞かなければならないし、恐おそらくこれは俺達だけでは判断できない規模の問題だ。

　南鬼の領地で問題が起こっているが、直前に藤見を訪おとずれていた。

　例えば、誰かが「東鬼に茜姫が攫われたのを見た」と証言するだけで大問題となるのだ。これは紛まぎれもなく外交問題であり、下手をすれば戦争だ。

「話を聞かせて頂きたいので、詳くわしく伺うかがっても宜よろしいですか？」

　興奮で息を乱している昴くんに優やさしく尋たずねると、深い息を何度か挟はさみながら話をし始めた。

「き、昨日泊とまった旅籠はたご屋やに盗賊が押し入って、茜を攫って行ったんだ」

「攫われたのは茜姫様だけですか。他ほかの宿しゆく泊はく客や宿の主人や使用人達は……？」

「そうだ、茜だけなんだ。でも僕が起きた時には茜の護衛達も消えていた」

　俺の質問に答えつつ、昴くんは盗賊が押し入った時の様子と茜姫が攫われたと気付いた時のことを思い出そうとしている。眉み間けんには何本もの皺しわが深く刻まれていた。

「護衛の方々は茜姫を捜しに行かれたのではありませんか？　きっと今も二人で……」

「いいや、あの二人は跡あと形かたもなく姿を消していた。宿の使用人達に聞いても、茜を捜す姿どころか出ていく姿すら目にしていないと……」

　それはいくら何でも不自然なのではないだろうか。自分が仕えている主人が消えたなら、血ち眼まなこになって捜し回るのが普ふ通つうだ。

　せめて、茜姫の兄である昴くんの指示を仰あおぐものだと思う。それが消えていた？

　何が何だか分からなくなってきた。だがそんな俺とは逆に、昴くんは自分の考えが何かに結びついたらしく、慌あわてて立ち上がろうとしている。

「少なくとも、あいつらが茜を攫う手て筈はずを整えたのは確かだ！　何で今いま更さらこんなことに気付くんだっ。早く戻って、あいつ等を捜さなきゃ、茜を助けてやらないとっ……」

「昴殿、落ち着いて下さい！」

　大事な妹さんを攫われて焦る気持ちも分かるけれど、今昴くんが一人で現場へ戻っても何かが変わるわけではない。

　一番状況に詳しいはずの人が突つっ走って、誰にも情報を伝えないのでは茜姫を助けるのが遅おそくなるだけだ。

「落ち着けるか！　それに今思えば、茜が僕の行き先が藤見だと知っているのは変な話なんだ。僕は同盟の使者として東条へ向かうことを口外していなかった。でも、茜は知っていた」

　記き憶おくを辿たどるように言葉を叫さけぶ昴くんは、自分でも何が異常だと伝えたいのか理解し切れていないようだ。

　俺はその非常な叫びを聞くだけなのだが、どうも俺の認識とも話が嚙かみ合わない気がする。

　そもそも昴くんが、同盟の使者として動くことを黙だまっていることが謎なぞだ。東条へ堂々と現れた時は、南条の長おさの名代だと傲ごう慢まんな態度で踏ん反りかえっていたのに。

　昴くんは一体何を隠かくしているのか。その隠された部分が、俺達の考えを根本から覆くつがえすものへ繫つながりそうだと感じるのは俺の気のせいだろうか。

「南条殿どの、その話を詳しく聞かせて頂きたいのですが」

　低音だが耳に優しく馴な染じむ声で医務室へ現れたのは、キョウ様の一番上の兄の正人さんだ。

　後ろには至し極ごく真面目まじめな顔をした隆哉さんも控ひかえており、急にオドオドし始めた昴くんを穴が開きそうなほど真っ直すぐ見つめている。

「妹姫の件は先さき程ほど弟から聞きました。藤見に力ちから添ぞえを望んでいるとも」

「ご、ご無理は承知でお願い申し上げます。どうか妹を救い出すために藤見のお力を貸して頂けないでしょうか」

　さすがに義正様譲ゆずりの強面こわもてを持つ正人さんには、思わず敬語で話をしているようだ。

　少し前から思っていたのだけど、昴くんって結構なビビリ体質のようだ。

「力を貸すのは惜おしみません。ですがその前に、南鬼と東鬼の里境付近に兵を集めている理由をお聞かせ頂きたい」

　正人さんの言葉に、俺と昴くんに衝しよう撃げきが走った。

　確かに正人さんは里境付近を注視していると隆哉さんに聞いた気がする。

　完全に定期業務の一つなのだと思い込んでいたのだけど、まさか今この事態に繫がっているなんて思いもしなかった。

　その質問を受けた当人である昴くんも、俺と同じで混乱しているようだ。

「兵が里境に？　あ、有り得ませんっ。確かに南みなみ鬼おには戦いくさを好む者が多いですが、理由もなく停戦協定を破ることは父上がお許しにならないはずです！」

「つまり、南条の兵ではないということですね。心当たりは？」

「な、南条の兵でないなら……名家の私兵かもしれません。僕に同盟書の存在を教えてくれたのも、南条の城に出入りしていた名家出身の文官だったので」

　その言葉で、やはり昴くんは南条の正式な使者として東条へ来たのではないと分かった。

　確かに使者であるのに南条からの護衛は誰だれ一人として付いていなかったし、態度は大きかったが同盟締てい結けつに対してかなり急ぎ足だったと思う。

　あれが同盟を結んだという功績を求めた末の行動であったと言われれば、頷うなずけてしまう。

　なんて無む謀ぼうな賭かけに出たのか、と眉まゆを寄せて昴くんを見ると、懸けん命めいに正人さんへ茜姫を助けるための交こう渉しようを行おうとしていた。

「里境から兵を退ける方法は？　できれば我々も兵を出すようなことはしたくありません」

「ぼっ、僕と妹が無事なら！　南条の血族を殺あやめることは大罪だし、二人が揃そろって無事なら襲おそわれる理由はありません」

「逆に言えば、茜姫ひめが無事でなければ藤見を襲しゆう撃げきする大義名分があるという意味ですね」

「うっ」

「分かりました。ですが茜姫を救出するために、藤見が本格的に動くのは長へ事態を報告し許可が下りてからです」

　そう言って昴くんを見た正人さんの目は完全に据すわっていた。

　口では長の許可を取ると言っているが、仮にその私兵とやらが攻せめ込んできたら否いや応おうなしに戦わなくてはならなくなる。

「そんな、待っている間に茜に何かあったら……」

「殺すつもりなら攫うことはありません。今必要なのは情報です。南条殿の話も必要ですし、こちらは既すでに要と陽太を現地へ向かわせております。一通り現場の調査をして戻もどると思うので、その間に長の許可を取る流れにします」

　そう言い切って、静かに二人の話を聞いていた聖さんに、正人さんが広間へ家臣を集めるよう言った。

　義正様が不在なので、藤見を仕切るのは正人さんだ。だから頭領補ほ佐さである聖さんの力も借りながら、この非常事態に備えるのだ。

　聖さんや隆哉さんに幾いくつかの指示を出し終えると、正人さんはくるりと背を向けた。

「お待ち下さい！　じ、重要な話を一つ申し上げておりません」

　医務室を後にしようとしていた正人さんの背中に、顔を真っ青にした昴くんの声が届いた。

　振ふり返った正人さんの目は、相変わらず冷たく鋭するどいものだ。

　しかし昴くんはその視線を受けながらも懸命に耐たえ、決意の表れからか逆にキッと正人さんの方を睨にらんだ。

「僕に同盟のことを伝え、東条へ向かうよう仕向けた文官、その男の家は……」

　ぐっと拳こぶしに力を入れた昴くんは、今から自分の言おうとしていることに恐れを感じている。

　でも茜姫を救うことの方を優先すべきだと判断したのか。

　額に大量の脂あぶら汗あせをかきながら、昴くんは震ふるえる声で、それでもハッキリと事件の重要人物となるであろう人物のことを口にした。

「僕の母上が生まれた家だから──」

　そりゃあ南条に助けを求めずに、真っ先に藤見へくるはずだ。

　その言葉を聞いて、想像以上に面めん倒どうくさい事件に巻き込まれたのだと、その場にいた藤見の鬼達は一いつ斉せいに顔を歪ゆがめたのだった。

「（花姫様との約束は暫しばらく果たせそうにないなぁ）」

　小指同士を絡からめた時の熱に思いを馳はせながら、まだまだ東条へ帰るのが先になりそうだと独りごちた──。







　あとがき







　こんにちは、田中莎月です。

　「へっぽこ鬼日記４」をお手に取ってくださり、誠まことにありがとうございます。

　本作も四巻目となりました。皆みな様さまに無事にお届けすることができて本当に嬉うれしいです。

　現代から戦国風異世界へ憑ひよう依いトリップしている主人公・恭ですが、本巻ではちょっぴりイケメンな一面をお見せできたのではないか、と思っております。

　他にも個性溢あふれるキャラが新たに登場しました。一ひと癖くせも二癖もある性格をしている者ばかりですが、少しでも皆様に気に入って頂けますと嬉しいです。

　次巻では、恭には精神面でも肉体面でも更さらなる成長を遂とげてもらいたいと思っております。さて、へっぽこ状態から脱だつすることはできるのか。次巻にこうご期待でございます！




　また、この本の出版にあたってお世話になった皆様に改めて謝辞を。

　担当様には今回もたくさんご心配をお掛かけしました。締しめ切きりが近づくに連れて、行き詰づまったり焦あせったりする私を励はげましてくださり、日々感謝が尽つきません。まだまだ未熟者な私ですが、尽じん力りよく致いたしますので今後ともどうぞ宜よろしくお願い致します！

　そして今回も胸が高鳴る素す晴ばらしいイラストの数々を描えがいてくださった、伊藤明十様。

　担当様から「イラスト確認」という件名のメールを頂くたび、早く添てん付ぷデータを開こうとパソコン画面に張り付く次し第だいでございます。

　特に表紙のチビキャラのドヤ顔がたまらず、ラフを見せて頂いた時に思わず噴ふき出だしてしまいました（笑）。完成形も殊こと更さらに可愛かわいい！　ニヤニヤとときめきが止まりません。本当にありがとうございます！

　最後になりましたが、読者の皆様に心から感謝申し上げます。

　このように楽しい気持ちで書き続けていられるのは、皆様の支えのおかげです。今後もたくさんの思いに応こたえられるよう、精せい一いつ杯ぱい頑がん張ばります！

　それでは、また次巻でお会いできますように……。





田中　莎月　　


















カバー・口絵・本文イラスト／伊藤明十
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